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第１章 合同終了時評価調査の概要 

１－１ 調査団派遣の背景 

本事業は、日本・アセアン首脳会議（1997 年）において、当時の橋本首相により、アセアンの経

済危機を克服するために、高等教育の強化に向けた協力を行う旨の発表が行われたことに端を発する。

日本はそれまでもアセアン地域の工学系教育機関の強化に積極的な貢献を行ってきた。また、アセア

ン域内でグローバル化に対応できる人材育成を図るためには工学系の大学を対象に、日本の工学系高

等教育と研究の経験・ノウハウをアセアン諸国に展開することが有効であると認識された。こうした

認識から、アセアン地域の大学間協力の枠組みである ASEAN 大学ネットワーク（ASEAN University 

Network：AUN）と連携して、工学系に特化した AUN のサブ・ネットワークとしてアセアン工学系

高等教育ネットワーク（ASEAN University Network/Southeast Asia Engineering Education Development 

Network：AUN/SEED-Net）の創設が構想され、2001 年から 2 年間の準備期間を経て、2003 年 3 月正

式に本事業が開始され、メンバー大学間のネットワーク構築と教員資格向上を目的として、フェーズ

1 が 2008 年 3 月まで 5 年間実施された。 

2008 年 3 月からは、フェーズ 1 で確立した教員資格向上やメンバー大学間のネットワークをベー

スに、更なる基盤強化と事業範囲の拡大、教員の学位取得の継続を意図したフェーズ 2 が 2013 年 3

月までの 5 年間実施された。フェーズ 1 とフェーズ 2 ともにアセアンのメンバーは 19 大学であり、

国内支援大学として日本の 11 大学が参加した。 

その後フェーズ 3 の協力が 2013 年 3 月から実施され、フェーズ 3 には、26 のメンバー大学と日本

の 14 の支援大学が参画している。フェーズ 3 では、アセアンの持続的発展のために必要な高度人材

を育成することを目標として、アセアン域内の工学系大学の教育・研究能力の向上を図り、アセアン

と日本の学術的ネットワークの構築・拡充を目的とした活動を実施している。 

プロジェクト期間の終了まで 6 カ月となった 2017 年 7 月に終了時評価を実施し、プロジェクトの

実績を確認するとともに、評価 5 項目についてプロジェクトを評価し、その結果を踏まえて提言と教

訓をまとめることとなった。 

 

１－２ 調査目的 

本終了時評価調査の目的は、以下のとおり。 

（1）本事業の討議議事録（Record of Discussions：R/D）、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project 

Design Matrix：PDM）及び活動計画（Plan of Operation：PO）に基づいて、これまでのプロジェク

ト活動の進捗状況、成果、目標の達成見込みを整理・確認する。 

 

（2）評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点からプロジェクトを評価

する。 

 

（3）上記の（1）と（2）の結果を踏まえ、プロジェクトの残り期間において重点を置くべき活動や

取り組むべき課題、プロジェクト終了後の成果の活用・持続性に関する提言の取りまとめ、教訓

の抽出を行い、カウンターパート機関と協議する。 

 

（4）上記の調査結果を関係者間で合意し、協議議事録（Minutes of Meeting：M/M）としてまとめ、
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署名する。 

 

１－３ 調査団の構成 

調査団の構成は以下のとおりである。現地調査対象国が 9 カ国にわたるため、調査団メンバーを 3

チームに分け、各チームが 3 カ国を訪問・調査した。なお、チームの担当国は以下のとおりである。 

チーム A：インドネシア、シンガポール、ミャンマー 

チーム B：マレーシア、カンボジア、フィリピン 

チーム C：ベトナム、ラオス、タイ 

 

 業務 氏名 所属 チーム

1 団長・総括 熊谷  真人 JICA 人間開発部高等教育・社会保障グループ 次長 A 

2 工学教育 梅宮  直樹 JICA 人間開発部高等・技術教育チーム 課長 C 

3 協力企画 三浦  佳子 JICA 人間開発部高等・技術教育チーム B 

4 評価分析 1 井田  光泰 合同会社適材適所 シニアコンサルタント C 

5 評価分析 2 南村  亜矢子 合同会社適材適所 コンサルタント A 

6 評価分析 3 石飛  愛 合同会社適材適所 コンサルタント B 

* AUN/SEED-Net 事務局のプロジェクト専門家・プログラムオフィサーも各チームに参加 

 

１－４ 調査日程 

終了時評価調査の現地調査は、2017 年 7 月 16 日から 28 日の日程で実施された。 

 

１－５ 主要面談者 

調査団は各国において、メンバー大学のマネジメント（学長・学部長など）、学科長、留学生の指

導教員、共同研究を実施した教員、留学中の域内留学生のほか、高等教育担当省、各国の JICA 事務

所と面談を行った。また、タイにおいては AUN 事務局と面談した。各国における主要な面談者は以

下のとおり。 
 
【メンバー大学】 

インドネシア 
Prof. Dr. Ir. Bambang 

Riyanto Trilaksono 

バンドン工科大学革新的研究・パートナーシップ担当

副学長 

インドネシア 
Prof. Dr. Andi Isra 

Mahyuddin 

バンドン工科大学国際協力コーディネーター（機械航

空工学部） 

インドネシア Dr. Sugeng Sapto Surjono 
ガジャマダ大学研究・コミュニティーサービス・協力

副学部長 

インドネシア Dr. Moh. Fahrurrozi ガジャマダ大学工学部化学工学科長 

タイ 
Dr. Supot 

Teachavorasinskun 
チュラロンコン大学工学部学部長 

タイ Dr. Komson Petcharaks チュラロンコン大学工学部電気科長 

タイ Dr. Teerapong Senjuntichai チュラロンコン大学工学部土木科長 
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タイ 
Dr. Somnuk 

Tangtermsirikul 
タマサート大学学長 

タイ Dr. Winyu Rattanapitikon タマサート大学土木科長 

タイ Dr. Anat Deepatana ブラパ大学工学部学部長 

タイ Dr. Thanongsak Thepsonthi ブラパ大学工学部副学部長 

タイ Dr. Chaiyan Jettanasen 
キングモンクット王工科大学ラッカバン校国際担当

副学長 

タイ Dr. Taworn Benjanarasuth キングモンクット王工科大学ラッカバン校工学部 

ベトナム Dr. Mai Thanh Phong ホーチミン市工科大学副学長 

ベトナム Dr. Nguyen Danh Thao ホーチミン市工科大学国際室長 

ベトナム Dr. Le Thanh Sach 
ホーチミン市工科大学コンピュータサイエンス学科

長 

ベトナム Dr. Tran Ngoc Thinh 
ホーチミン市工科大学コンピュータエンジニアリン

グ学科長 

ベトナム Dr. Nguyen Le Duy Khai ホーチミン市工科大学交通工学学部長 

ベトナム Dr. Tran Tien Anh ホーチミン市工科大学交通工学航空工学科長 

ベトナム Dr. Pham Hoang Luong ハノイ科学技術大学副学長 

ベトナム Dr. Vu Tuyet Trinh ハノイ科学技術大学国際室副室長 

ベトナム Dr. Nguyen Huy Phoung ハノイ科学技術大学電気工学科長 

ベトナム Dr. Tran Thu Huong ハノイ科学技術大学化学工学科副科長 

ベトナム Dr. Le Anh Tuan ハノイ科学技術大学交通工学科学科長 

ベトナム Mr. Pham Tuan Hiep BK ホールディングプロジェクトマネージャー 

ラオス Dr. Boualinh Soyouvanh ラオス国立大学工学部学部長 

ラオス 
Mr. Chankhachone 

Sonemanivong 
ラオス国立大学工学部土木学科長 

ラオス 
Mr. Somphone 

Kanthavong 
ラオス国立大学工学部コンピュータ工学&IT 学科長 

ラオス 
Assoc. Prof. Khampha 

Sihanakhone 
ラオス国立大学工学部電気工学科長 

ラオス 
Assoc. Prof. Phoumy 

Indarak 
ラオス国立大学工学部電子通信工学科長 

ラオス 
 Assoc.Prof. Dr. 

Khampasith Thammathevo
ラオス国立大学工学部環境水力工学科長 

ラオス 
 Assoc. Prof. Korakan 

Pasomsouk 
ラオス国立大学工学部機械工学科長 

ラオス 
 Assoc. Prof. Nhinxai 

Visane 
ラオス国立大学工学部資源工学科長 

ラオス 
Assoc. Prof. Dr. 

Khammoune Sithilath 
ラオス国立大学工学部道路橋梁交通工学学科長 
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【各国政府高等教育担当機関】 

インドネシア Mr. Patdono Suwignjo 
インドネシア研究技術高等教育省科学技術高等教育

制度部長 

タイ Dr. Bundit Thipakorn タイ教育省高等教育局副局長 

タイ Ms. Lakhana Dockiao タイ教育省高等教育局国際政策課 

ラオス 
Mr. Khamphao 

Chanphengxay 
ラオス教育スポーツ省副局長 

カンボジア Mr. Mak Ngoy カンボジア教育・青少年・スポーツ省高等教育局局長

マレーシア 
Ms. Anushela A/P 

Muniandy 
マレーシア高等教育省首席参事官 

マレーシア Mr. Chua Yong Wei マレーシア高等教育省参事官 

ラオス 
Assoc. Prof. Dr. Bounseng 

Khamounty 
ラオス国立大学工学部技術教育工学学科長 

カンボジア Dr. OM Romny カンボジア工科大学学長 

カンボジア Mr. Samboeun Hean カンボジア工科大学大学院副学長 

カンボジア Mr. Sieang Phen カンボジア工科大学協調・国際関係室長 

マレーシア Dr. Noor Azuan Abu Osam マラヤ大学工学部長 

マレーシア Dr. Zuhailawati Hussai マレーシア科学大学工学部長 

マレーシア Dr. Nordin Bin Yahaya マレーシア工科大学副学長代理（国際関係） 

マレーシア 
Dr. Shahrum Shah 

Abdullah 

マレーシア日本国際工科院（マレーシア工科大学）副

学部長（研究・イノベーション担当） 

マレーシア Dr. Mohd Saleh Jaafar マレーシア・プトラ大学工学部長 

マレーシア Dr. Robiah Yunus マレーシア・プトラ大学大学院学長 

マレーシア Dr. Tang Sai Hong マレーシア・プトラ大学大学院副学長 

ミャンマー Dr. Pho Kaung ヤンゴン大学学長 

ミャンマー Dr. Myint Thein ヤンゴン工科大学学長 

シンガポール Prof. Victor Shim シンガポール国立大学副学部長（渉外担当） 

シンガポール Prof. Teng Joon Lim 
シンガポール国立大学副学部長 

（大学院プログラム担当） 

シンガポール Er. Prof. Dr. Meng-Hwa Er ナンヤン工科大学学長室副学長（国際担当） 

フィリピン Dr. Rizalinda L. De Leon フィリピン大学ディリマン校工学部長  

フィリピン Dr. John Richard E. Hizon フィリピン大学ディリマン校電気電子工学科長 

フィリピン Dr. Jonathan Dungca デラサール大学工学部長 

フィリピン Dr. Natahniel Dugos デラサール大学化学工学科長 

フィリピン Dr. Laurence Gan Lim デラサール大学機械工学科長 
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ミャンマー Dr. Aung Aung Min ミャンマー教育省高等教育部副部長 

ミャンマー Ms. New Ni ミャンマー教育省高等教育部副部長 

 

【関係機関】 

AUN Dr. Nantana Gajaseni  事務局長 

AUN/SEED-Net Dr. Kasem Choocharukul 副事務局長 

タイ Mr. Pattrapat Sanitburoot タイ国際開発協力機構（TICA） 

タイ 
Ms. Subhawee 

Suwaprichapas 
タイ国際開発協力機構（TICA） 

 

【JICA 事務所】 

 

【プロジェクト専門家】 

インドネシア 高樋  俊介 インドネシア事務所次長 

インドネシア 五十嵐  洋平 インドネシア事務所企画調査員 

タイ 田中 啓生 タイ事務所所長 

タイ 鯉沼 真里 タイ事務所次長 

タイ 三好 克哉 タイ事務所所員 

タイ 澤内 絢子 タイ事務所所員 

ミャンマー 岩井  伸夫 ミャンマー事務所次長 

ミャンマー 岩沢  久美子 ミャンマー事務所企画調査員 

ミャンマー Ms. Thet Su Kyi ミャンマー事務所アシスタントプログラムオフィサー 

ベトナム 柿岡 直樹 ベトナム事務所次長 

ベトナム 小林 龍太郎 ベトナム事務所次長 

ベトナム Ms. Nguyen Thi Thanh Hai ベトナム事務所プログラムオフィサー 

ベトナム 藤田 暁子 ベトナム事務所所員 

フィリピン 大島 歩 フィリピン事務所次長 

フィリピン Ms. Gladys Ann Rabacal フィリピン事務所プログラムオフィサー 

カンボジア 小島 岳晴 カンボジア事務所次長 

カンボジア 岸田 菜見 カンボジア事務所所員 

村上 雄祐 副チーフアドバイザー 

岩館 裕 専門家（業務調整/事業計画/実施） 

高島 淳 専門家（業務調整/事業計画/実施） 

杉山 千恵 専門家（業務調整） 
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第２章 プロジェクトの概要 

２－１ プロジェクトの実施体制 

AUN/SEED-Net は AUN のサブ･ネットワークとして 2001 年 4 月に設立され、運営委員会、メンバ

ー大学、国内支援大学（日本の大学）及び AUN/SEED-Net 事務局（以下、「事務局」という。）で構

成されている。 

運営委員会は、メンバー大学の代表者（学部長以上）、AUN 事務局、AUN/SEED-Net 事務局長、ア

セアン事務局、日本政府、JICA、国内支援大学の各代表から構成され、ネットワークの方針・活動

に関する最高意思決定機関として、事務局が策定する活動計画案を協議・承認する機能をもっている。

事務局は、バンコクのチュラロンコン大学工学部内に設置され、各プログラムの実施、ガイドライン

の作成、活動計画案の策定、年次報告書の作成、モニタリング活動等の役割を担っている。 

アセアン各国の工学系トップ大学は、AUN/SEED-Net 設立時に各国の高等教育担当省庁に依頼し、

推薦された大学であり、国内支援大学は、プロジェクト開始にあたって文部科学省に依頼し推薦され

た日本の大学である（表２－１参照）。 
 

表２－１ AUN/SEED-Net のメンバー大学と日本の本邦支援大学リスト 

国名 大学名（和文表記） 大学名（英文/現地語表記） 略称 
参加フェーズ

1 2 3

ブルネイ 
ブルネイ工科大学 Institut Teknnologi Brunei  ITB x x x

ブルネイ大学 Universiti Brunei Darussalam  UBD x x x

カンボジア カンボジア工科大学 Institute of Technology of Cambodia ITC x x x

インドネシア 

バンドン工科大学 Institut Teknologi Bandung  ITB-INA x x x

スラバヤ工科大学 Institut Teknologi Sepuluh Nopember ITS  x

ガジャマダ大学 Universitas Gadjah Mada UGM x x x

インドネシア大学 Universitas Indonesia UI  x

ラオス ラオス国立大学 National University of Laos  NUOL x x x

マレーシア 

マラヤ大学 Universi Malaya  UM x x x

マレーシア・プトラ大学 Universiti Putra Malyasia UPM  x

マレーシア科学大学 Universiti Sains Malaysia  USM x x x

マレーシア工科大学 University Teknologi Malaysia UTM  x

ミャンマー 
ヤンゴン大学 Yangon University YU x x x

ヤンゴン工科大学 Yangon Technological University  YTU x x x

フィリピン 

デラサール大学 De La Salle University DLSU x x x

フィリピン大学 
（ディリマン校） 

University of the Philippines-Diliman UP x x x

ミンダナオ国立大学  –
イリガン工科大学 

Mindanao State University - Iligan 
Institute of Technology 

MSU-IIT  x

シンガポール 
ナンヤン工科大学 Nanyang Technological University  NTU x x x

シンガポール国立大学 National University of Singapore  NUS x x x

タイ 

ブラパ大学 Burapha University  BUU x x x

チュラロンコン大学 Chulalongkorn University CU x x x

カセサート大学 Kasetsart University KU  x

モンクット王工科大学ラ

カバン校 

King Mongkut’s Institute of Technology 
Ladkrabang  

KMITL x x x

タマサート大学 Thammasat University TU  x
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国名 大学名（和文表記） 大学名（英文/現地語表記） 略称 
参加フェーズ

1 2 3

ベトナム 
ハノイ科学技術大学 

Hanoi University of Science and 
Technology  

HUST x x x

ホーチミン市工科大学 
Ho Chi Minh City University of 
Technology  

HCMUT x x x

本邦支援大学 
（14 大学） 

北海道大学、慶應義塾大学、京都大学、九州大学、名古屋大学*、政策研究大学院大学、

大阪大学*、芝浦工業大学、東北大学*、東海大学、東京工業大学、豊橋技術科学大学、東

京大学、早稲田大学（※フェーズ 3 から新規に参加している大学） 
 
２－２ プロジェクトの概念とスキーム 

プロジェクト実施に際し、10 の工学分野をホスト分野として指定し、分野ごとにメンバー大学か

ら域内ハブ（中核）となるホスト大学（Host Institution：HI）を指定している。ホスト大学のほか、

シンガポールの 2 大学も域内の先進大学として全工学分野を支援する位置づけである。後発アセアン

諸国と比較して高等教育の発展度合いが高い先発アセアン国の大学がホスト大学として、各担当分で

他のメンバー大学（主に後発アセアン国）から留学生を受け入れ、共同研究のホスト役を務めている。 

各分野のホスト大学は、表２－２に示すように、フィリピン、マレーシア、インドネシア、タイの

大学が割り当てられている。なお、域内留学生を派遣する大学は送り出し大学（Sending Institution：

SI）と呼ばれる。留学生の派遣は政府開発援助（Official Development Assistance：ODA）非対象国で

あるシンガポールとブルネイを除き、ホスト大学の学生や教員も本邦やシンガポールを含む域内の大

学に奨学生として応募でき、学位の取得が可能である。したがって、メンバー大学の中にはインドネ

シアやフィリピンのメンバー大学のように特定分野の「ホスト大学」でありながら、他分野において

留学生を送り出す「送り出し大学」となっている大学もあり、メンバー大学をホスト大学と送り出し

大学の 2 つに明確に区分できない。 
 

表２－２ AUN/SEED-Net の分野担当のホスト大学と本邦支援大学 

ホスト分野 ホスト大学 1） 支援大学 2） 

化学工学 デラサール大学、ガジャマダ大学、マラヤ大学 京都大、東京工大、東京大 

土木工学 
チュラロンコン大学、タマサート大学、マラヤ大

学、マレーシア工科大学 
北海道大、東京工大 

情報通信 モンクット王工科大学ラカバン校、ガジャマダ大学 北海道大、東海大、豊橋技大 

電気電子工学 
チュラロンコン大学、スラバヤ工科大学、マラヤ

大学、フィリピン大学（ディリマン校） 
慶応大、東京工大 

エネルギー工学 3） 
バンドン工科大学、モンクット王工科大学ラカバ

ン校、マレーシア科学大学 
京都大、九州大 

環境工学 
チュラロンコン大学、バンドン工科大学、カセサ

ート大学、フィリピン大学（ディリマン校） 
京都大、東京大 

地質・資源工学 
チュラロンコン大学、ガジャマダ大学、マレーシ

ア科学大学 
北海道大、九州大、早稲田大 

材料工学 ガジャマダ大学、マラヤ大学、マレーシア科学大学 京都大、東京工大、豊橋技大 

機械・製造工学 4） 
デラサール大学、バンドン工科大学、マラヤ大学、

マレーシア・プトラ大学 
慶応大、東海大、豊橋技大 

自然災害 3） 
チュラロンコン大学、バンドン工科大学、ガジャ

マダ大学 
京都大、九州大、東京工大 

1） 下線の大学は域内ハブとなるホスト大学 
2） 下線の大学は分野幹事大学 
3） フェーズ 3 で新たに設置されたホスト分野 
4） フェーズ 2 では、「機械・航空工学」と「製造工学」が設置されていたが、フェーズ 3 では、「機械・製造工学」に統合 
出所：AUN/SEED-Net の HP と年次報告書 2015 より 
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本事業では、上記のような分野別の役割分担のもと、各国メンバー大学の教育・研究能力の強化と

メンバー大学・本邦支援大学のネットワーク形成、それらを通じた工学系人材の輩出に貢献すること

を目的とし、以下に示すようなプログラムを実施している。AUN/SEED-Net プロジェクトのプログラ

ムは、「留学プログラム」「モビリティ・ネットワーク強化プログラム」「共同研究プログラム」に大

別され、それぞれのプログラムは連携して実施されている。 

 

＜留学プログラム＞ 

プログラム名 年数 内容 

修士課程留学プログラム（ASEAN） 

Master’s Degree Program（MS） 
2 

• アセアンのホスト大学における 2 年間の修士課程にて修学

• 共同研究プログラムにて研究活動を行う。 

サンドイッチ博士課程プログラム

（ASEAN） 

Doctoral Degree Sandwich Program

（PhD Sandwich） 

3 

• アセアンのホスト大学における 3 年間の博士課程にて修学 

• アセアンのホスト大学の指導教員と本邦支援大学の共同

指導教員による研究指導 

• 最長 8 カ月間の日本での研究指導を受けることができる。

本邦博士課程留学プログラム 

Doctoral Degree Program in Japan

（PhD Japan） 

3 

（3.5）

• 本邦支援大学における 3 年間の博士課程にて修学  

• 2017 年度より 6 カ月の研究生期間を加えることが制度的

に可能 

シンガポール博士課程留学プログ

ラム 

Doctoral Degree Program in Singapore

（PhD Singapore） 

4 

• シンガポールのホスト大学において 4 年間の博士課程に

て修学 

• 学士からそのまま博士課程に入学する。 

大学院一貫 

Integrated Graduate Degree Program

（Integrated） 

4 

• アセアンのホスト大学における 4 年間、修士＋博士課程で

修学  

• アセアンのホスト大学の指導教員と本邦支援大学の共同

指導教員による研究指導 

• 最長 10 カ月間の日本での研究指導を受けることができる。

• 学士からそのまま博士課程に入学する。（一度修士課程に入

学するパターンもあるが合計 4 年間で博士号を取得する）

出所：AUN/SEED-Net 事務局作成の 2016 年国内支援委員会説明資料 

 

＜ネットワーク強化・促進プログラム＞ 

プログラム名 内容 

短期研修・研究プログラム

（ASEAN） 

Short-term Visit Program in 

ASEAN（SVAS） 

• メンバー大学の教員が他のメンバー大学を訪問し、短期間（最大 1

カ月）の研修・研究を実施する。 

• 各分野で行われる共同研究やその他の教育・研究能力を推進する目

的で実施 

本邦短期研修・研究プログラ

ム 

Short-term Research Program in 

Japan（SRJP） 

• AUN/SEED-Net プロジェクトの学位プログラム修了生（メンバー大

学の教員となった者）が対象 

• 本邦支援大学を訪問し、短期間（最大 1 カ月）の研修・研究を行う。

• 本事業の学位プログラム修了生が本邦支援大学との学術的なつな

がりを維持するとともに、留学中に実施していた研究を継続・発展

させ、個々の教員と所属大学の研究・教育能力の向上をめざす。 

本邦教員派遣プログラム 

Japanese Professor Dispatch 

Program（JPDP） 

• 学生の教導指導・共同研究の促進や地域会議への参加を目的に、共

同指導教員・共同研究者である本邦支援大学の教員を現地に派遣す

るプログラム 
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プログラム名 内容 

• メンバー大学は、これらの本邦支援大学の教員からの技術指導を通

じ、大学院プログラムの質向上を図る。 

地域会議 

Regional Conference 
• プロジェクトが定めた 10 分野それぞれにおいて年１回アセアン地

域で開催される学術会議 

• 各分野における共同研究の進捗や成果の発表、研究や技術傾向に関

する情報交換、将来の共同研究のテーマについて議論する場であ

る。 

アセアン工学ジャーナル 

ASEAN Engineering Journal 
• アセアン域内を中心とした研究者の研究成果の発表、学術交流の促

進を目的にジャーナルを発行 

出所：AUN/SEED-Net の HP より 

 

＜共同研究プログラム＞ 

プログラム名 内容 

共同研究プログラム 

Collaborative Research Program 

（CR） 

• 修士課程留学プログラム及びサンドイッチ博士課程プログラムで

留学する学生の研究実施・研究指導のための研究資金が提供され

る。 

師弟関係強化共同研究 

Collaborative Research Program 

for Alumni Members（CRA） 

• AUN/SEED-Net プロジェクトあるいは文部科学書国費留学制度の

卒業生で、メンバー大学の教員となった者を対象に、共同研究のた

めの研究資金（競争ベース）を提供するプログラム 

• 卒業生の継続的な研究能力向上と、共同研究を通じた出身大学・指

導教員とのネットワークを継続することをめざす。 

地域共通課題共同研究 

Collaborative Research Program 

for Common regional Issues 

（CRC） 

• 地域共通課題のための研究資金（競争ベース）を提供するプログラ

ム 

産学連携共同研究 

Collaborative Research Program 

with Industry（CRI） 

• メンバー大学とアセアン域内及び日本の大学・産業界のネットワー

クを強固にするために、共同研究の資金（競争ベース）を提供する

プログラム 

• AUN/SEED-Net プロジェクトの支援する研究費に対して、20％程度

のカウンター予算を産業界から獲得することが研究費獲得の条件

である。 

研究フェロープログラム 

Research Fellowship（RF） 
• アセアンあるいは日本で研究活動ができるプログラム 

• AUN/SEED-Net の奨学制度によって博士号（博士課程などのプログ

ラムでも可）を取得したメンバー大学の若手教員が最大 6 カ月の期

間、博士号取得後の研究継続を支援することが目的 

出所：AUN/SEED-Net の HP より 

 

＜産学連携（University-Industry Linkage：UIL）プログラム＞ 

プログラム名 内容 

産学連携促進研修 

University-Industry Linkage 

Promotion Training 

（U-I Training） 

• メンバー大学の教員対象 

• 研究を通じた産業界との連携に関する日本での短期研修 

• 研修後は日本人専門家が派遣され、研修参加者やその他の教員に対

して指導を行う予定 

技術経営集中コース • AUN/SEED-Net 奨学生及び若手教員が対象 
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プログラム名 内容 

Management of Technology

（MOT） 
• 産業界で必要とされる技術という観点から研究を行う重要さにつ

いて理解してもらうことを目的としている。 

産業界の技術傾向に沿った教

育プログラムに関するセミナ

ー 

Seminar on Operating 

Educational Programs Based on 

Technological Trends of 

Industry 

• 産業界の技術傾向を反映された教育プログラムの設計と運営とUIL

促進に関する知識の向上をめざすセミナー 

• メンバー大学が教育と研究能力の向上により高度な人材を輩出し、

産業の発展に貢献することを目的としている。 

ダイレクトリー作成 

Directory 
• UIL 促進のために、メンバー大学の研究室のダイレクトリーを“工

学ダイレクトリー”として各国ごとに製作 

• 日アセアン間の UIL 促進のため、大学の研究施設や研究室のサービ

スに関する詳細を掲載し、今後の連携の際の参考資料としての活用

を目的としている。 

出所：AUN/SEED-Net の HP より 

 

 

出所：AUN/SEED-Net の HP より 

図２－１ 各国のダイレクトリー 

 

２－３ これまでの JICA 支援の概要 

「１－１ 調査団派遣の背景」で述べたように、JICA ではこれまでアセアン域内の学術ネットワ

ークの確立と強化をめざし、2003 年からフェーズ 1 プロジェクトを開始、2008 年からフェーズ 2 プ

ロジェクトを開始し、2001～2002 年に実施された準備プロジェクトも含めると、これまで 16 年間に
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わたって協力を継続している。フェーズ 1 とフェーズ 2 の支援内容と結果は、表２－３に示すとおり

である。 

 

表２－３ 先行技術協力プロジェクト（フェーズ 1及びフェーズ 2）の要約 

プロジェクト名 
アセアン工学系高等教育ネットワークプ

ロジェクト フェーズ 1 
アセアン工学系高等教育ネットワークプロジ

ェクト フェーズ 2 

実施期間 2003 年 3 月～2008 年 3 月 2008 年 3 月～2013 年 3 月 

上位目標 産業界を活性化させる工学系の人材を育

成し、アセアン各国の長期的な持続的発展

を確保する。 

アセアン地域の社会・経済発展に必要な工学

系人材が持続的に輩出される。 

プロジェクト目

標 
参加大学の教育と研究能力が参加大学間

の活発な交流と国内支援大学との協働関

係を通じて向上する。 

アセアン地域において、地域の社会・経済関

係に資する工学系人材を持続的に育成するた

めの体制の基盤が整備される。 

成果（アウトプ

ット） 
1. 教員の質が高位学位取得を通じて改

善される。 
2. ホスト大学の大学院プログラムが向

上する。 
3. メンバー大学間の協働活動と人的つ

ながりが強化される。 
4. 情報配信システム、活動管理体制、コ

ミュニケーション・ネットワークが確

立する。 

1. メンバー大学の教育・研究能力が更に向上

する。 
2. メンバー大学に加え、産業、地域社会、既

存の学術ネットワーク及び非メンバー大

学を包含する域内学会が確立する。 
3. アセアン地域の産業・地域社会の共通課題

に対する解決方法の発見に寄与する共同

研究活動が推進される。 
4. フェーズ 1 において設立されたネットワ

ーク及びそのシステムが強化され、アセア

ン域内及び日本との工学系パートナーシ

ップ大学として機能する。 

プロジェクト目

標の達成見込み 
• 参加大学間の活発な交流と国内支援

大学との協働関係を通して参加大学

の教育と研究能力が向上すると予想

されるが、CLMV 諸国については更な

る教育・研究とネットワーク強化のた

めの育成人材の活用などまだ課題が

ある。 

• AUN/SEED-Net の基盤は確立したが、

これを参加大学が自立発展させるよ

うなシステムの構築を図る必要があ

ると判断された。 
 

• 教育・研究機能の強化、産業・地域社会の

共通課題の解決のための共同研究推進、メ

ンバー大学によるコストシェアの進展の

点から、プロジェクト目標である工学系人

材育成の自立的枠組みの基盤は強化され

つつある。 

• ただし、パートナーシップ大学
1
のための

大学間連携は進んでいるが、そのための組

織・体制づくりは進んでいない。 

• コスト負担については、アセアン側の割合

が計画値に及ばなかった。 

• 以上の点から、プロジェクト目標は部分的

に達成が見込まれ、有効性は中程度と判断

された。 

出所：各プロジェクトの終了時評価調査報告書。「プロジェクト目標の達成見込み」は、2015 年に実施された AUN/SEED-Net プロジェクト 
フェーズ 1・2 の事後評価報告書を抜粋 

 

                                                        
1 パートナーシップ大学は、工学系分野におけるメンバー大学共同の大学院プログラム/コンソージアムの設立を意図した構想で、

そのための準備がフェーズ 2 の事業コンポーネントとして組み込まれた。メンバー大学であれば、どこでも単位取得ができると

いったカリキュラムの共通化やメンバー大学間のダブルディグリー・ジョイント・ディグリーなどが議論されていた。 
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２－４ プロジェクトの概要 

２－４－１ プロジェクトの内容 

プロジェクトの内容は、PDM（2012 年 12 月 6 日付）において、以下のように記載されている（付

属資料 2 参照）。 
 

上位目標 
東南アジア地域において、産業の高度化とグローバル化、並びに地域共通課

題 1)への取り組みが更に促進される。 

プロジェクト目標 
メンバー大学 2)及び本邦支援大学 3)の連携による高度な研究・教育実施体制が

整備される。 

アウトプット（成果） 

1. メンバー大学と産業界、地域社会 4）との連携が強化される。 

2. 地域共通課題解決に資する研究活動を実施する体制が整備される。 

3. メンバー大学の研究と教育の能力が向上する。 

4. メンバー大学及び本邦支援大学の組織間及び教員間の学術ネットワークが

強化される。 

1) 地域共通課題とは、主として防災、環境、エネルギー、材料、資源とするものの、プロジェクトが対象としている他の分野も排除しない。 
2) メンバー大学とは、アセアン加盟各国政府から推薦された工学分野のトップレベルの主要大学を指す。 
3) 本邦支援大学とは、本事業の活動に参画・支援する本邦における工学分野の主要大学を指す。 
4) 地域社会とは、国家及び地域の行政事業体や地方自治体を含む。 

 

２－４－２ プロジェクト期間 

プロジェクト期間は、2013 年 3 月から 2018 年 3 月までの 5 年間である。 

 

２－４－３ メンバー大学と本邦支援大学 

表２－１に示すように、フェーズ 3 のメンバー大学として、インドネシアからスラバヤ工科大学、

インドネシア大学、マレーシアからマレーシア・プトラ大学、マレーシア工科大学、フィリピンか

らミンダナオ国立大学－イリガン工科大学、タイからカセサート大学、タマサート大学の 7 校が参

加し、合計 26 校となった。本邦支援大学は、フェーズ 1・2 では 11 大学であったが、フェーズ 3

より新たに名古屋大、大阪大、東北大が加わり、合計 14 大学となった。 
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第３章 評価の方法 

３－１ 評価の方法 

（1）合同終了時評価調査の手法 

本終了時評価調査は、プロジェクト・サイクル・マネジメント（Project Cycle Management：PCM）

手法で用いられる PDM を活用して、以下の手順で実施された。 

1）PDM に基づいて評価の枠組みをデザインする（評価グリッドの作成）。 

2）プロジェクトの実績と実施プロセスを中心としたデータを収集する。 

3）「妥当性」「有効性」「効率性」「インパクト」「持続性」の観点（評価 5 項目、詳細は後述）か

ら収集データを分析する。 

4）分析結果からプロジェクトの残りの実施期間の活動に対する提言と類似案件へ活用できる教訓

をまとめる。 

 

（2）主な調査項目とデータ収集方法 

調査項目は、プロジェクトの実績、実施プロセスの確認、評価 5 項目の観点による評価に分け

られる。 

1）プロジェクトの実績の確認 

  プロジェクトの投入実績、活動実績、成果（アウトプット）の現状、プロジェクト目標と上位

目標の達成見込みを確認・検証する。 

2）プロジェクトの実施プロセスの確認 

  プロジェクトの実施過程を確認する。主な調査項目は、プロジェクトを円滑に実施するために

工夫された点、モニタリングシステムの有無、プロジェクト関係者間の連携状況などである。 

3）評価 5 項目に基づく分析 

  プロジェクトの実績と実施プロセスの確認を通じて収集した情報を元に、評価 5 項目の①妥当

性、②有効性、③効率性、④インパクト、⑤持続性の観点からプロジェクトを評価する。各評価

項目の主な視点は次のとおり。 

 

妥当性 
開発援助と、ターゲットグループ・相手国・ドナーの優先並びに政策・方針との整合

性の度合いなど、援助プロジェクトの正当性・必要性を問う。 

有効性 
開発援助の目標の達成度合を測る尺度。プロジェクトの実施により、ターゲットグル

ープに便益がもたされているかを検証し、プロジェクトが有効であるかどうかを判断

する。 

効率性 
インプットに対するアウトプット（定性並びに定量）を計測する。プロジェクトの資

源の有効活用という観点から効率的であったかどうかを検証する。 

インパクト 
上位目標の達成見込みを検証する。また開発援助によってもたらされる、より長期的・

間接的な効果や波及効果をみる。 

持続性 援助事業の終了後、プロジェクトで発現した効果が持続するかを問う。 

出所：2010 年 6 月「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」をベースに加筆 
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注：図中「自立発展性」は、「新 JICA 事業評価ガイドライン」では「持続性」という表記を使

用している。 

出所：2004 年 2 月「プロジェクト評価の手引き〜改訂版 JICA 評価ガイドライン」 

図３－１ PDM と 5 項目評価の関係 

 

３－２ 情報収集方法 

（1）既存資料のレビューと分析 

プロジェクトに関する以下の既存資料をレビューし、情報分析に活用した。 
 

＜既存資料＞ 

• R/D：2012 年 12 月に署名・交換 

• M/M：2012 年 10 月に署名・交換 

• 協力の枠組みに関する合意文書（Cooperate Framework）：2012 年 11 月に署名・交換 

• PDM：2012 年 11 月 29 日付（英語版）、2012 年 12 月 6 日付（日本語版） 

• AUN/SEED-Net 年次報告書（2013 年度、2014 年度、2015 年度） 

• 合同レビュー委員会（Joint Review Committee）での配布資料 

• 国内支援委員会での配布資料 

• 運営委員会（Steering Committee Meeting）での配布資料 

• AUN/SEED-Net 事務局保有の各種データ 

• プロジェクト作成の活動進捗に関する資料など 

 

（2）プロジェクト関係者への質問票の配布 

現地調査に先立ち、評価分析団員がプロジェクトの実績、実施プロセス、評価 5 項目に関する

質問票案を作成して事前にメンバー大学、AUN/SEED-Net 事務局に配布し、現地調査期間中とそ

の後に回収した。質問票の回答数は、26 メンバー大学中 16 大学であった（回答率 61.5％）。なお、

本邦支援大学への質問票調査は実施せず、関連会議等の議事録によって本邦支援大学の意見をレ

ビューすることとした。 
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（3）プロジェクト関係者に対するインタビューの実施 

  現地調査では回収した質問票の結果をベースにメンバー大学へ個別にインタビューを実施し、

プロジェクトの実績・実施プロセスを確認した。メンバー大学へのインタビュー調査では、大学

の経営陣、プロジェクト活動に携わった教員（指導教員等）、AUN/SEED-Net の卒業生（教員とし

て勤務）、ホスト大学においては現在留学中の送り出し大学からの留学生へそれぞれインタビュー

した。また、シンガポールを除く 8 カ国では、高等教育担当省庁へヒアリングを実施した。 

 

（4）合同終了時評価調査報告書の作成と内容についての合意 

  本事業は広域案件であり各国で調査を行ったあとにプロジェクト全体の評価結果を取りまとめ

るための時間を必要とするため、現地調査期間中には M/M の取りまとめ・署名は行わず、帰国

後に調査結果を R/D としてまとめ、2017 年 10 月 6 日に開催の運営委員会で内容を確認のうえ、

各国の JICA 事務所と相手国間で R/D に署名した。 
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第４章 プロジェクトの実績 

４－１ 投入の実績 

４－１－１ 日本側の投入 

（1）プロジェクト運営にかかわる専門家の派遣 

  プロジェクト開始から 2017 年 7 月までに、プロジェクト運営管理のために合計 13 名の JICA

専門家が派遣されている。 

• チーフアドバイザー（2 名、短期出張ベース） 

• 副チーフアドバイザー（3 名、長期派遣） 

• プロジェクト調整員（8 名、長期専門家） 

 

（2）本邦支援大学の教員派遣 〔本邦教員派遣プログラム（Japanese Professor Dispatch Program：

JPDP）〕 

  2013 年 3 月から 2017 年 8 月までに、延べ 372 人の本邦支援大学の教員が本邦教員派遣プロ

グラムによって師弟関係強化共同研究（Collaborative Research Program for Alumni Members：

CRA）、域内共通課題解決に向けた共同研究（Collaborative Research Program for Common regional 

Issues：CRC）、産業界との共同研究（Collaborative Research Program with Industry：CRI）などの

共同研究プログラムの研究指導、地域会議への参加、講義の実施等の目的でメンバー大学へ派

遣されている。2017年 8月時点において今後も本邦支援大学の教員派遣が予定されており、2017

年 10 月時点では延べ 413 名が派遣される予定である。 

 

表４－１ 本邦支援大学から派遣された教員数 

年度 教員数 

2013 92

2014 65

2015 106

2016 92

2017 年 8 月までの実績 17

2017 年までの計画値 41

合計 413

出所：AUN/SEED-Net 事務局 

 

（3） 本邦短期研修・研究プログラムによる派遣人数〔本邦短期研修・研究プログラム実績（Short-term 

Research Program in Japan：SRJP）〕 

  メンバー大学の教員が本邦支援大学を訪問し、研究活動とネットワーク維持のために短期間

（最大 1 カ月）の研修・研究を行うプログラムである。2013 年 3 月から 2017 年 8 月まで、延

べ 156 名のメンバー大学の教員が本邦支援大学を訪問し、研究活動を推進した。 
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表４－２ 本邦短期研修・研究プログラムの派遣人数 

年度 応募人数 採択人数 

2013 49 30 

2014 60 30 

2015 81 30 

2016 81 41 

2017* 88 25 

合計 359 156 

* 2017 年 8 月までの実績 
出所：AUN/SEED-Net 事務局 

 

（4）短期研修・研究プログラム〔域内短期研修・研究プログラム実績（Short-term Visit Program in 

ASEAN：SVAS）〕 

  メンバー大学の教員が他のメンバー大学を訪問し、各分野で行われる共同研究やその他の教

育・研究能力を推進する目的で、短期間（最大 1 カ月）の研修・研究を実施するプログラムで

ある。プロジェクト開始から 2017 年度までに延べ 177 名のメンバー大学の教員が派遣されてい

る。 

 

表４－３ 短期研修・研究プログラムによるメンバー大学の教員派遣件数 

年度 応募人数 採択人数 

2013 18 18 

2014 21 17 

2015 64 49 

2016 59 52 

20171）2） 93 41 

合計 255 177 

1）2015 年度より派遣目的を学生のためのプロモーションも可能、滞在日数の変

更、グループでも応募も可能としたため、応募人数が増加した。 
2）2017 年度は予定も含む。 
出所：AUN/SEED-Net 事務局資料 

 

（5）事業費 

日本側が支出したプロジェクトの総事業費は 39.3 億円（2017 年度は計画値）であり、計画額

39.5 億円の 99.5％の支出となっている。プロジェクト活動費は、プロジェクト開始から 2016

年度の実績と 2017 年度の計画額を合わせると、6 億 7403 万タイバーツ（約 22 億 2,939 万円
2
）

となる。支出の内訳は付属資料 15 を参照。 

 

                                                        
2 JICA 交換レートは、1 円= 3.1402 タイバーツ（2014 年 3 月付）、1 円= 3.6779 タイバーツ（2015 年 3 月付）、1 円= 3.1960 タイバー

ツ（2016 年 3 月付）、1 円= 3.2314 タイバーツ（2017 年 3 月付）である。2017 年度の予算積算には、1 円= 3.27663 タイバーツ（2017
年 2 月付）が適用されている。 



 

－18－ 

表４－４ 総事業費 

（単位：億円） 

年度 2013 2014 2015 2016 
2017 

（見込み） 
合計 

金額 6.75 7.65 8.24 7.79 8.84 39.27 

出所：JICA 本部 

 

表４－５ 在外事業強化費と第三国研修費 

（単位：千タイバーツ） 

項目 
2013 年度 

（実績） 

2014 年度

（実績）

2015 年度

（実績）

2016 年度

（実績）

2017 年度 

（予定） 

合計 

（タイバーツ）

合計 

（千円）

在外事業強化費 57,557 66,563 69,650 82,196 51,901 327,868 1,083,826

第三国研修費 72,911 74,133 69,359 64,156 65,607 346,167 1,145,566

合計 130,469 140,696 139,009 146,351 117,509 674,034 2,229,391

出所：AUN/SEED-Net 事務局 

 

４－１－２ アセアンメンバー国・メンバー大学の投入 

（1）メンバー大学における事務局員及び教員の配置 

  メンバー大学では、プロジェクトの連携役としてコーディネーターあるいは教員を配置し、

プロジェクト活動の学内における調整やAUN/SEED-Net事務局との連絡・調整役を務めている。 

 

（2）プロジェクト活動費の財政負担 

  シンガポールのメンバー大学であるシンガポール国立大学とナンヤン工科大学における学位

取得プログラムでは、シンガポール教育省が奨学生の授業料を全額負担するとともに、生活費

を支給している。その他の 12 のホスト大学でも、一部の奨学生の延長期間にかかる授業料の全

額を負担している。AUN/SEED-Net 事務局がメンバー国とホスト大学へ調査し積算した結果に

よると、これらのメンバー大学の負担額は、2014 年から 2016 年の 3 年間で 3 億 440 万円
3
にの

ぼっている。この額は負担された最低額を示したものであり、奨学金以外にも負担されている

額を含めるとこの額より大きくなる点に留意する必要がある
4
。 

 

（3）AUN/SEED-Net 事務局の施設提供及び事務局経費の一部負担 

  タイ政府とチュラロンコン大学から AUN/SEED-Net 事務局の運営に関して、以下のような投

入があった。 

• チュラロンコン大学の工学部内に、事務局の執務室を提供。さらに、水道光熱費、電話代

等は同大学が負担している。 

                                                        
3 AUN/SEED-Net 事務局より、2014 年度、2015 年度、2016 年度のデータ提供があった。  
4 フェーズ 2 の終了時評価報告書によると、2008 年から 2011 年の 4 年間で 321 万 8,570 米ドルの費用がメンバー大学によって負担

されたとのことである。算出対象となった費目が異なることと換算レートによっても異なるため単純に比較できないが、フェー

ズ 2 では年平均 80 万 4,643 米ドル、フェーズ 3 では 1 億 147 万円が負担されたことになる。フェーズ 3 ではホスト大学が負担し

た奨学金や授業料のみが対象となっているため、フェーズ 3 のほうが少し負担額が大きくなる可能性がある。 
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• 副事務局長 1 名と秘書 2 名の配置。タイ教育省高等教育局〔Office of Higher Education 

Commission（OHEC）Thailand〕より、事務局の人件費（秘書分）について、1,500 万タイバ

ーツの財務支援があった。 

 

表４－６ OHEC の財政負担 

 （単位：タイバーツ） 

年度 2013* 2014 2015 2016 2017** 合計 

金額 310,500 382,950 341,550 279,450 165,600 1,480,050

* 2013 年 3 月以降分。 
** 2017 年 8 月分まで。 
出所：AUN/SEED-Net 事務局 

 

（4）その他の外部資金 

  本事業で実施している CRI では、AUN/SEED-Net プロジェクトが支援する研究費の 20％相当

分
5
をカウンター予算として産業界等の共同研究のパートナー組織から獲得することが、応募の

条件となっている。2013〜2016 年度まで実施された CRI へ研究資金額のから判断すると、6 万

3,459 米ドルの外部資金を獲得していると推計される。詳細は「４－２ アウトプット（成果）

の達成度」の（1）「指標 1-1」を参照。 

 

４－２ アウトプット（成果）の達成度 

終了時評価調査団では、プロジェクトの終了時には PDM に設定されたアウトプット（成果）は達

成されると判断した。プロジェクト開始からこれまでの各アウトプットの達成状況は以下のとおり。 

 

（1）アウトプット 1 

プロジェクト要約 メンバー大学と産業界、地域社会*との連携が強化される。 

指標 1-1．企業または地域社会とメンバー大学が実施した共同研究及び受託研究の数

と金額（企業の拠出金額） 

1-2．インターン受入を行った企業・地域社会の数 

1-3. メンバー大学から技術アドバイスを受けた企業または地域社会の数 

* 地域社会とは、国家及び地域の行政事業体や地方自治体を含む。 

 

＜指標 1-1．企業または地域社会とメンバー大学が実施した共同研究及び受託研究の数と金額（企業

の拠出金額）＞ 

プロジェクト活動の範囲としてプロジェクトで実施されている CRI の実績を検証することが妥当

だと判断されるので、まずは CRI の実績を確認する。2013 年度から 2016 年度の間にメンバー大学か

ら CRI に対して 80 件の応募があり、ホーチミン市工科大学からの応募件数が 16 件、ハノイ科学技

術大学からが 26 件であり、ベトナムのメンバー大学が CRI の実施に意欲を示している。上記 4 年間

で応募数 80 件のうち 35 件が採択され（毎年 10 件弱の採択数）、採択数でもホーチミン市工科大学と

ハノイ科学技術大学で 14 件に上り、全体採択数の 40％を占めている（表４－７参照）。ホスト分野

別にみると、35 件のうち 15 件（全体の 42.9％）が土木工学、機械・製造工学、エネルギー工学で実

                                                        
5 20％の負担は、金銭でなくても機材の提供や研究者の提供等、インカインド（現物支給）形式でも可能である。 
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施されており、CRI ではこの三分野で全体の半数の研究が採択されている。参考までに、CRI も含め

てメンバー大学が実施した企業や地域社会との共同研究数は、同 4 年間で 3,638 件であり（回答数 15

大学）、マレーシア・プトラ大学が 1,488 件と活発に共同研究を実施していることがわかる。 

CRI では、AUN/SEED-Net プロジェクトの支援する研究費に対して、20％のカウンター予算
6
を共

同研究のパートナー組織（企業や地域社会）から獲得することが応募条件となっている。2013〜2016

年度に実施された 35 件の CRI の総予算は 317,298 米ドルであるため、その 20％に相当する 63,460 米ド

ルが共同研究のパートナー機関によって負担されたと考えられる。 

 

表４－７ CRI の実施状況と CRI 以外も含めたメンバー大学による産業界との共同研究数 

（2013～2016 年度） 

国 メンバー大学 

CRI 企業や地域

社会との共

同研究数（プ

ロジェクト

外も含める）

応募数 採択数 
総予算  

（米ドル）

パートナー 

機関の負担額 

（米ドル） 

インドネシア バンドン工科大学 4 3 27,969 5,594 －

 スラバヤ工科大学 2 0 － － －

 ガジャマダ大学 7 3 17,993 3,599 161

 インドネシア大学 0 0 － － －

マレーシア マラヤ大学 2 2 19,641 3,928 120

 
マレーシア・プトラ

大学 
3 2 17,872 3,574 1,488

 マレーシア科学大学 0 0 － － 0

 マレーシア工科大学 2 1 10,000 2,000 442

フィリピン デラサール大学 0 0 － － 9

 
フィリピン大学 

ディリマン校 
0 0 － － －

 
ミンダナオ国立大学

-イリガン工科大学 
1 0 － － －

タイ ブラパ大学 0 0 － － 134

 チュラロンコン大学 8 3 28,000 5,600 7

 カセサート大学 3 3 30,000 6,000 -

 タマサート大学 1 1 － － 388

 
キングモンクット王

工科大学ラカバン校 
2 0 - - 14

カンボジア カンボジア工科大学 1 2 18,538 3,708 167

ラオス ラオス国立大学 0 0 － － －

ミャンマー ヤンゴン大学 2 1 10,000 2,000 82

 ヤンゴン工科大学 0 0 － － 7

ベトナム 
ホーチミン市 

工科大学 
16 6 59,600 11,920 474

 ハノイ科学技術大学 26 8 77,684 15,537 145

合計 80 35 317,298 63,460 3,638

出所：AUN/SEED-Net 事務局提供のデータと年次報告書（2013 年、2014 年、2015 年）。「企業や地域社会との共同研究数（プロジェクト外も

含める）」はメンバー大学への質問票より。 

                                                        
6 20％の負担は、金銭でなくても機材の提供や研究者の提供等、インカインド（現物支給）形式でも可能である。 
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出所：AUN/SEED-Net 事務局提供のデータ 

図４－１ ホスト分野別における CRI の実施状況（2013〜2016 年度） 

 

＜指標 1-2. インターン受入を行った企業・地域社会の数＞ 

この指標は、アウトプット 1 で大学・企業連携（UIL）の関連活動や CRI を実施した結果、メンバ

ー大学からのインターン受入を行った企業や地域社会の数が増加するとことを期待して設定されて

いる。本事業では、UIL を促進するために、メンバー大学の教員を対象とした UIL 促進の本邦研修
7
の

実施、技術経営コース（MOT）の開催
8
、UIL セミナーの開催

9
、事務局内の UIL 促進アドバイザリー

チームの設置、メンバー大学ごとの UIL ダイレクトリー作成
10
などが実施された。その結果、ホーチ

ミン市工科大学と日系の地盤関連工事会社が UIL セミナーで結び付き、企業でのインターン受入を

開始した事例も報告されている。 

メンバー大学への質問票の結果によると（回答数 15）、17 の日系企業を含めた 92 の企業において

メンバー大学の工学部の学生をインターンとして受け入れた実績がある。しかし、これは本事業の活

動の結果によるものではなく、メンバー大学が独自で実施しているインターンシッププログラムも含

まれている
11
。 

アウトプット 1 で計画されていた活動については、他の UIL 活動に重点が置かれたため、計画さ

れていた活動 1-7 の「メンバー大学の若手教員を対象に、本邦企業におけるインターンシップまたは

短期訪問」は実施されなかった。その他の UIL 活動が積極的に実施されたため、成果 1 の達成度に

はそれほど影響はないと考えられる
12
。 

 

 

                                                        
7 豊橋科学技術大学への委託により実施。 
8 2013〜2016 年度において、MOT は 6 回実施され、2017 年 8 月に更に 1 回開催される予定である。（付属資料 13） 
9 2013 年度、2014 年度、2016 年度に合計 4 回実施された。2017 年にホーチミン市で開催予定である。（付属資料 13） 
10 カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、タイ、ベトナムの 8 カ国分がフェーズ 3 終了まで

に作成される予定である。 
11 メンバー大学にとって本事業によるものかどうかを区別することは困難である。 
12 ただし、PDM はプロジェクト開始以降一度も見直しがされてないため、活動内容の精査を中間時点で実施すべきであったといえ

る。 
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＜指標 1-3. メンバー大学から技術アドバイスを受けた企業または地域社会の数＞ 

メンバー大学への質問票の回答の結果（回答数 15）、2013 年度以降メンバー大学から技術アドバイ

スを受けた企業や地域社会の数は 52 であり、そのうち日系企業が 16 であった。メンバー大学にとっ

て、提供したアドバイスがプロジェクト範囲内か範囲外かを区別することは困難であるため、この数

値には、プロジェクトの範囲外の活動による技術アドバイスも含まれている点に留意する必要がある。 

 

＜アウトプット 1の全般的な達成度＞ 

メンバー大学への質問票の結果によれば（回答数 15）、メンバー大学はプロジェクトの活動を通じ

て UIL がある程度進んだと評価している（4 段階評価で平均値は 2.9）。メンバー大学にとって研究資

金を提供する CRI は、企業や地域社会との共同研究を実施するチャンスの増加につながっている。

プロジェクトでは、CRI だけでなく UIL セミナーの実施や技術経営コース（MOT）の開催などの活

動を通じて、メンバー大学の UIL の実施を促進してきた。「指標 1-2」で述べたように、ホーチミン

市工科大学では日系の地盤関連工事会社が UIL セミナーで結び付き、企業でのインターン受入をは

じめ、メンバー大学の教員と技術者の相互派遣や企業側のアレンジによって地盤工学会初の海外ワー

クショップをホーチミン市工科大学で実施するなどの連携が生まれている。 

このようにプロジェクトでは UIL を強化してきたといえる一方、メンバー大学の中には、共通の

関心事をすり合わせて共同研究テーマをみつけることは簡単ではないため、本邦支援大学からの共同

指導教員やパートナー組織をみつけられないという声もあがっている。したがって、企業や地域社会

とメンバー大学がより密にコミュニケーションや情報交換ができるような機会やツールを提供する

ことも一案だと考えられる。 

 

（2）アウトプット 2 

プロジェクト要約 地域共通課題解決に資する研究活動を実施する体制が整備される。 

指標 2-1. 地域共通解題に関する研究論文の数 

2-2. 地域共通課題に関する研究発表の数 

2-3. 地域共通課題に関する国際会議の開催数 

 
＜指標 2-1. 地域共通解題に関する研究論文の数＞ 

＜指標 2-2. 地域共通課題に関する研究発表の数＞ 

2013〜2016 年度においてメンバー大学から CRC へ 138 件の応募数があり、そのうち 41 件が採択

されている（図４－２参照）。メンバー大学のうち、マレーシア工科大学が 34 件、ホーチミン市工科

大学が 20 件、ハノイ科学技術大学が 19 件応募するなど、この 3 つの大学が CRC への応募に非常に

積極的であり、マレーシア工科大学とホーチミン市工科大学の研究提案がそれぞれ 10 件採択されて

いる。メンバー大学から収集できた 17 件の CRC では、上記 4 年間で 60 本の研究論文が発表され、

37 の研究発表が実施されている（表４－８参照）。このデータより、1 件の CRC について平均で 3

本の論文と 2 本の研究発表が実施されていることになる。これをベースにすると 41 件実施された

CRC 全体では、より多くの論文数と研究発表が実施されていると考えられる
13
。ただし、これらの指

標の目標値が PDM で設定されていないため、この指標が達成されたかどうかは判断できない。 

                                                        
13 平均値より単純に計算すると、41 件の CRC において、論文数は 123 本、研究発表数は 82 件となる。 
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出所：AUN/SEED-Net 事務局、年次報告書 2013〜2015 

図４－２ CRC の応募件数と採択件数（2013〜2016 年度） 

（応募件数 138、採択件数 41 件） 

 
 

表４－８ CRC における研究論文数と研究発表数（2013～2016 年度） 

（n=17） 

研究論文数 研究発表数 

CRC 60 37 

出所：メンバー大学への聞き取り結果 

 

＜指標 2-3. 地域共通課題に関する国際会議の開催数＞ 

2012 年 12 月付の PDM では、「地域共通解題とは、主として防災、環境、エネルギー、材料、資源

とする
14
」と定義されているため、ここでもこの 5 分野に絞って指標を検証する。2013〜2016 年度に

この 5 分野について開催された地域会議数は 20 であり
15
、表４－９に示すように、さまざまなメン

バー大学と本邦支援大学が地域会議のホストを務めている。2017 年度にも各分野においてそれぞれ

１回、合計 5 つの地域会議の開催が計画されている。地域会議は、参加者間で研究知識や成果を共有

することやメンバー大学、本邦支援大学、地域社会や産業界からの参加者との学術交流を深める機会

であると同時に、AUN/SEED-Net の留学生にとっても研究成果を発表できるよい機会となっている。 

 

                                                        
14 正確には、「プロジェクトが対象としている他の分野も排除しない」と日本語版では明記されているが、英語版ではその但し書

きは記載されていないため、ここでは分野を限定するために本文に記載した 5 分野に限定する。 
15 地域会議は分野ごとに年１回開催される。 
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表４－９ 地域共通課題に関して実施された地域会議 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 

 主催大学 主催大学 主催大学 参加者数 主催大学 参加者数

エネルギー工学 
 （EneE） 

バンドン 

工科大学 

（2013.9） 

キングモンクッ

ト王工科大学

ラカバン校 

（2014.11） 

ガジャマダ 

大学 

（2015.11） 
105 

カンボジア 

工科大学 

（2016.11） 
67 

環境工学 
 （EnvE） 

チュラロンコン

大学 

（2013.11） 

フィリピン大学

ディリマン校

（2014.11） 

マレーシア 

工科大学 

（2015.8） 
150 

キングモンクッ

ト王工科大学ラ

カバン校 

（2017.1） 

110 

地質・資源工学 
（GeoE） 

ガジャマダ 

大学 

（2013.12） 

ヤンゴン大学

（2014.9） 

マレーシア 

科学大学 

（2015.9） 
103 

チュラロンコン

大学 

（2016.7） 
232 

材料工学 
（MatE） 

京都大学 

（2014.2） 
マラヤ大学 

（2014.11） 

タマサート 

大学 

（2015.10） 
60 

ヤンゴン大学 

（2016.10） 
74 

自然災害 
（ND） 

ガジャマダ 

大学 

（2014.1） 

ヤンゴン大学

（2014.9） 

デラサール 

大学 

（2015.9） 
79 

マレーシア 

工科大学 

（2016.9） 
69 

合計 － －
16 － 497 － 552 

出所：AUN/SEED-Net 事務局 

 

＜アウトプット 2の全般的な達成度＞ 

プロジェクト活動を通じて地域共通解題に取り組む研究活動は促進されてきたといえる。プロジェ

クトが地域共通の課題に特定した研究資金を提供することによって、メンバー大学が地域共通課題に

取り組みやすい環境が整備されてきた。さらに、プロジェクトではメンバー大学と本邦支援大学がそ

の他の競争資金を獲得できるよう支援しており、2015 年には国立研究開発法人科学技術振興機構

（Japan Science and Technology Agency：JST）が提供している地球規模課題対応国際科学技術協力プ

ログラム（Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development：SATREPS）の紹介

セミナーも開催している。2015 年にはカンボジア工科大学・東京工業大学・山形大学・地球環境戦

略研究機関が SATREPS 案件を獲得し「トンレサップ湖における環境保全基盤の構築」の研究を実施

するなどの効果もあった。このように、プロジェクトでは地域共通解題に関する研究を促進してきた

といえる。 

 

（3）アウトプット 3 

プロジェクト要約 メンバー大学の研究と教育の能力が向上する。 

指標 3-1. 高位学位（修士号・博士号）を取得した教員の数 

3-2. 国際または国内会議における研究発表の数 

3-3. 国際または国内雑誌に掲載された研究論文の数 

3-4. 輩出した高位学位者（修士号・博士号）の数と要した時間 

 

 

                                                        
16 2014 年度に開催された全分野における地域会議参加者数は 1,090 名であった。 
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＜指標 3-1. 高位学位（修士号・博士号）を取得した教員の数＞ 

フェーズ 3 で AUN/SEED-Net の奨学金を得た教員（392 名）のほとんどはまだ卒業しておらず、2016

年 12 月末時点では 53 名が修士号を取得したにすぎない。2001 年度から 2013 年度までの

AUN/SEED-Net 奨学生
17
の学位取得率（表４－11参照）から勘案すると、最終的には 350 名が学位を

取得する見込みである。域内修士、本邦博士、サンドイッチ博士の奨学生数は、ほぼ年間計画値通り

である。一方で、シンガポール博士と大学院一貫プログラムでは年間計画を下回っている。シンガポ

ールの大学によると、シンガポール博士への応募者の中で条件を満たす候補者が少ないとのことであ

る
18
。大学院一貫プログラムでは、研究トピックスを変更したいが途中での変更が困難、あるいは指

導教員が変更になるなどの課題があり、修士課程と博士課程を一貫プログラムとして実施することが

難しい状況が懸念され、それほど応募者数が集まっていないとのことである
19
。 

 

表４－10 奨学金授与実績と学位取得教員数 

 
年間 

計画 
2013 2014 2015 2016 Total 

学位 

取得者数 

域内修士 50 59 49 42 49 199 53 

本邦博士 20 18 19 19 34 90 0 

サンドイッチ博士 20 20 14 18 23 75 0 

シンガポール博士 10 5 6 6 0 17 0 

大学院一貫プログラム 10 0 6 3 2 11 0 

合計 110 102 94 88 108 392 53 

出所：AUN/SEED-Net 事務局 

 

表４－11 学位取得者数（予測）と学位取得率 

学位 
学位取得予定者

（予測） 

学位取得率* 

（％） 

域内修士 188 94.3 

本邦博士  85 94.5 

サンドイッチ博士  62 82.2 

シンガポール博士  12 71.1 

大学院一貫プログラム － － 

*2001〜2013 年度のデータをベースに算出 

出所：AUN/SEED-Net 事務局提供のデータを元に算出 

 

 

 

                                                        
17 2014 年度の奨学生は現時点でもほとんどが就学中であるため、2001〜2013 年度のデータを活用して学位取得率を算出した。  
18 シンガポールのメンバー大学によれば、博士号の応募条件には、TOEFL600 と GRE スコアが必要とのことである。2015 年度に

は 28 名の応募者のうち 6 名がシンガポール博士の奨学生となっている。  
19 メンバー大学、事務局へのヒアリングより。応募者数は、2014 年度は 36 名、2015 年度は 16 名、2016 年度は 6 名で減少傾向に

ある。 
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＜指標 3-2. 国際または国内会議における研究発表の数＞ 

＜指標 3-3. 国際または国内雑誌に掲載された研究論文の数＞ 

これらの指標の「研究発表」と「研究論文」のうち、修士や博士課程で実施される共同研究に関す

る論文データについては、フェーズ 3 期間の集約データが AUN/SEED-Net 事務局にないため、これ

らの指標の実績を確認することは困難である。 

一方、CRA/CRC/CRI について国際・国内会議で発表された研究発表の数と国際・国内雑誌に掲載

された研究論文の数は、表４－12 に示すとおりであり、平均すると 1 本の共同研究プログラムで 2

本の論文掲載と 3 本の研究発表が実施されていることになる。ただし、これらの指標の目標値が PDM

で設定されていないため、この指標が達成されたかどうか判断することは困難である。CRA/CRC/CRI

を実施したメンバー大学の教員へのインタビューによると、各分野で年 1 回開催される地域会議やア

セアン工学ジャーナルは、これらの研究成果を発表する良い機会であるとのことである。 

 

表４－12 国際・国内会議で発表された研究発表の数と国際・国内雑誌に掲載された研究論文の数 

（2013～2016 年度） 

 CRA CRC CRI 

 研究論文 研究発表 研究論文 研究発表 研究論文 研究発表 

掲載・発表数 54 67 92 68 65 91 

掲載・発表の平均値 3.0 3.2 3.5 2.5 2.8 4.0 

本調査で収集した研

究プログラム数 
18 21 26 27 23 23 

CRA/CRC/CRI の総数 38 41 35 

出所：ホーチミン市工科大学、ハノイ科学技術大学、ラオス国立大学、デラサール大学、ヤンゴン工科大学、バンドン工科大学、マラヤ大

学、マレーシア科学大学、マレーシア工科大学へのヒアリング調査と 2016 年 12 月に AUN/SEED-Net より発行の「Research Assessment」
より。 

 

＜指標 3-4. 輩出した高位学位者（修士号・博士号）の数と要した時間＞ 

「輩出した高位学位者（修士号・博士号）の数」は、プロジェクトによってメンバー大学の教員の

教育能力が向上した結果生み出された状況を示しているため、どちらかといえばプロジェクトのイン

パクトを検証する指標である。代替案として、終了時評価調査団では、メンバー大学の工学部の教員

において AUN/SEED-Net 奨学金で学位を取得した教員（AUN/SEED-Net 卒業生）の割合（2017 年時）

を参照した。表４－13に示すように、2017 年 7 月に実施したメンバー大学への質問票に回答した 15

のメンバー大学において、5,706 名の教員中 229 名（4.0％）が AUN/SEED-Net を通じた学位取得者で

あり、メンバー大学の教員の質向上に対する本事業の貢献度がある程度認められる。カンボジアでは

全職員の 18.3％が AUN/SEED-Net での学位取得者であり、AUN/SEED-Net プロジェクトの貢献度が

大きい。フィリピンではその割合が 5.9％、ミャンマーでは 5.6％であり、AUN/SEED-Net プロジェク

トによる一定の貢献度が認められる。ベトナムでは AUN/SEED-Net 奨学生数が 67 名と人数は多いが、

全体の教員数そのものが多いため割合は 3.2％にとどまっている。 

2017 年における AUN/SEED-Net の卒業生の割合は 4.0％であり「AUN/SEED-Net プロジェクト フ

ェーズ 1・2」の事後評価調査が実施された 2015 年では 5.7％であったため、全教員に占める

AUN/SEED-Net での学位取得教員の割合は減少している。2015 年と 2017 年のデータ提供メンバー大

学は同じではないため単純比較はできないが、フェーズ 3 では AUN/SEED-Net での学位取得教員の



 

－27－ 

移籍や異動が多い傾向にあり、近年メンバー大学では教員の質の向上が図られ、教員数も充実してき

ているため、母国で教員として勤務できないケースがあることが要因だと考えられる
20
。 

 

表４－13 国別の教員数に占める AUN/SEED-Net 卒業生の割合 

 
教員数（2017） 

AUN/SEED-Net で

の学位取得教員数

（2017） 

AUN/SEED-Net での

学位取得教員の割合

（2017）（％） 

AUN/SEED-Net で

の学位取得教員の

割合（2015）（％）

インドネシア 885 24 2.7 1.9

マレーシア 713 13 1.8 －

フィリピン 152 9 5.9 －

タイ 1,282 26 2.0 －

カンボジア 263 48 18.3 30.2

ラオス na na na 88.7

ミャンマー 177 10 5.6 4.2

ベトナム 2,116 67 3.2 4.9

合計 5,706 229 4.0 5.7

出所：2017 年のデータは、メンバー大学への質問票の結果である。回答メンバー大学は、ガジャマダ大学、マラヤ大学、マレーシア・プト

ラ大学、マレーシア科学大学、マレーシア工科大学、デラサール大学、ブラパ大学、タマサート大学、キングモンクット王工科大学

ラカバン校、カンボジア工科大学、ヤンゴン工科大学、ホーチミン市工科大学、ハノイ科学技術大学である。2015 年のデータは

「AUN/SEED-Net プロジェクト フェーズ 1・2 事後評価調査」で実施されたメンバー大学への質問票の結果である。回答メンバー大

学は、ラオス国立大学、カンボジア工科大学、ハノイ科学技術大学、ヤンゴン大学、ヤンゴン工科大学、ガジャマダ大学、バンドン

工科大学である。 

 

大学の教育の質を測るために活用される他の指標は、学位取得年数である。AUN/SEED-Net の域内

修士の奨学生は、規定通り 2 年で学位を取得している。PhD サンドイッチでは、域内の留学先と日本

の 2 カ国の環境に適応する必要があるため、学位取得年数は 3.2〜3.5 年を要しており規定よりもやや

長くかかる傾向にある。 

 

表４－14 学位取得までにかかる年数 

AUN/SEED-Net 奨学生の学位取得平均年数* 学位取得平均年数** 

 
域内修士 

本邦博士/

シンガポ

ール博士 

サンドイ

ッチ博士 

大学院一貫

プログラム
修士 博士 

バンドン工科大学 2.0 － 3.3 － 2.0 3.0

ガジャマダ大学 2.0 － 3.3 － 2.0 3.0

マラヤ大学 2.0 － 2.0 － 2.5 3.5

マレーシア科学大学 2.1 － 3.3 － 2.0 3.5

マレーシア工科大学 1.5 － 2.5 － 2.0 3.0

                                                        
20 ミャンマーの場合、AUN/SEED-Net の卒業生は依然として大学で教員として勤務しているが、政府の方針で定期的に他大学へ異

動することが義務づけられているため、歩留まり率が低くなっている。 
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AUN/SEED-Net 奨学生の学位取得平均年数* 学位取得平均年数** 

 
域内修士 

本邦博士/

シンガポ

ール博士 

サンドイ

ッチ博士 

大学院一貫

プログラム
修士 博士 

デラサール大学 2.0 － 3.5 － 2.0 3.5

フィリピン大学 

ディリマン校 
2.0 － 3.2 － 2.0 3.0

チュラロンコン大学 2.1 － 2.8 2.7 3.7 5.7

カセサート大学 2.0 － － － 2.5 －

タマサート大学 2.1 － － － 2.3 5.0

キングモンクット王 

工科大学ラカバン校 
2.0 － － － 2.0 －

ナンヤン工科大学 4.0 － － - 4.5

シンガポール国立大学 － － － － － －

本邦支援大学 3.0 － － －

平均年数 2.0 － 3.1 2.7 － －

出所 *  AUN/SEED-Net 事務局提供のデータより 2001〜2013 年度分を抽出し「就学中」を除外して算出  

** 2015 年「AUN/SEED-Net プロジェクト フェーズ 1・2 事後評価調査」で実施されたメンバー大学への質問票の結果   

 

＜アウトプット 3の全般的な達成度＞ 

メンバー大学への質問票によると（回答数 15）、回答したほとんどのメンバー大学は、プロジェク

トの活動を通じて、大学の研究と教育の能力を非常に、あるいはある程度向上することができたと回

答している（4 段階で平均値は 3.4）。特に CLMV の送り出し大学は AUN/SEED-Net プロジェクトの

長期間にわたる支援は大学の修士と博士課程の教員の能力向上に貢献したと認識している。ただし、

送り出し大学の中でも、近年高位学位を取得した教員数が増加しており、修士号よりも博士号の取得

により重点を置くところも出てきており、ニーズの変化がみられる。ホスト大学
21
は、他のホスト大

学や本邦支援大学での博士課程へ教員を派遣することを通じて、自大学の教員と博士プログラムの質

を向上できたと認識している。なお、アウトプット 3 の活動として、研究フェロープログラム（Research 

Fellowship Program：RF）が実施されており、プロジェクト開始から 2016 年度までに延べ 12 名のメ

ンバー大学の若手教員が本プログラムを活用して研究を継続しており（応募者数は 23）、研究フェロ

ープログラムもメンバー大学の教員が継続的に研究能力を向上することに貢献している。 

 

                                                        
21 タイでは既に質の高い教育プログラムを提供しているため、一部のタイのメンバー大学を除いたホスト大学の意見である。 
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（4）アウトプット 4 

プロジェクト要約 メンバー大学及び本邦支援大学の組織間及び教員間の学術ネットワークが強化

される。 
指標 4-1. 国際共著論文の数 

4-2. 共同研究に参画した教員・学生の数 

4-3. 共同研究指導に参画した教員の数 

4-4. 国際共同教育プログラム*（短期コース・学位プログラム等）の形成数 

4-5. 「アセアン工学ジャーナル」の発行回数 

4-6. 「アセアン工学ジャーナル」に掲出された論文数 

4-7. メンバー大学により主催または共催された国際学術会議数 

* 国籍の異なる複数の大学が共同で管理・運営する教育プログラム 

 
＜指標 4-1. 国際共著論文の数＞ 

2011 年に AUN/SEED-Net プロジェクトでは「アセアン工学ジャーナル」の発行を開始し、それ以

降、アセアン地域の学者、研究者、学生に研究成果を公開する機会を提供してきた。同ジャーナルは、

3 部構成になっており、AUN/SEED-Net プロジェクトで設定している工学系 10 分野をカバーする形

（表４－15参照）で、それぞれ 6 月と 12 月の年に 2 回、合計 6 回発行されている。 
 

表４－15 アセアン工学ジャーナルの分野 

パート 分野 

アセアン工学ジャーナル： 

パート A 
• 情報工学（CIE） 

• 電気・電子工学（EEE） 

• エネルギー工学（EneE） 

• 機械・製造工学（ME/ManuE） 

アセアン工学ジャーナル： 

パート B： 
• 化学工学（ChE） 

• 材料工学（MatE） 

アセアン工学ジャーナル： 

パート C： 
• 土木工学（CE） 

• 環境工学（EnvE） 

• 地質・資源工学（GeoE） 

• 自然災害（ND） 

出所：AUN/SEED-Net の HP 

 

本指標の範囲が設定されていないため、終了時評価調査団では「アセアン工学ジャーナル」におけ

る国際共著論文を確認することとする。同ジャーナルに関する AUN/SEED-Net 事務局のデータによ

ると、2013〜2016 年度に発行された「アセアン工学ジャーナル」のパート A では 9 本（パート A 掲

載論文数 57 本の 15.8％）、パート C では 20 本（パート C 掲載論文数 57 本の 35.1％）が国際共著論

文であった22。パート A と C ともに、共著の形態別では、メンバー大学と本邦支援大学による共著

論文が大多数を占めている。 

 

                                                        
22 パート B については共著に関する情報を入手できなかった。 
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表４－16 「アセアン工学ジャーナル」における国際共著論文数（2013～2016 年度） 

共著論文の形態 
論文数 

パート A パート B パート C 

メンバー大学間による共著論文 2 － 1

メンバー大学と本邦支援大学による共著論文 6 － 18

複数のメンバー大学と本邦支援大学による共

著論文 
1 － 1

合計 
9 － 20

（15.8％） － （35.1％）

掲載論文数合計 57 41 57

 出所：AUN/SEED-Net 事務局データ 

 

＜指標 4-2. 共同研究に参画した教員・学生の数＞ 

本指標の達成度を検証するために、終了時評価調査団では、CRA、CRC、CRI に参加したメンバー

大学の教員数と生徒数を確認し、関連するデータをメンバー大学から収集した。その結果、76 件の

共同研究に教員 289 名、73 件の共同研究に学生 290 名がメンバー大学から参加している。今回情報

が収集できた件数は、2013〜2016 年度に実施された共同研究プログラムの 114 件のうちの約 70％に

あたるため、114 件に参加した教員数と学生数はこれらの数値よりも大きいと考えられる。またこれ

らの共同研究プログラムには、AUN/SEED-Net プロジェクトに直接かかわっていないその他の教員や

学生も参画しており、この点でもメンバー大学の研究能力向上に貢献しているといえる。 

域内修士と博士課程で実施されている共同研究への参加教員数と生徒数をみると、2013〜2016 年

度に 594 件の研究が実施されていることから
23
、594 名のメンバー大学の教員と 594 名の学生がかか

わっていることになる。 

 

表４－17  CRA、CRC、CRI に参画したメンバー大学の教員数及び生徒数（2013～2016 年度） 

 共同研究へ参

画した教員数 
情報を収集で

きた研究件数

共同研究へ参

画した学生数

情報を収集で

きた研究件数 
実施された 

共同研究数 

CRA 88 23 81 22 38

CRC 174 30 116 29 41

CRI 127 23 93 22 35

合計  389 76 290 73 114

1 研究当たりの平均

参加者人数 
5.1 4.0 －

出所：ホーチミン市工科大学、ハノイ科学技術大学、ラオス国立大学、デラサール大学、ヤンゴン工科大学、バンドン工科大学、マラヤ大

学、マレーシア科学大学、マレーシア工科大学、チュラロンコン大学、カセサート大学、タマサート大学、モンクット王工科大学ラ

カバン校、カンボジア工科大学へのインタビュー調査 

 

                                                        
23 2016 年度における域内修士課程と博士課程で実施された共同研究件数は、AUN/SEED-Net 事務局のデータを参照し、2013〜2015

年度のデータは、AUN/SEED-Net 年次報告書を参照した。 
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＜指標 4-3. 共同研究指導に参画した教員の数＞ 

本指標は「共同研究の指導」と定義されているため、終了時評価調査団は、本指標の達成度を確認

するにあたり、博士課程で実施された共同研究を対象とした。本事業では、PhD サンドイッチと大学

院一貫プログラムで実施された共同研究が、ホスト大学と本邦支援大学との共同で研究指導が実施さ

れていることになる。2013～2016 年度において、博士課程では 237 件、大学院一貫プログラムでは 7

件の共同研修が実施されており、共同研究指導に参画したメンバー大学の教員数は、244 名というこ

とになる。 

 

＜指標 4-4. 国際共同教育プログラム*（短期コース・学位プログラム等）の形成数＞ 

* 国籍の異なる複数の大学が共同で管理・運営する教育プログラム 

本指標は、プロジェクト目標で設定されている「共同国際大学院プログラムの実施数」とほぼ内容

が同じであるため、プロジェクト目標の達成度で詳細を述べることとする。 

 

＜指標 4-5. 「アセアン工学ジャーナル」の発行回数＞ 

「アセアン工学ジャーナル」は年 2 回発行されているため、2013〜2016 年度において合計 8 回発

行されている。同ジャーナルは表４－18 に示されるように、タイとアセアンの科学インデックスを

取得しており、学術誌としての地域を徐々に確立している。さらに、同ジャーナルのパート A は 2017

年 4 月時点において、Scopus
24
への登録申請中である。 

 

表４－18 「アセアン工学ジャーナル」の抄録・引用文献データベースへの登録状況 

 抄録・引用文献データ

ベース 
登録年 

パート A TCI 2015 

パート B 
TCI 

ACI 

2015 

2016 

パート C 
TCI 

ACI 

2015 

2016 

*TCI Thai Scientific Index 
** ACI ASEAN Scientific Index 
出所：AUN/SEED-Net の HP 

 

＜指標 4-6. 「アセアン工学ジャーナル」に掲出された論文数＞ 

2011〜2016 年度において、379 件の学術論文が「アセアン工学ジャーナル」に提出されている
25
。

2013〜2016 年度では、152 本の学術論文が同ジャーナルに掲載されている。AUN/SEED-Net 事務局の

報告によれば
26
、同ジャーナルの論文採択率は 51％とのことである。また事務局は、投稿論文の中に

は質がよくない論文も含まれているため、同ジャーナルの質を確保することも重要な課題であると報

告している。 

 

                                                        
24 Scopus とは、エルゼビア社が提供する世界最大級の抄録・引用文献データベースである。 
25 事務局提供の「アセアン工学ジャーナル」に掲載されなかった論文リストには年度情報が整備されていなかったため、2013〜2016

年度のデータを抽出できなかった。 
26 2016 年 10 月に開催された国内支援委員会向けの報告プレゼン資料（AUN/SEED-Net 事務局作成）。 
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表４－19 「アセアン工学ジャーナル」に掲出/掲出されなかった論文数 

年度 
掲出 2011 年以降の未掲出論

文数 パート A パート B パート C 合計 

2013 20 13 19 52 － 

2014 14 11 17 42 － 

2015 10 11 17 38 － 

2016 10 6 4 20 － 

合計 54 41 57 152 227 

出所：AUN/SEED-Net 事務局提供データ 

 

＜指標 4-7. メンバー大学により主催または共催された国際学術会議数＞ 

「指標 2-3」で述べた地域共通課題に関する地域会議の実施状況に加え、土木工学、化学工学、情

報工学、電気・電子工学、機械・製造工学の 5 分野でも分野別に年１回の地域会議が開催されている。

2013〜2016 年度において、これらの 5 分野に関する地域会議が 19 回開催された（2016 年度の機械・

製造分野では、主催するメンバー大学にとって同分野での開催は初めての経験だったため、1 年延期

することとなった
27
）。2017 年度も各分野で地域会議の開催準備が進められている。プロジェクトで

はメンバー大学と本邦支援大学間の学術ネットワークを強化してきただけでなく、政府、産業界、メ

ンバー大学以外の大学、その他専門機関からの代表者等の外部機関からの参加者を得て
28
、その学術

ネットワークを最大限に拡大している。 
 

表４－20 地域会議の開催実績 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 

 主催大学 主催大学 主催大学 参加者数 主催大学 参加者数

土木工学 

（CE） 

チュラロンコン

大学 

（2013.11） 

バンドン 

工科大学 

（2014.11） 

マレーシア 

工科大学 

（2015.11）

142 
ブルネイ 

工科大学 

（2016.11） 
33 

化学工学 

（ChE） 

デラサール 

大学 

（2013.12） 

ガジャマダ 

大学 

（2014.12） 

ハノイ 

科学技術大学

（2015. 11-12）

150 
マレーシア

工科大学

（2016.11） 
309 

情報工学 

（CIE） 

キングモンク

ット王工科大

学ラカバン 

（2013.8） 

ガジャマダ 

大学 

（2014.10） 

ハノイ 

科学技術大学

（2015.10）

54 
ヤンゴン 

工科大学 

（2016.10） 
63 

電気・電子工学 

（EEE） 
マラヤ大学 

（2014.3） 

マレーシア 

工科大学 

（2014.11） 

フィリピン大学

ディリマン校

（2015.11） 
119 

ハノイ 

科学技術大学 

（2016.11） 
138 

機械・製造工学 

（ME/ManuE） 

マレーシア・

プトラ大学 

（2013.11） 

ハノイ 

科学技術大学

（2014.10） 

ガジャマダ 

大学 

（2015.11）

81 － 0 

合計 － － － 546 － 543 

* 参加者数は 2015 年度と 2016 年度のみデータを入手。 
出所：AUN/SEED-Net 事務局 

                                                        
27 同分野における地域会議は、2017 年度に同じメンバー大学の主催で開催準備が進められている。  
28 地域会議の全 10 分野における参加者数は、2015 年度は 1,043 名、2016 年度は 1,095 名であり、そのうちメンバー大学以外の大

学、政府、民間セクターからの参加者は、2015 年度は 278 名、2016 年度は 246 名だった。  
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＜アウトプット 4 の全般的な達成度＞ 
「アセアン工学ジャーナル」は、アセアン域内における研究活動の促進と教育レベルの向上に重要

な役割を果たしてきた。また地域会議もメンバー大学と本邦支援大学間の連携を強化することに貢献

してきた。フェーズ 3 では、多くのメンバー大学が主催できる分野を広げてきたことも成果のひとつ

である。その他、本邦教員派遣プログラム、本邦短期研修・研究プログラム、アセアン短期研修・研

究プログラムなどの活動を通じて、メンバー大学、本邦支援大学間で研究活動に関する意見・情報交

換、技術アドバイスの提供、留学生の共同指導を推進し、学術ネットワークが強化・促進することに

も貢献している。したがって、メンバー大学及び本邦支援大学の組織間・教員間の学術ネットワーク

が強化されてきたといえる。 

 

４－３ プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト要約 メンバー大学 1)及び本邦支援大学 2)の連携による高度な研究・教育実施体制が整

備される。 
指標 指標 1. 国際大学院プログラム 3)の実施数 

指標 2. 共同国際大学院プログラム 4)の実施数 

指標 3. 域内で設置された学術ネットワークの数 
1) メンバー大学とは、アセアン加盟各国政府から推薦された工学分野のトップレベルの主要大学を指す。 
2) 本邦支援大学とは、本事業の活動を参画・支援する本邦における工学分野の主要大学を指す。 
3) 国際大学院プログラムとは、英語で実施される各メンバー大学工学部の修士・博士レベルの教育プログラムを指す。 
4）共同国際大学院プログラムとは、国籍の異なる複数の関係大学による共同で実施される工学分野の大学院プログラムを指す。 

 

＜指標 1：国際大学院プログラム
*
の実施数＞ 

*  国際大学院プログラムとは、英語で実施される各メンバー大学工学部の修士・博士レベルの教育プログラムを指す。 

本事業では、ホスト大学が AUN/SEED-Net の留学生受入の対象学科を増加させ、国際大学院プロ

グラムにおいて、以下のように英語による教育プログラムが実施されている。ただし、マレーシアや

フィリピンのメンバー大学では既に工学部の修士・博士レベルの教育プログラムは英語で実施されて

いる点に留意する必要がある。また、メンバー大学では、AUN/SEED-Net からの留学生を受け入れる

ことは、これらの国際大学院プログラムの活性化に役立っていると認識している。 
 

表４－21 フェーズ 3で新たに AUN/SEED-Net 留学生を受け入れた分野 

メンバー大学 分野 

バンドン工科大学 エネルギー工学、環境工学、機械・製造工学、自然災害 

ガジャマダ大学 化学工学、情報工学、材料工学、自然災害工学 

マラヤ大学 材料工学、機械・製造工学 

マレーシア科学大学 エネルギー工学、地質・資源工学、材料工学 

マレーシア工科大学 化学工学 

デラサール大学 機械・製造工学 

フィリピン大学ディリマン校 電気・電子工学 

チュラロンコン大学 環境工学、機械・製造工学 

カセサート大学 環境工学 

タマサート大学 土木工学 

キングモンクット王工科大学 

ラカバン校 
エネルギー工学 

出所：AUN/SEED-Net 事務局データより加工 
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＜指標 2. 共同国際大学院プログラム**の実施数＞ 

** 共同国際大学院プログラムとは、国籍の異なる複数の関係大学による共同で実施される工学分野の大学院プログ

ラムを指す。 

モビリティプログラムの形成においては一定の進展がみられる。フェーズ 3 の期間中、表４－22

に示すとおり、数多くの交換留学生制度、教員交流プログラム、短期留学・研究プログラムがメンバ

ー大学間あるいは本邦支援大学と形成されている。ジョイントディグリーやダブルディグリーなどの

共同学位29が形成され実施されているケースもあった。例えば、ガジャマダ大学と芝浦工業大学では

2012 年にジョイントディグリーを開始、ガジャマダ大学と九州大学は 2012 年、バンドン工科大学と

京都大学が 2013 年にダブルディグリーを開始している
30
。これらの共同学位の形成と実施に本事業

がどの程度直接貢献しているのかを検証することは困難であるが、過去 16 年 AUN/SEED-Net プロジ

ェクトを通じて培われてきた関係をベースに、こうした共同学位の実施に関する組織間の合意が形成

されているといえる
31
。 

 

表４－22 メンバー大学間あるいは本邦支援大学と形成された主なモビリティプログラム 

モビリティプログラム メンバー大学 

ジョイントディグリー 修士課程：  

• ガジャマダ大学-芝浦工大（2012） 

ダブルディグリー 修士課程：  

• バンドン工科大学－京都大（2013） 

• ガジャマダ大学－九州大（2012） 

• ハノイ科学技術大学－芝浦工大（2002） 

交換留学制度 ガジャマダ大学－北海道大（2012）、九州大（2005）、大阪大（2000）
マレーシア工科大学－ブルネイ大学（2014）、インドネシア大学（2014）、
芝浦工大（2014、2017）、京都大（2014） 

デラサール大学－名古屋大（2015） 

ホーチミン市工科大学－北海道大（2013）、大阪大（2013）、早稲田大

（2013）、芝浦工大（2014）、東北大（2014）、東工業大（2014）、タマ

サート大（2013） 

ハノイ科学技術大学－芝浦工大、東工業大 

教員交流プログラム マレーシア工科大学－ブルネイ大学（2014）、インドネシア大学（2014）、
芝浦工大（2014、2017）、京都大（2014） 

マラヤ大学－スラバヤ工科大学（2015）  

デラサール大学－名古屋大（2015） 

ホーチミン市工科大学－北海道大（2013）、早稲田大（2013）、芝浦工

大（2013）、東北大（2014）、タマサート大（2013） 

短期留学・研究プログラム マラヤ大学－九州大学（2013、2014） 

ブラパ大学－カンボジア工科大学（2014）、ラオス国立大学（2014） 

ハノイ科学技術大学－芝浦工大、東京工大、名古屋大 

出所：メンバー大学への質問票（回答数 15） 

 

＜指標 3. 域内で設置された学術ネットワークの数＞ 

終了時評価調査団では、本指標は AUN/SEED-Net プロジェクトで形成された学術ネットワークか

                                                        
29 大学間の協力関係に基づく、教員の派遣、学生の交換留学、単位互換、複数の大学から学位を取得できるダブルディグリー、複

数の大学で単位を取得できるジョイントディグリーなどの連携プログラム 
30 フェーズ 3 以前に開始されたプログラムだが、AUN/SEED-Net プロジェクトの効果として示しておく。  
31 2001〜2002 年に実施された準備期間も含む。  
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ら学び、それらを模して形成された域内の学術ネットワークを差していると考え、これはプロジェク

ト目標ではなく、むしろ上位目標の指標であると判断した。 

学術ネットワークの形成については、メンバー大学への質問票調査とインタビュー調査の結果、メ

ンバー大学が既存の学術ネットワークの強化や拡充に貢献した事例が報告されている。バンドン工科

大学は、既に、ある国際学術ネットワーク
32
のメンバーであったが、そのネットワークが新規加入大

学を検討していた際に AUN/SEED-Net のメンバー大学を推薦した。また持続可能なエネルギー・環

境フォーラム〔Sustainable Energy and Environment（SEE）Forum〕は 2012 年に形成されたが、これは

エネルギー工学分野の地域会議の際に設立や活動内容について議論し、その結果設立されたフォーラ

ムであり、創設メンバーのほとんどは AUN/SEED-Net のメンバー大学だった。その他、AUN/SEED-Net

プロジェクト フェーズ 1・2 の事後評価調査によると、ベトナムでは本事業を模した国内でのネット

ワークによる大学の教育改善の動きがみられると報告されている。具体的には、AUN/SEED-Net 卒業

生であるホーチミン市工科大学の教員が、周辺 4 大学に対する工学部設置やカリキュラム改善への支

援を行っている。これは厳密には域内ではなく国内の学術ネットワークであるが、プロジェクトのイ

ンパクトであるとみなすことができる。 

 

＜プロジェクト目標の全般的な達成度＞ 
国際大学院プログラムについては、フェーズ 3 でホスト大学が AUN/SEED-Net の留学生受入の対

象学科を増加させており、これらの学科では英語による教育プログラムが実施されている。ただし、

マレーシアやフィリピンのメンバー大学では以前から工学部の修士・博士レベルの教育プログラムは

英語で実施されている点に留意する必要がある。またメンバー大学では、AUN/SEED-Net からの留学

生を受け入れることは、これらの国際大学院プログラムの活性化に役立っていると認識している。一

方、共同国際大学院プログラムの形成・実施面では、顕著な成果を特定できなかったが、メンバー大

学間あるいは本邦支援大学との交換留学生制度、教員交流プログラム、短期留学・研究プログラムは

フェーズ 3 の期間中促進されてきた。こうした動きは、将来メンバー大学間あるいは本邦支援大学と

ジョイントディグリーやダブルディグリーなどの共同学位を形成するための重要なステップである

といえる。本事業では、奨学金制度、共同研究、ネットワーク強化・促進、産学連携促進を通じて、

アセアン地域における高度な研究・教育実施体制は整備されてきたと考えられる。 

 

４－４ 上位目標の達成見込み 

プロジェクト要約 東南アジア地域において、産業の高度化とグローバル化、並びに地域共通課題*

への取り組みが更に促進される。 
指標 指標 1：企業とメンバー大学による共同特許の数 

指標 2：産業界に技術者及び研究者として就職する卒業生の数 

指標 3：地域共通課題解決に活用された研究成果の数 
* 地域共通課題とは、主として防災、環境、エネルギー、材料、資源とするものの、プロジェクトが対象としている他の分野も排除しない。 

 

＜指標 1：企業とメンバー大学による共同特許の数＞ 

メンバー大学に対して CRA、CRC、CRI の研究成果をもとにメンバー大学が「得た特許数数」「試

作品を製作したケース」「商品化したケース」「ライセンスを受けた数」を調査した（回答数 15）。そ

                                                        
32 国際組織名は、AOTULE (Asia Oceania Top University League in Engineering）であり、2007 年に設立されている。  
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の結果、マレーシア・プトラ大学が CRI の研究成果によって特許を取得した唯一のメンバー大学で

あり、大学の工学部全体でも 2013〜2016 年の間に 37 件の特許を取得するなど、研究成果の実用化が

進んでいる。バンドン工科大学とマレーシア・プトラ大学は、CRI の研究成果で試作品を製造するこ

とにも成功している
33
。ホーチミン市工科大学も研究成果の社会実装や実用化の面では進んでおり、

CRA、CRC、CRI の研究成果によって試作品の製作、商品化、ライセンス取得に至ったケースがある

（表４－23）。 

本事業の活動に関連したかどうかにかかわらず、2013〜2016 年の間にメンバー大学が産業界との

連携によって取得した特許数についてもメンバー大学から情報を得たが（回答数 16）、それほど多く

の特許を取得しているわけではないことがわかった。メンバー大学の中では、マレーシア・プトラ大

学の特許数が抜きんでており、情報が得られた 15 メンバー大学（ナンヤン工科大学除く）が取得し

た特許数 57 のうちの 70％を占める 37 特許数を獲得している。現在、多くのメンバー大学が研究大

学としての地位を確立することを大学の方針として掲げており、研究成果の社会実装や実用化につな

がる研究活動を推進している。この点において、今後、大学内に設置された技術移転機関（Technology 

Licensing Organization：TLO）やインキュベーションセンターの職員も巻き込んで、研究活動を推進

し、研究成果の実用化や特許取得等を目指した活動を実施していくことも一案である。さらに、メン

バー大学へのインタビューでは、民間セクターとの共同研究では、共通の関心事項を発見することが

重要であるため、大学と企業の相互理解とお互いの関心事（研究トピックス）について深く理解でき

る機会やツールを作るべきとの意見もあった。大学と企業がより積極的かつ個別に意見交換や情報交

換ができるような二方向のコミュニケーションにより重点を置いた活動が実施できれば、メンバー大

学の研究活動促進に貢献できる可能性もある。 

 

表４－23 CRA、CRC、CRI の成果と産業界と共同で取得した特許数 （2013～2016 年） 

メンバー大学 
CRA、CRC、CRI の成果 産業界と共同で

取得した特許数

（工学部全体）特許 試作品 商品化 ライセンス 

バンドン工科大学  1 － － na 

マラヤ大学 1 1   2 

マレーシア・プトラ大学 1 1 － － 37 

マレーシア工科大学 － － － － 3 

ブラパ大学 － － － － 4 

チュラロンコン大学 － － － － 7 

タマサート大学 － － － － 1 

キングモンクット王工科大学 

ラカバン校 
－ － － － 1 

ハノイ科学技術大学 － － － － 2 

ホーチミン市工科大学 － 
3 

1 （実施中）
3 （実施中） 2 （実施中） 0 

                                                        
33 2015 年に実施された本事業の事後評価調査の報告書に記載のとおり、インドネシアにおいて、リハビリ用ロボットの開発、有機

廃棄物の固形燃料化など、社会実装や実用化に近い段階まできている事案も生まれている。 
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メンバー大学 
CRA、CRC、CRI の成果 産業界と共同で

取得した特許数

（工学部全体）特許 試作品 商品化 ライセンス 

合計 2 7 3 2 57 

ナンヤン工科大学 － － － － 295 

出所：メンバー大学への質問票 

 

＜指標 2：産業界に技術者及び研究者として就職する卒業生の数＞ 

メンバー大学では卒業生の追跡調査を実施していないケースが多いため、産業界に技術者あるいは

研究者として就職した人数を把握することは困難であった。卒業生の進路を把握しており、情報を提

供が可能だった 6 つのメンバー大学
34
の統計によると、学士卒業生で産業界に就職した割合は 38～

90％、修士取得者で 35～89％、博士取得者で 5～19％であった。 

 

＜指標 3：地域共通課題解決に活用された研究成果の数＞ 

AUN/SEED-Net 事務局が 2016 年 12 月に発行した「Research Assessment」の報告書によれば、研究

数 103 件のうち 56％で研究成果が「社会に非常に役立つ」、40％が「ある程度役立つ」と回答してい

る。終了時評価調査時点では、地域共通解題の解決に活用された研究成果の数は把握できなかったが、

上記の結果より今後研究成果が地域共通解題に活用されるケースがみられると考えられる。 

 

４－５ プロジェクトの実施プロセス 

（1）モニタリング 

  本事業の進捗確認と課題の検討については、毎年、本事業の方向性を協議・検討する場として

プロジェクト運営委員会が開催され、プロジェクトの実施上の問題を協議・解決するための協調

機会を得る場としてワーキンググループ会議が開催されている。これらの会議での提案がその後

の具体的な活動（例えば、アセアン工学ジャーナルのオンライン・ジャーナル・マネジメント・

システムの構築等）につながっている。 

 

表４－24  プロジェクト運営委員会・ワーキンググループ会議の開催実績 

開催時期 主な参加者 協議内容 

プロジェクト運営委員会 

2013 年 11 月 15 日 
2014 年 11 月 17 日 
2015 年 11 月 26～27 日 
2016 年 11 月 10～11 日 

メンバー大学代表、AUN 事務局長、

AUN/SEED-Net事務局長、アセアン事

務局代表、日本政府代表、JICA代表、

及び本邦支援大学代表 

各種報告書（年間報告書、モニタリング

報告書等）の内容共有、事業活動に関す

る成果と協議事項、フェーズ 3 以降の計

画、コストシェアリング等 

ワーキンググループ会議 

2013 年 3 月 11～12 日 
2014 年 3 月 20～21 日 
2015 年 7 月 9～10 日 
2016 年 6 月 9～10 日 
2017 年 5 月 24～25 日 

各メンバー大学・本邦支援大学代表者、

JICAタイ事務所、AUN/SEED-Net事務

局 

事業運営上の課題や各プログラムの効率

性向上に関する方法・手段、フェーズ 3

以降の活動等 

                                                        
34 情報提供が可能だったメンバー大学は、マラヤ大学, マレーシア工科大学, ブラパ大学, キングモンクット王工科大学ラバカン校, 

ホーチミン市工科大学, ハノイ科学技術大学である。カンボジア工科大学からも情報が提供されたが、就職先の詳細な情報がな

かった。  
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2016 年に合同レビュー委員会が各国で開催され、教育省・メンバー大学・JICA 現地事務所・日本

大使館が参加し、フェーズ 3 の成果と課題やフェーズ 4 の実施計画について協議された。フェーズ 2

の終了時評価の提言を踏まえて、教育省の本事業への関与を高めるためにフェーズ 3 では少なくとも

年に 1 回の合同レビュー委員会の開催が計画されていたが、事業実施期間中 1 回の開催にとどまって

いる。また、本邦支援大学とは年に 1 回程度、国内支援委員会が JICA 本部で開催されている。 

  

（2）事業の進捗・計画 

   一部実施されていない活動があるものの、おおむね計画通りに進められている。学位取得プログラム

に関するフェーズ 3 からの変更点と効果は下表のとおり。 

 

表４－24  フェーズ 3からの変更点（学位取得プログラム） 

項目 変更点 目的 効果 

奨学生選

考 
スクリーニ

ング方法の

変更（ホスト

大学の要望

に応じた選

考） 

より質の高い

学生の確保と、

学位取得の可

能性向上 

2016 年度の選考プロセスで新方式を導入。ホスト大学による選

考基準を満たせる学生を第 1 次スクリーニング過程でふるい分

け、事務局で第 2 次スクリーニングを実施。研究分野ミスマッ

チの抑止、指導教官の研究範囲に沿った奨学生の選考、各ホス

ト大学の選考スクリーニングの特色（英語能力など）に応じる

ことができるようになった。 

派遣期間 本邦博士プ

ログラムに

研究生期間

（半年）の導

入オプショ

ン 

生活順応、研究

テーマの整合

性の確認等 

博士課程後期の 3 年間で研究を完了させ研究発表を行い、学位

取得を完了することは優秀な学生であっても非常に困難である

ことから、6 カ月の研究生期間を設けて JICA 研修期間内で研究

が完了するように制度を変更した。同時に、博士課程に入学す

る前に学生が研究機材の使用に慣れる期間を設けた。また、受

入大学側にとっては、大学の選考試験に合格はしたものの、研

究能力やコミュニケーション能力に問題がある学生を研究生期

間にふるいにかけることが可能となった。 

奨学生モ

ニタリン

グ 

奨学生モニ

タリングを

年 1 回実施 

問題の早期対

応 
アセアン域内プログラムは、年 1 回のモニタリングを行い、生

活上の問題や教育プログラムへの満足度の確認、奨学生が利用

できるプログラムの紹介（地域会議、Collaborative Research Fund

情報等）を実施。モニタリングを通じて、学生住居や医療保険

給付等の問題に対応した。 

広報 プロモーシ

ョン活動の

実施 

応募者の質と

数の確保 
後発アセアン各国での奨学金プロモーションでは 2014 年 10 月

には約 680 名が参加し、2015 年 9 月・10 月には 567 名、2016

年 8 月・9 月には 960 名が参加した。学位取得プログラムへの応

募者数は全体としては徐々に増加しており、プロモーション活

動もその一因と考えられる。プロモーション時にはフェーズ 1・
2 の事後評価の提言に基づいて、他の奨学金とは異なるメリット

について意識的に広報を行った。現役奨学生への聞き取り調査

から、このイベントが応募のきっかけ、あるいは大学選定の参

考になったこと、AUN/SEED-Net 奨学金のメリットについて応

募前に知識があった学生も少なからずいることが明らかになっ

た。 

実施時期 より早い時期

に 公 募 ・ 選

定・合格通知 

他の奨学金制

度との競合 
優秀な学生の獲得は極めて競争的になっており、同じく事後評価の

提言を踏まえて、2016 年度は奨学金の公募・選定・合格通知時期を

早めた。現役奨学生への聞き取り調査では、本事業の奨学金に決め

た理由を「他の奨学金より早く合格通知が来たから」と回答した奨学

生が複数おり、効果が表れている。 
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（3）コミュニケーション 

  毎年定期的にメンバー大学と本邦支援大学と事務局間でさまざまな会議（ワーキンググループ

会議・プロジェクト運営委員会・国内支援委員会・分野運営委員会（Field Management Meeting：

FMM）が開催されており、関係者間のコミュニケーションに大きな問題はみられない。一方で、

本調査ではさまざまな手続き、特に精算業務に関してフェーズ 3 から参加した学科の教員や奨学

生からの質問が多く、学内または事務局とメンバー大学間での一層の情報共有が必要と考えられ

る。現地事務所に対しては、各国で開催される地域会議の際のブリーフィングが中心になってお

り、既存・計画中の JICA の他事業との連携や教育省との交渉、メンバー大学への支援の観点か

らも、より緊密に連携してくことが望ましい。現役奨学生からは他の奨学生や同窓生と知り合う

機会があれば、情報を共有したり、お互いに支えあうことができるため、そのような機会を設置

してほしいとの声が聞かれた。 

 

（4）カウンターパートのオーナーシップと参加 

  メンバー大学はプロジェクト運営委員会には学長等の責任者を派遣し、本事業のためのコーデ

ィネーターを学内に配置して各活動に対応している。また各大学は本事業実施にあたり経費を一

部負担しており、メンバー大学のオーナーシップは高い。 

  また、各大学はフェーズ 3 からの新規参入大学も含めて本事業に積極的に参加している。メン

バー大学の研究者は地域会議で知り合った研究者と共同研究プログラムに応募したり、本邦短期

研究プログラムを活用して本邦支援大学の教員と CRIの研究プロポーザル作成の準備に活かすな

ど、複数のスキームを組み合わせて本事業を活用している点からも、本事業への関与度の高さが

うかがえる。 
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第５章 評価結果35 

５－１ 妥当性 

本事業はアセアンメンバー国の開発・教育政策、日本の支援政策及びメンバー大学のニーズと一致

しており、また目標達成のアプローチも適切であることから妥当性は高い。 

 

５－１－１ アセアンの政策・ニーズ 

本事業はアセアンの政策との整合性が極めて高い。アセアン+3
36
による「協力ワークプラン」

（2007～2017 年）は「教育協力の促進、AUN を通した大学間のつながり強化、アセアン+3 の大学

間の単位互換の奨励」「アセアン+3 の研究者間の交流と研究活動支援」など本事業のねらいである

域内ネットワークを活かした高等教育の能力強化を打ち出している。また、教育に特化した「アセ

アン+3 教育行動計画」（2010～2017 年）においても、「AUN を通じて、大学間の連携を強化し、

更にアセアン+3 諸国の大学間の単位互換を進め、高等教育を進める」など AUN を通じた高等教育

支援が示されており、終了時評価時点においても本事業の目的と一致している。 

さらに、「ASEAN Socio-Cultural Community Blueprint 2025」では「創造的で革新的で対応力のあ

るアセアン」をめざして、「高等教育機関の質と競争力向上にあたりアセアン域内及び国際的な協

調を強化する」ことが目標として掲げられており、本事業はこの目標に貢献することができる。ま

た、「The ASEAN Work Plan on Education 2016-2020」では、8 つある副目標の 1 つが「UIL 促進を通

じて社会経済発展の分野における高等教育の役割を育成する」ことであり、そのための活動として

「既存の AUN/SEED-Net プログラムを通じて UIL を促進する」と明記されており、本事業はアセ

アンの教育政策とも一致している。 

本事業は 1997 年のアセアン・日本サミット会議で提唱された産業人材育成を意図した工学系大

学によるネットワーク構想をベースに AUNのサブ・ネットワークとして開始された事業であるが、

12 ある AUN のサブ・ネットワークの中でも最も活動的で、AUN 事務局によると本事業は大学間

の共同研究やモビリティプログラム・UIL の促進といった AUN のニーズとも整合性が高い。 

 

５－１－２ メンバー国の政策 

教育省への聞き取り調査や教育政策・方針
37

の文献調査による各国の開発・教育政策における重点分

野は以下のとおり。 

 

（1）先発アセアン 

  先発アセアン諸国の大学は国際的な競争力の向上を重視しており、本事業による大学の国際

化・高度化推進はこのニーズに応えている。 

  具体的には、フィリピンは大学間連携や産官学連携促進による教育と研究の質の向上と国際

                                                        
35 評価結果は、「高い」「比較的高い」「中程度（いくつかの課題あり）」「比較的低い」「低い」の 5 段階で判断した。 
36 地域交流の緊密なアセアンと日本・中国・韓国で協力していく枠組み。 
37 マレーシア「Malaysian Education Blueprint」「11th Malaysian Plan 2016-2020」、タイ「2nd 15 year Long Range Plan for Higher Education 

2008-2022」、フィリピン「CHED Strategic Plan 2011-2016」「The Philippines Development Plan 2017-2022」、インドネシア「Leading 
Innovation Center Program: Pusat Unggulan Inovasi」、ミャンマー「National Education Law 2014」、カンボジア「National Strategic 
Development Plan 2014-2018」、「Industrial Development Plan 2015-2025」、ラオス「8th National Socio-Economic Development Plan 
2016-2020」「Education and Sports Sector Development Plan 2016-2020」、ベトナム「Socio-Economic Development Strategy 2011-2020」
「Orientations, tasks and measures for higher education 2017-2018」 
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的競争力の向上を重視している。タイは大学の国際的な競争力の向上に加え、産業人材育成を

めざしている。マレーシアは大学の国際化を掲げ、留学生の受入促進と少なくとも 2 大学の国

際ランキング 100 位内を目標に掲げている。インドネシアは科学技術・工学系大学の能力向上

による国内大学の国際レベルへの引き上げと産業生産性の向上が重要課題となっている。 

 

（2）後発アセアン 

  一方、後発アセアン諸国は、まずは大学教育の質の向上をめざしている。カンボジアではア

セアンの基準に沿った科学技術・工学プログラムの強化と産業のニーズに沿った人材開発を目

的とし、ラオスではアセアンやその他の国との国際共同研究の増加、労働市場の要求に応える

高等教育の発展をめざしている。ミャンマーでは国際基準を満たす教育環境の整備と大学教育

の質の向上を目標に掲げている。ベトナムも同様に、高等教育の質の向上や教員の能力向上を

重視している。したがって、大学の教育の質向上をめざす本事業は後発アセアンのメンバー大

学のニーズとも一致している。 

 

５－１－３ 日本の支援政策 

（1）先発アセアン 

  先発アセアン諸国は既にある程度経済が発展していることから、日本は高等教育・人材育成

支援を通じてこれらの国の持続的な経済成長を支援することを重視しており、本事業はこの支

援方針との整合性が高い。 

  タイでは高等教育機関の研究能力向上や研究機関・研究者間のネットワーク強化などの高等

教育支援による持続的な経済発展の支援を重視し、マレーシアにおいても 2020 年の先進国入り

をめざして、産業人材育成支援を含む高等教育支援を方針の 1 つとしている。インドネシアに

対しては更なる経済成長への支援に加え、アジア地域及び国際社会への課題への対応能力向上

のための支援をめざしている。フィリピンでは持続的な経済発展の支援に加え、ミンダナオに

おける平和と開発の支援も掲げており、ミンダナオ国立大学を通じた人材育成の支援はこの目

的に合致している。 

 

（2）後発アセアン 

  後発アセアン諸国に対しても同様に、経済発展のための産業人材育成支援を重視しているこ

とが多く、本事業がめざす高度な工学系人材の育成はこの支援政策と一致している。カンボジ

アでは、産業の中でも、特に拡大が予想される製造業で必要とされつつあるエンジニアなどの

技術系人材の育成を重視している。ラオスでは、民間経済セクターの強化促進のために高等教

育への支援が明記されている。ベトナムでは国際競争力の強化を通じた持続的成長の達成に向

けて、人材育成を支援している。ミャンマーにおいても経済・社会を支える人材の能力向上を

支援目標に掲げている。 

 

（3）アセアン全体 

  日本の ODA 大綱では、アセアン諸国との関係強化と域内格差是正を ODA により支援するこ

とを方針としている。本事業は先発アセアン諸国が後発アセアン諸国を支援し、本邦支援大学

がアセアン諸国の全メンバー大学を支援するというアプローチをとることから、アセアン諸国



 

－42－ 

との関係強化と域内格差是正をODAにより支援することを方針とするODA大綱に沿う支援事

業であるといえる。 

 

５－１－４ メンバー大学のニーズ 

工学部長への聞き取り調査の結果によるメンバー大学のニーズは以下のとおり。 

 

（1）先発アセアン 

  先発アセアンのメンバー大学のニーズは国ごとに多少の焦点の違いはあるものの、主に国際

化と UIL の促進を重要課題としており、本事業との整合性は高い。マレーシアは留学生の増加

による国際化と、UIL の促進による研究費の確保が大きなニーズとなっている。タイは留学生

や国際プログラムの増加による国際化と UIL による産業人材育成をめざしている。フィリピ

ン・インドネシアは国際（共同）プログラムの推進による国際化と UIL 促進を目標に掲げてい

る。またほとんどのメンバー大学は国際的な大学ランキングの向上をめざしている。 

 

（2）後発アセアン 

  ミャンマー・ラオス・カンボジアでは依然として教員の高位学位取得に関するニーズが大き

く、教育能力の向上が最優先課題となっている一方で、ベトナムでは博士号を取得した教員が

増加してきていることから、UIL の促進や研究能力の向上、国際的な研究社会への参加をニー

ズとして挙げている。したがって、本事業は後発アセアン諸国におけるメンバー大学のニーズ

との整合性も高い。 

    

５－１－５ 手段の適切性 

（1）多様なニーズ・段階に応える重層的なプログラム 

  本事業は 4 つの主要なプログラム（学位取得プログラム・共同研究プログラム・UIL プログラム・ネット

ワーク強化/促進プログラム）の下に複数の活動が含まれており、各国の多様な教育・研究ニーズに応

えている。またこの多様な支援スキームは、在学中の奨学生から教員まで長期間にわたって支援が受

けられるように設定されており、教員の継続的な教育・研究能力の向上を可能にしている。 

 

（2）広域プロジェクト・南南協力 

  本事業では距離の近いアセアン域内の留学を促進することで、欧米への留学と比較して留学

費用を抑えることができ、かつ域内の大学間の協力を支援しているため、各国の大学を個別に

支援するよりも費用対効果が大きい。また本事業は地域共通課題の解決への貢献を目的の 1 つ

としていることから、アセアン域内の高等教育機関間で研究を実施することは域内の課題解決

のための人材育成や研究成果の活用においても効果が大きい。 

 

（3）メンバー大学選定の適切性 

  本事業のメンバー大学は各国の工学系のトップ大学から選定されており、国全体（産業界や

周辺大学）への裨益効果が大きい。メンバー大学の選定は教育省の意向も確認したうえで選定

されており、各国のニーズに沿っている。フェーズ 3 から新規に追加された大学も含めてメン

バー大学は本事業に活発に参加しており、選定大学は適切であったと考えられる。またメンバ
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ー大学による経費負担も選定条件に含まれており、選定方法は持続性の観点からも妥当である。 

 

５－２ 有効性 

本事業は一定の成果が発現しているものの、国際大学院プログラム・共同国際大学院プログラムの

実施等に一部課題がみられることから、有効性は中程度と判断した。 

 

５－２－１ プロジェクト目標達成見込み 

「４－３ プロジェクト目標達成の見込み」に既述のとおり、本事業では、奨学金制度、共同研

究、ネットワーク強化・促進、UIL 促進を通じて、アセアン地域における高度な研究・教育実施体

制は整備されてきたと考えられる。プロジェクト目標の指標である「国際大学院プログラムの実施

数」については対象学科数が増加し、AUN/SEED-Net奨学生が同プログラムの活性化に貢献している。

ジョイントディグリーやダブルディグリーなどの「共同国際大学院プログラム」の実施は進まなかったが、

フェーズ 1 から構築された信頼関係を基に学生交流・教員交流等のモビリティプログラムの実施は

ある程度進んだ。これは今後の更なる連携促進の土台となる可能性がある。また「域内で設置され

た学術ネットワークの数」に関しては、そもそも学術ネットワークの定義が曖昧であるが、国内の

ネットワークも含め、メンバー大学が学術ネットワークの形成・強化に貢献した例が一部報告され

ている。したがって、現行 PDM のプロジェクト目標の指標の達成度合いから判断するならば、「共

同国際大学院プログラムの実施」の進展に課題がみられることから、プロジェクト目標の達成は中

程度である。 

一方で、プロジェクト目標の指標である「共同国際大学院プログラムの実施」「国際大学院プロ

グラムの実施」「学術ネットワークの設置」に関しては特に実施や設置に向けた活動を行っておら

ず、プロジェクト目標の達成を計るには適切とはいえない。事業実施期間中に PDM に沿って事業

の進捗や指標の達成状況について確認することが重要である。 

 

５－２－２ 因果関係 

プロジェクト目標達成に必要な要素は成果に含まれており、成果の達成からプロジェクト目標達

成へのつながりに大きな問題はない。 

 

５－３ 効率性 

本事業は投入が成果の達成に貢献しており、投入の量・質・タイミングに関しても大きな問題はみ

られないことから、効率性は高い。 

 

５－３－１ 成果の達成状況 

既述のとおり、アウトプット 1（産業界・地域社会との連携強化）はその他の活動に比べて投入

も少ないことから、他の成果と比較して効果の発現は限定的であるが、全体的にはおおむね所期の

成果を達成している。 

 

５－３－２ 投入の適切さ 

メンバー大学（学長・教員）や奨学生への聞き取り調査と Research Assessment の結果から、投

入の量・質・タイミングに大きな問題はなく、主要プログラムに対する受給者の満足度はおおむね
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高い。 

ただし、投入全体のバランスに関しては一部課題がみられた。メンバー大学の中には学位取得プ

ログラムより共同研究プログラムに対するニーズが大きい大学も少なくないが、共同研究プログラ

ムの採択件数は各プログラム（CRA・CRI・CRC）それぞれ年間 10 件前後に限られている。メン

バー大学教員への聞き取り調査によると、申請書作成に一定のコストが発生するにもかかわらず、

採択率が低いことが応募を控えさせる一因となっている。 また UIL 促進に対する需要は大きいも

のの、学位取得プログラムや共同研究プログラムに比べて投入量が少ないため、効果の発現も限定

的となっている。 

 

５－３－３ JICA 他事業との相乗効果 

JICA がメンバー大学に対して実施している他事業との相乗効果により、投入が効率的に活用さ

れ、成果の発現に貢献している例が観察された。例えば、カンボジア工科大学では、これまで「カ

ンボジア工科大学教育能力向上プロジェクト（2011～2015 年）」「カンボジア工科大学地圏資源・

地質工学部教育機材整備計画（2011～2014 年）」「カンボジア工科大学施設機材整備計画（2013～

2015 年）」において機材供与やシラバスの改定・教授法の改善等を実施しており、学部教育の質が

向上している。メンバー大学の奨学生の指導教官への聞き取り調査では、奨学生の中でも近年カン

ボジア工科大学出身者への評価は高くなっており、優秀な候補者の採用による本事業の有効性を高

める結果につながっている。 

 

５－４ インパクト 

上位目標達成の見込みが比較的高く、その他さまざまな正のインパクトが発現していることから、

本事業のインパクトは高い。 

 

５－４－１ 上位目標達成見込み 

「４－４ 上位目標達成見込み」に既述のとおり、「企業とメンバー大学による共同特許の数」

は一部の大学を除いてまだ少ないものの、フェーズ 3 の多くの共同研究プログラムは完了しておら

ず、UIL を促進しているメンバー大学も多いことから、今後特許の数は増加すると予想される。ま

た、「地域共通課題解決に活用された研究成果の数」はある程度の成果が出ており、今後更に数が

増加する可能性は高い。「産業界に技術者及び研究者として就職する卒業生の数」はデータ不足に

より判断が困難である。 

したがって、終了時評価時点で研究成果の社会実装はまだ十分ではないが、本事業の上位目標を

「東南アジア地域において、地域共通課題に取り組む学術活動の国際化・高度化が更に促進される」

と規定するならば、今後社会実装への支援を強化することで本事業終了 3～5 年後に達成される見

込みは比較的高い。現行 PDM の上位目標に含まれている「産業の高度化とグローバル化」はプロ

ジェクト目標から乖離しており、適切ではない。また、上位目標達成のための外部条件に関しても、

終了時評価時点でマレーシア政府の高等教育予算の大幅削減を除き
38
、大きな阻害要因となる可能

性は低い。 

 

                                                        
38 シンガポールでも留学生に対する政府の奨学金の割り当てが減少傾向にあるが、本事業に大きな影響はない。 
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５－４－２ 本事業のインパクト 

以下のとおり、本事業による正の効果の発現が確認された。    

 

（1）国内の工学系高等教育への貢献 

  本事業で奨学金を受けた教員・生徒は、帰国後母校だけでなく、国内の他大学で教育のレベ

ルアップへも貢献している。ベトナムのホーチミン市工科大学ではこれまで周辺 4 大学での工

学部設置やカリキュラム改善への支援を行っている。ミャンマーでは国立大学の教員は大学を

3 年周期でローテーションする規則があるため、ヤンゴン大学とヤンゴン工科大学の多くの卒

業生が自分の留学先での経験・知見を活かして赴任先の大学でカリキュラムや教授法のレベル

アップを行ったという。また、メンバー大学からの推薦があればメンバー外の大学からの奨学

金応募を認めているため、帰国後はメンバー外の大学に戻り教職を継続している者もおり、メ

ンバー外の大学の教育能力の向上にも貢献している。 

 

（2）国際協力事業の提案と担い手育成 

  本事業により育成された人材が国際協力事業の提案や実施に貢献するといった事例が生まれ

ている。ミャンマーでは、本事業によりチュラロンコン大学で高位学位を取得した元奨学生が、

ヤンゴン工科大学とマンダレー工科大学の能力向上を目的とした JICA の技術協力事業「工学

教育拡充プロジェクト」（2013～2018 年）の実施機関側担当者として活躍している。同担当者

はネットワークを活かしてチュラロンコン大学でのスタディツアーの企画や、大学院教育によ

り得た知識と経験を活用して事業運営に貢献している。また、JICA の科学技術協力事業「カン

ボジア・トンレサップ湖における環境保全基盤の構築プロジェクト」（2015～2019 年）は本事

業の地域会議におけるカンボジア工科大学と東京工業大学の研究者の協議から案件化が始まっ

たもので、カンボジア工科大学からは約 20 名の本事業卒業生が参加している。彼らの多くはそ

の他のカンボジア工科大学での JICA 事業にも貢献している。この他、ラオスやマレーシアに

おいても本事業で育成された人材が JICA の他事業で活躍するなど他事業との相乗効果が指摘

されている。 

 

（3）日本の大学への貢献 

  留学生が日本で研究を修め、帰国後は卒業生とのネットワークを活かして共同研究や大学間

連携を促進することが日本の大学にとってメリットとなっている。フェーズ 3 では地域会議、

学位取得プログラム等で関係を構築した本邦研究者とメンバー大学の研究者が、本事業の共同

研究プログラムや地球規模課題対応国際科学技術協力（Science and Technology Research 

Partnership for Sustainable Development： SATREPS）などの競争的研究資金に共同で申請（一部

採択）するケースが多く報告された。また、アウトプット 4 に既述のとおり、本邦支援大学と

メンバー大学間で学生交流等のモビリティプログラムが新しく構築されており、本事業による

人的ネットワークの関係性強化は本邦支援大学とメンバー大学間の組織的な関係性の強化にも

つながっている。 

 

（4）アセアン域内での教員養成 

  本事業では欧米などの海外ではなくアセアン地域内で人材が育成できるようになることも重
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要な事業のねらいであった。事後評価調査における現役の AUN/SEED-Net 留学生へのウェブア

ンケート調査では、留学先を決める際に他の留学先として欧州、中国・韓国・台湾、北米、オ

セアニアも留学先候補として検討していた。このことから、本事業は、アセアン域内での学位

取得に目を向けさせるという意味でも一定の事業効果があったといえる。 

 

（5）知名度の向上によるさまざまな好影響 

  本事業は 16 年以上（準備期間を含む）の活動を通じて、アセアン内外で名前が知られるよう

になってきており、AUN/SEED-Net への参加を通じたメンバー大学の知名度向上を本事業参加

の利点として挙げる大学も複数あった。マレーシア工科大学によると、本事業参加当初は日本

での知名度がなく本邦支援大学の教授に連絡しても誰一人返信がなかったが、現在は知名度向

上により返信が来るようになり、終了時評価時点では共同研究（CRC10 件・CRI1 件）や UIL

で日本の教授とさまざまな連携を行っており、また本事業とは別に仙台の企業との連携につな

がった。マレーシア科学大学によると、大学の知名度向上によりアセアン域内での同大卒業生

の就職に好影響をもたらしているという。 

 

本事業による負の効果は観察されていない。 

 

５－５ 持続性 

本事業の政策的・体制的・技術的持続性は高く、制度的持続性は比較的高いが、財政的持続性は低

く、JICA の支援なしには本事業の継続は難しいことから、持続性は中程度と判断した。 

 
５－５－１ 政策的・制度的観点 

本事業の政策的持続性は高く、制度的持続性は比較的高い。  

「３－１ 妥当性」に既述のとおり、本事業とアセアンメンバー国・メンバー大学の政策・ニー

ズとの一致度は高く、本事業終了後も大きな変化は予想されない。一方で、政策の全体的な方向性

は変わらないものの、具体的な焦点は多様化しつつある。メンバー国教育省への聞き取り調査では、

事前評価時から政策上の大きな変化はないが、より産学連携の強化が重要になってきているとの回

答が複数あった。メンバー大学のニーズに関しては、ベトナム
39
を除く後発アセアン諸国では教員

の高位学位取得に対するニーズは依然強いが、カンボジアでは学位のニーズは修士号より博士号が

重視されるようになってきている。国際化に関しては、修士学生より博士学生の受入が重視される

ようになってきている。また UIL の促進ニーズはほとんどのメンバー大学が共有しているものの、

UIL の活動レベルに大きな開きがあり、本事業に求める支援内容も多様化している。特に UIL に

関しては、今後は個々の国・メンバー大学の状況に合わせた支援が必要である。 

フェーズ 3 ではメンバー大学及び本邦支援大学間のジョイントディグリーやダブルディグリー

などの共同国際大学院プログラムの設置は進まなかったが、教員交流等のモビリティプログラムが

新たに設置されており、メンバー大学及び本邦支援大学間で持続的な活動を行うための制度構築は

ある程度進んだといえる。また、フェーズ 3 では地域会議や共同研究、奨学生受入による個人的な

繋がりを通じて緩やかな学術ネットワークが新たに形成されており、このネットワークを拡大・持

                                                        
39 ベトナムのメンバー大学 2 大学は既に博士号を取得した教員が多い。 
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続させるための制度を整える必要がある。 

  

５－５－２ 財政的・組織的観点 

本事業の財政的持続性は低いが、組織的な持続性は高い。 

フェーズ3の終了時点ではフェーズ2に比べてメンバー大学による負担総額の多少の増加が予想

されるものの、本事業の全体経費のうち、メンバー国・メンバー大学の負担割合は小さい。メンバ

ー大学への聞き取り調査では現状以上の負担が難しい大学も多いことから、今後の大幅な負担増の

可能性は低い。また事務局機能のメンバー大学（またはメンバー大学のコンソーシアム）による分

担に関しては、具体的な分担内容が明らかでないままでは詳細な議論は難しく、地域会議の開催や

アセアン工学ジャーナルの（特定分野の）発行等の分担の可能性を提示したメンバー大学が一部あ

るものの、現在の規模の活動を維持するには不十分である。フェーズ 3 の終了時評価時点では JICA

の支援なしに本事業の活動を継続することは困難であり、本事業の財政的観点における持続性は低

い。 

AUN/SEED-Net 事務局は、終了時評価時点では事務局長代理、副事務局長、副チーフアドバイザ

ーに加え、3 つのユニット（計画と能力向上、研究とネットワーク促進、資源管理）にそれぞれ日

本人のユニットチーフ/プロジェクトコーディネーターと現地職員が配置され、計 19 名で運営され

ている。フェーズ 3 の期間中に事務局長の不在期間と複数名の現地職員の入れ替わりはあったが問

題なく事業を実施しており、組織体制の持続性に大きな問題はみられない。また、メンバー大学と

本邦支援大学の担当者はフェーズ 1・2 から継続して本事業にかかわっている例も少なくなく、大

学側にも知識と経験が蓄積されつつある。一方で、フェーズ 3 から参加した学科とフェーズ 3 以前

から参加している学科の間でその知識があまり共有されておらず混乱が生じているケースが複数

例観察されており、大学全体として必ずしも十分な支援体制が整っていない。 

 

５－５－３ 技術的観点 

本事業の技術的持続性は高い。事後評価調査時点（2015 年 10 月）では、後発アセアン諸国とイ

ンドネシアの 5 カ国におけるメンバー大学の奨学生の約半数（49.3％）が送り出し大学に戻り教員

として勤務している。AUN/SEED-Net 事務局のデータによると、その他の卒業生で就職した者は多

くが大学教員、政府職員や政府系研究員、あるいは民間企業に勤務しており、母国で勤務している

ことが予想されることから、本事業を通じて向上した教育・研究能力はアセアン域内で維持・強化

されていると考えられる。また本事業によりアセアン域内のメンバー大学間及び本邦支援大学との

ネットワークが強化されており、本事業終了後もネットワークを通じた交流が継続する見込みであ

ることから、技術的な持続性は高いと考えられる。 

 

５－６ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

• 研究者間のネットワークを構築・強化するスキームが複数あることで、ネットワークの構築

後に他のスキームを活かして更に連携を促進し、教育・研究能力の向上に活かすことができ

た。 

• 本事業の特徴である長期間にわたる研究者への支援は、教員の継続的な能力向上に加え、他

の奨学金にないメリットとして質の高い学生獲得のための広報に貢献している。 
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（2）実施プロセスに関すること 

• メンバー大学にはフェーズ 1・2 から対応しているコーディネーターも少なからずおり、本事

業に対する知識と経験の積み重ねが本事業への効率的な実施を可能にしている。 

• フェーズ 1・2 からの本邦支援大学とメンバー大学間の信頼関係の蓄積が、フェーズ 3 以降に

モビリティプログラムの新規設置や MOU の新規締結等の研究機関間の関係性強化という効

果発現につながった。 

 

５－７ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 

• 詳細計画時点では、ジョイントディグリーやダブルディグリー等の共同国際大学院プログラ

ムや本邦支援大学・メンバー大学と AUN/SEED-Net 事務局の三者による共同証書の授与を通

じたジョイント・プログラム認定等の効果が期待されていたが、教育内容に関する調整や両

国の制度との整合性等の観点から、実際には困難であり、ほとんど実現しなかった。 

• PDM には実施されていない活動や、活動と関連性の低い指標が設定されていた。また、PDM

の指標に関するデータが一部収集されていないため、限られた終了時評価調査期間内ですべ

てのメンバー大学から正確なデータを収集することは難しく、各指標に対する目標値も設定

されていないことから、定量的な評価が困難な指標もあった。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

特になし。 

 
５－８ 結 論 

本事業はアセアンメンバー国の開発・教育政策、日本の支援政策及びメンバー大学のニーズと一致

しており、また目標達成のアプローチも適切であることから妥当性は高い。プロジェクト目標である

「（大学間連携による）高度な研究・教育実施体制の整備」についてはある程度の効果が発現してい

る一方で、共同大学院プログラムの実施等には課題がみられることから、有効性は中程度と判断した。

本事業は投入が成果の達成に貢献しており、投入の量・質・タイミングに関しても大きな問題はみら

れないことから、効率性は高い。本事業は研究成果の社会実装への支援が強化されれば、上位目標を

達成する見込みが比較的高く、その他さまざまな正のインパクトが発現していることから、本事業の

インパクトも高い。持続性に関しては、本事業の政策的・体制的・技術的持続性は高く、制度的持続

性は比較的高いが、財政的持続性は低く、JICA の支援なしには本事業の継続は難しいことから、持

続性は中程度と判断した。 

本事業はフェーズ 1 からの蓄積もあり、フェーズ 3 ではメンバー大学の高度な研究・教育実施体制

の整備において一定の効果があったが、この体制を維持・強化・拡大するためには持続性の観点から

更なる取り組みが必要である。以上から、フェーズ 4 を実施し、研究・教育実施体制の維持と更なる

高度化・国際化を支援することが望ましい。 
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第６章 提 言 

終了時評価調査の結果に基づいた終了時評価調査団による提言は以下のとおり。 

 

（1）本邦支援大学とメンバー大学間の共同教育促進に関する戦略の再検討 

  フェーズ 3 では、メンバー大学と本邦支援大学間においてジョイントディグリーやダブルディ

グリー等の組織的な国際共同教育プログラムはあまり進まなかったものの、学生交流や教員交流

などのモビリティプログラムは新規に設置された。このようなフェーズ 3 で構築されたネットワ

ークを維持・強化し、より組織的な取り組みにつなげるために、次フェーズではメンバー大学と

本邦支援大学が参加しやすい大学院レベルの共同教育を促進するための新しい戦略を検討するこ

とが重要である。 

 

（2）個々の国・大学のニーズに対応した UIL の促進 

  メンバー大学や各国教育省・AUN 事務局への聞き取り調査から、UIL 促進に対するニーズが大

きいことが明らかになった。一方で、UIL に関しては、大学によって活動レベルが大きく異なる

ため、AUN/SEED-Net 事務局に期待される支援の内容は多様化している。また、各国の産業規模

によっても効果的な UIL のあり方が異なることが予想される。したがって、次フェーズの UIL 促

進活動に関しては、個々の国・大学の状況やニーズに対応する必要がある。 

  メンバー大学に対しては、今後研究能力の向上とともに起業支援や特許の活用が必要になる可

能性が想定されることから、次フェーズではインキュベーションセンターや TLO と連携して支援

を行い、また研究者のデータベースを活用して企業とのマッチングを促進することが重要になる

と考えられる。AUN/SEED-Net 事務局は、支援内容の専門化に伴い、UIL に関する知識・経験の

豊富な専門家の助言が得られる体制を構築することが重要である。 

 

（3）PDM に沿った内部モニタリングの実施 

  フェーズ 3 の PDM では、実施されていない活動や実際の活動と関係のない指標等が設定され

ている。また一部の指標データは収集されておらず、目標値も設定されていなかったことから、

終了時評価の際に定量的な評価を実施することが困難であった。したがって、次フェーズでは目

標値を設定し、プロジェクト運営委員会やワーキンググループ会議の機会を利用して事業の進捗

や PDM の指標の達成状況を定期的に確認することが重要である。 

 

（4）メンバー大学における学内の支援体制構築と事務局による情報提供の強化 

  フェーズ 3 より複数分野を担当するメンバー大学が増えてきたが、フェーズ 3 から新規に参入

した学科はまだ本事業の対応に慣れておらず、同学科の教員や奨学生の中にはプログラムに対す

る理解が十分でないこともあった。これは学内の以前から参加している学科と新規参入学科の間

で情報が必ずしも共有されていないことも一因と考えられる。メンバー大学は限られた人数で本

事業を担当しており、キャパシティ不足となっている。次フェーズにおいて参加学科数が増加す

ると、十分な対応が更に難しくなる可能性がある。今後は、専任職員の配置等の大学としての支

援体制のあり方について関係者間で協議し、学内支援体制を構築・強化する必要がある。 

  また事務局は毎年のモニタリング訪問に加えて、各プログラムに関するよくある質問や誤解に
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関してはホームページ上に関連情報（FAQ 等）を掲載し、地域会議や FMM 等の機会を捉えてコ

ーディネーターと面談するなど、メンバー大学の疑問やリクエストに迅速かつ柔軟に対応できる

方法を検討することが重要である。 

 

（5）研究者間のマッチングの促進 

  本終了時評価調査では、本邦支援大学や他のメンバー大学の研究者とのマッチングを事務局に

期待する声が寄せられた。特に日本人研究者に関しては、研究室のホームページに英文の情報が

少なく、学生のための指導教官や共同研究のために適切な研究者を探すのが難しいとの指摘があ

った。アセアン域内、そして日本とアセアン諸国との研究者間のネットワークを一層強化するた

めに、事務局のホームページへのマッチング情報の掲載、または地域会議などでのマッチング機

会の設置など、事務局が研究者間のマッチングを促進することが望ましい。 

 

（6）同窓会組織の設立 

  本事業は研究者間のネットワーク強化による研究能力の向上が目的の 1 つであるが、教員や元

奨学生など本事業にかかわった研究者は参加プログラムの終了後も Facebook 等を通じて関係を

維持し、共同研究や UIL 促進等の効果を生み出している。このネットワークを維持・強化・拡大

するためには、現役奨学生や同窓生が定期的に集まることのできる組織を設立することが効果的

である。また、現役奨学生からも研究生活の支援の一環として、他の奨学生や同窓生と知り合う

機会を求める声が聞かれた。具体的な活動としては、教員からも現役奨学生からも英語での論文

作成で躓いているとの声が多く聞かれたことから、論文作成の支援などを含めることも考えられ

る。 

 

（7）各プログラムへの投入とアウトプットの量的な把握 

  AUN/SEED-Net プロジェクトは準備期間も含めるとこれまで 16 年間実施されており、その間メンバー大

学の重点事項も変化しつつある。例えば、メンバー大学では高位学位を取得した教員が増加しつつあり、

現時点では、本事業により向上した研究能力を維持 ・ 強化し、実用化の高い共同研究や地域課題解決

に貢献する共同研究の実施を重視するメンバー大学もある。つまり、学位取得以外のプログラム（共同研

究プログラム ・ 産学連携プログラム ・ ネットワーク強化/促進プログラム）の重要性は一層高まっている。こ

うした点を把握するためには、各プログラムの有効性を判断することが必要であり、今後はプログラムごと

の投入とアウトプットの情報を定期的に整理する必要がある。 

 

（8）外部資金の獲得 

  メンバー大学では既にある程度の経費負担が行われており、本終了時評価調査では更なる経費

負担や事務局機能の分担については難しいとの指摘が多かった。本事業の持続性を高めるために

は、アセアン関連機関、教育省や民間企業に積極的に働きかけ、外部資金を獲得することが望ま

しい。 

 

（9）JICA 現地事務所との連携促進 

  JICA 現地事務所の本事業への関りは地域会議の際のブリーフィング等が中心になっている。

JICA 他事業との連携による相乗効果を高め、メンバー大学に対する支援や教育省との連携を通じ
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て事業効果を高めるためにも、定例会議等で JICA 現地事務所の本事業へのかかわりを更に促進

することが重要である。 
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第７章 教 訓 

本事業の評価を通じて、以下の教訓が得られた。 

 

新しいスクリーニング方法の導入による優秀な候補者の採用 

優秀な生徒の確保は本事業にとって重要な課題であるが、ホスト大学の教員への聞き取り調査では、

本事業の奨学生の語学力や工学系基礎知識の不足により指導に苦労したとの声が聞かれた。一方で、

メンバー大学の中には、書類選考だけでなく、Skype や YouTube を用いて応募者の資質を見極める大

学も出てきており、優秀な生徒の獲得に効果的であることが明らかになった。スクリーニング方法を

工夫することで、奨学生の質を高めることが重要である。 

 



 

 

 

 

付 属 資 料 

 １．協議議事録（M/M）（ベトナムとの M/M を添付。内容は他国分も共通） 

 

２．PDM（2012 年 12 月 6 日付） 

 

３．評価グリッド 

 

４．JICA 専門家派遣実績 

 

５．AUN/SEED-Net 事務局タイ人スタッフリスト 

 

６．共同研究プログラムリスト：CRA、CRC、CRI 

 

７．本邦教員派遣実績（JPDP） 

 

８．本邦短期研修・研究プログラム実績（SRJP） 

 

９．域内短期研修・研究プログラム実績（SVAS) 

 

10．研究フェロープログラム実績（Research Fellowship Program） 

 

11．地域会議実績 

 

12．アセアン工学ジャーナル掲載論文（2013～2016 年） 

 

13．研修セミナー実施実績 

 

14．質問票の回答集計結果 

 

15．在外事業強化費 
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プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

・
デ

ザ
イ
ン

・
マ

ト
リ
ッ

ク
ス
 

 

事
業

名
：
ア
セ

ア
ン

工
学
系

高
等

教
育
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

 
フ

ェ
ー
ズ

3 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

期
間

：
20

13
年

3
月

～
20

18
年

3
月

 
直

接
受

益
者
：

メ
ン

バ
ー
大

学
教

員
 

間
接

受
益
者
：

メ
ン

バ
ー
大

学
学

生
、
メ

ン
バ

ー
国
の

他
の

大
学
教

員
・

学
生
、

産
業

界
（
日

系
企

業
を
含

む
）
、

本
邦
大

学
教

員
・
学

生
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

20
12

年
12

月
6
日

確
定

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
約
 

指
標
 

指
標

デ
ー
タ
入

手
手

段
 

外
部

条
件
 

ス
ー

パ
ー
・
ゴ

ー
ル
 

革
新

的
で

高
度

な
工

学
系

人
材

の
育

成
を

通
じ

て
、

東
南

ア
ジ

ア
地

域
と

日
本

の
社

会
が

持
続

的
に
発
展
す
る
。
 

 
 

 

上
位

目
標
 

東
南

ア
ジ

ア
地

域
に

お
い

て
、

産
業

の
高

度
化

と
グ

ロ
ー

バ
ル

化
、

な
ら

び
に

地
域

共
通

課
題

1

へ
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
。
 

・
企
業
と
メ
ン
バ
ー
大
学
に
よ
る
共
同
特
許
の
数
 

・
産
業
界
に
技
術
者
及
び
研
究
者
と
し
て
就
職
す
る
卒
業
生
の
数

・
地
域
共
通
課
題
解
決
に
活
用
さ
れ
た
研
究
成
果
の
数
 

 

・
メ

ン
バ

ー
大

学
に
よ

る
記

録
 

・
質
問
紙
に
よ
る
情
報
収
集

・
面
接
に
よ
る
情
報
収
集
 

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

目
標
 

メ
ン

バ
ー

大
学

2
お

よ
び

本
邦

支
援

大
学

3
の

連
携

に
よ

る
高

度
な

研
究

・
教

育
実

施
体

制
が

整
備
さ
れ
る
。
 

・
国
際
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム

4
の
実
施
数
 

・
共
同
国
際
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム

5
の
実
施
数
 

・
域
内
で
設
置
さ
れ
た
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
数
 

  

・
事
務
局
に
よ
る
記
録
 

・
メ

ン
バ

ー
大

学
に
よ

る
記

録
 

・
質
問
紙
に
よ
る
情
報
収
集

・
面
接
に
よ
る
情
報
収
集
 

 

・
東
南
ア
ジ
ア
地
域

お
よ

び
本

邦
と

の
間

で
大

学
間

連
携

が
維

持
さ

れ
、
工
学
分
野
の

高
度
な
研
究
・
教

育
活

動
が

持
続

さ
れ
る
。
 

・
産
業
の
高
度
化
が

さ
ら
に
進
展
し
、

高
等

教
育

機
関

へ
の

技
術

と
人

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

   
   

   
   

   
1  地

域
共

通
課

題
と
は

、
主
と

し
て
防
災

、
環
境

、
エ
ネ
ル

ギ
ー

、
材

料
、

資
源

と
す

る
も

の
の

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

対
象

と
し

て
い

る
他

の
分

野
も
排

除
し
な

い
。

 
2  メ

ン
バ

ー
大

学
と
は

、
A

S
E

A
N
加

盟
各

国
政
府

か
ら
推
薦

さ
れ

た
工

学
分

野
の

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
主

要
大

学
を

指
す

。
 

3  本
邦

支
援

大
学

と
は

、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活

動
を
参
画

・
支

援
す

る
本

邦
に

お
け

る
工

学
分

野
の

主
要

大
学

を
指

す
。

 
4  国

際
大

学
院

プ
ロ
グ

ラ
ム
と

は
、
英
語

で
実
施

さ
れ
る
各

メ
ン

バ
ー

大
学

工
学

部
の

修
士

・
博

士
レ

ベ
ル

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
指

す
。

 
5  共

同
国

際
大

学
院
プ

ロ
グ
ラ

ム
と
は
、

国
籍
の

異
な
る
複

数
の

関
係

大
学

に
よ

り
共

同
で

実
施

さ
れ

る
工

学
分

野
の

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
指

す
。
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材
供

給
の

面
か

ら
の

貢
献

が
期

待
さ
れ
る
。
 

・
東

南
ア

ジ
ア

各
国

の
研

究
・

教
育

予
算

が
継

続
的

に
措

置
さ
れ
る
。
 

成
果

１
  

メ
ン

バ
ー

大
学

と
産

業
界

、
地

域
社

会
6
と

の
連

携
が
強
化
さ
れ
る
。
 

・
 企

業
ま
た
は
地
域
社
会
と
メ
ン
バ
ー
大
学
が
実
施
し
た
共

同
研

究
お
よ
び
受
託
研
究
の
数
と
金
額
（
企
業
の
拠
出
金
額
）
 

・
 イ

ン
タ
ー
ン
受
け
入
れ
を
行
っ
た
企
業
・
地
域
社
会
の
数

 
・
 メ

ン
バ
ー
大
学
か
ら
技
術
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
企
業
ま

た
は

地
域
社
会
の
数
 

・
事
務
局
に
よ
る
記
録
 

・
メ
ン
バ
ー
大
学
に
よ
る
記

録
 

・
質
問
紙
に
よ
る
情
報
収
集

・
面
接
に
よ
る
情
報
収
集
 

 

 

成
果

２
  

地
域

共
通

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

活
動

を
実

施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る
。
 

・
地
域
共
通
課
題
に
関
す
る
研
究
論
文
の
数
 

・
地
域
共
通
課
題
に
関
す
る
研
究
発
表
の
数
 

・
地
域
共
通
課
題
に
関
す
る
国
際
会
議
の
開
催
数
 

  

 

成
果

３
  

メ
ン

バ
ー

大
学

の
研

究
と

教
育

の
能

力
が

向
上

す
る
。
 

・
高
位
学
位
（
修
士
号
・
博
士
号
）
を
取
得
し
た
教
員
の
数
 

・
国
際
ま
た
は
国
内
会
議
に
お
け
る
研
究
発
表
の
数
 

・
国
際
ま
た
は
国
内
雑
誌
に
掲
出
さ
れ
た
研
究
論
文
の
数
 

・
輩
出
し
た
高
位
学
位
者
（
修
士
号
・
博
士
号
）
の
数
と
要

し
た
時

間
 

 

成
果

４
  

メ
ン

バ
ー

大
学

お
よ

び
本

邦
支

援
大

学
の

組
織

間
お

よ
び

教
員

間
の

学
術

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
強

化
さ
れ
る
。
 

 

・
国
際
共
著
論
文
の
数
 

・
共
同
研
究
に
参
画
し
た
教
員
・
学
生
の
数
 

・
共
同
研
究
指
導
に
参
画
し
た
教
員
の
数
 

・
国
際
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

7
（
短
期
コ
ー
ス
・
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
）
の
形
成
数
 

・
「

A
S
E
A
N
工

学
ジ

ャ
ー

ナ
ル

」
の

発
行

回
数

 
・
「

A
S
E
A
N
工

学
ジ

ャ
ー

ナ
ル

」
に

掲
出

さ
れ

た
論

文
数

 
・
 メ

ン
バ
ー
大
学
に
よ
り
主
催
ま
た
は
共
催
さ
れ
た
国
際
学
術
会

議
数
 

 

活
動

1
:
産

学
連

携
に

関
す

る
活

動
 

(
1)
 
メ

ン
バ

ー
大

学
の

教
員

を
対

象
に

産
学

連
携
促
進
手
法
の
習
得
研
修
を
実
施
す
る
。
 

(
2)
 
メ

ン
バ

ー
大

学
の

若
手

教
員

を
対

象
に

し

投
入

 
  

1
.
 
J
I
C
A
 

(
1
)
専

門
家

 
a
)
 
長

期
専

門
家

 

前
提

条
件
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

   
   

   
   

   
6  地

域
社

会
と

は
、
国

家
お
よ

び
地
域
の

行
政
事

業
体
や
地

方
自

治
体

を
含

む
。

 
7  国

籍
の

異
な

る
複
数

の
大
学

が
共
同
で

管
理
・

運
営
す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
。
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て
工

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
コ

ー
ス

の
受

講
を

促
進

す
る

と
と

も
に

短
期

特
別

コ
ー

ス
を

開
講

す
る
。
 

(
3)
 
メ

ン
バ

ー
大

学
教

員
を

対
象

に
、

産
業

界
の

技
術

動
向

を
踏

ま
え

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
形
成
・
運
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
 

(
4)
 
事

務
局

内
に

産
学

連
携

促
進

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
チ

ー
ム

を
設

置
し

、
メ

ン
バ

ー
大

学
に

対
し

て
、

産
学

連
携

促
進

活
動

の
総

合
的

な
助

言
を
行
う
。
 

(
5)
 
域

内
産

業
界

に
対

し
、

メ
ン

バ
ー

大
学

を
紹
介
す
る
活
動
を
行
う
。
 

(
6)
 
メ

ン
バ

ー
大

学
教

員
を

対
象

と
し

た
産

学
連
携
共
同
研
究
を
実
施
す
る
。
 

(
7)
 
メ

ン
バ

ー
大

学
の

若
手

教
員

を
対

象
に

、
本

邦
企

業
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
ま

た
は
短
期
訪
問
を
実
施
す
る
。
 

(
8)
 
地

域
会

議
に

お
い

て
産

業
界

や
地

域
社

会
か

ら
講

師
を

招
聘

し
、

メ
ン

バ
ー

大
学

と
産

業
界
・
地
域
社
会
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。
 

・
副
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

・
業
務
調
整
員
（
経
理
・
総
務
総
括
、
事
業
総
括
、
産
学
連
携
総
括
）
 

b
)
 
短

期
専

門
家

 
・
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

・
本
邦
大
学
教
員
（
研
究
指
導
等
）
 

 (
2
)
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

経
費

 
各
活
動
の
実
施
と
活
動
の
監
理
に
要
す
る
経
費

 
 (
3
)
 
A
U
N
/
S
E
E
D
-
N
e
t
事

務
局

運
営

経
費

 
 

事
務
局
職
員
の
人
件
費
を
含
む
管
理
費
 

 
2
.
 
メ

ン
バ

ー
国

・
メ

ン
バ

ー
大

学
 

(
1
)
 
事

務
局

管
理

職
員

（
タ

イ
政

府
）

 
・
事
務
局
長
 

・
副
事
務
局
長
 

・
秘
書
（
J
I
C
A
専
門
家
支
援
）
 

 (
2
)
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

経
費

 
メ
ン
バ
ー
国
・
大
学
の
状
況
に
応
じ
た
、
次
の
活
動
に
係
る
事
業
経
費
の
コ
ス
ト
シ
ェ
ア
。
 

 
1
)
 
学
位
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
次
の
経
費
の
全
額
ま
た
は
部
分
負
担
 

 
 
a
)
 
生
活
費
 

b
)
 
渡
航
費
 

 
 
c
)
 
入
学
金
・
授
業
料
 

 
 
d
)
 
研
究
活
動
費
 

 
 
e
)
 
そ
の
他
の
必
要
経
費
 

2
)
 
共
同
研
究
に
係
る
経
費
の
全
額
ま
た
は
部
分
負
担
 

3
)
 
地
域
会
議
に
係
る
次
の
経
費
の
全
額
ま
た
は
部
分
負
担
 

 
 
a
)
 
参
加
者
の
日
当
 

b
)
 
産
業
界
か
ら
の
講
師
に
対
す
る
謝
金
 

 
 
c
)
 
そ
の
他
の
必
要
経
費
 

 
4
)
 
域
内
の
各
種
渡
航
に
要
す
る
経
費
の
全
額
ま
た
は
部
分
負
担
 

 (
3
)
 
管

理
事

務
職

員
（

各
メ

ン
バ

ー
大

学
）

 
各
メ
ン
バ
ー
大
学
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
事
務
職
員
の
配
置
 

 (
4
)
 
A
U
N
/
S
E
E
D
-
N
e
t
事

務
局

運
営

経
費

（
チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ン

大
学

）
 

オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
ー
ス
、
光
熱
水
料
の
部
分
負
担
 

活
動

２
:
ア

ジ
ア

地
域

共
通

課
題

に
対

応
す

る
活

動
 

(
1
)
 
分
野
ご
と
に
地
域
会
議
を
開
催
す
る
。
 

(
2
)
 
メ
ン
バ
ー
大
学
教
員
を
対
象
に
、
本
邦

支
援

大
学

教
員

も
参

加
し

た
地

域
共

通
課

題
に

係
る
共
同
研
究
を
実
施
す
る
。
 

(
3)
 
メ

ン
バ

ー
大

学
に

よ
る

外
部

研
究

助
成

事
業
の
獲
得
を
支
援
す
る
。
 

活
動

３
:
教

員
の

研
究

と
教

育
能

力
向

上
を

支
援

す
る

活
動
 

(
1
)
 
メ
ン
バ
ー
大
学
の
若
手
教
員
を
対
象
に
、

学
位
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。
 

(
2
)
 
メ
ン
バ
ー
大
学
教
員
を
対
象
に
、
本
邦

支
援

大
学

教
員

も
参

加
し

た
本

邦
共

同
研

究
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。
 

(
3)
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
で

博
士

号
を

取
得

し
た
メ
ン
バ
ー
大
学
の
若
手
教
員
を
対
象
に
、

本
邦

/
域

内
に

お
け

る
研

究
活

動
支

援
プ

ロ
グ
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ラ
ム

（
本

邦
/
域

内
リ

サ
ー

チ
・

フ
ェ

ロ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
実
施
す
る
。
 

(
4)
 
本

邦
で

博
士

号
を

取
得

し
た

メ
ン

バ
ー

大
学
の
若
手
教
員
を
対
象
に
、
本
邦
支
援
大

学
教
員
も
参
加
し
た
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

師
弟
関
係
強
化
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
実

施
す
る
。
 

3
.
 
A
S
E
A
N
関

係
機

関
 

A
S
E
A
N
統
合
を
支
援
す
る
拠
出
金
等
に
よ
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
経
費
 
※
詳
細
は
今
後
協
議
。

 

活
動

４
:
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
を

支
援

す
る

活
動
 

(
1)
 
本

邦
教

員
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。
 

(
2)
 
メ

ン
バ

ー
大

学
教

員
を

対
象

に
本

邦
支

援
大

学
ま

た
は

メ
ン

バ
ー

大
学

を
訪

問
す

る
本

邦
/
域

内
短

期
研

修
・

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施
す
る
。
 

(
3
)
 
「

A
S
E
A
N
工

学
ジ

ャ
ー

ナ
ル

」
を

発
行

す
る
。
 

(
4
)
 
事
務
局
に
お
い
て
、
メ
ン
バ
ー
大
学
お

よ
び

本
邦

支
援

大
学

関
係

者
に

関
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
の
拡
充
と
活
用
を
促
進
す
る
。
 

(
5)
 
メ

ン
バ

ー
大

学
お

よ
び

本
邦

支
援

大
学

に
よ

る
国

際
共

同
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
形

成
す
る
。
 

(
6)
 
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
博

士
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
ジ

ョ
イ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
を
促
進
す
る
。

(
7)
 
メ

ン
バ

ー
大

学
お

よ
び

本
邦

支
援

大
学

教
員
に
よ
る
講
義
ノ
ー
ト
の
公
開
・
共
有
を
促

進
す
る
。
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３．評価グリッド

達
成

状
況

と
実

施
プ

ロ
セ

ス
 (v

er
.0

)
20

17
年

6 月
12

日

大
項

目
小

項
目

-
成

果
の

達
成

状
況

1
メ

ン
バ

ー
大

学
と

産
業

界
、

地
域

社
会

と
の

連
携

が
強

化
さ

れ
る

。

1-
1

1-
2

1-
3

企
業

ま
た

は
地

域
社

会
と

メ
ン

バ
ー

大
学

が
実

施
し

た
共

同
研

究
及

び
受

託
研

究
の

数
と

金
額

（
企

業
の

拠
出

金
額

）
イ

ン
タ

ー
ン

受
入

れ
を

行
っ

た
企

業
・
地

域
社

会
の

数
メ

ン
バ

ー
大

学
か

ら
技

術
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
た

企
業

ま
た

は
地

域
社

会
の

数

- - -

R
ec

or
ds

 o
f A

U
N

/S
E

E
D

-N
et

 S
ec

re
ta

ria
t

R
ec

or
ds

 o
f M

Is
P

ro
je

ct
 re

po
rts

O
pi

ni
on

s

- - -

文
献

調
査

質
問

票
調

査
聞

き
取

り
調

査

2
地

域
共

通
課

題
解

決
に

資
す

る
研

究
活

動
を

実
施

す
る

体
制

が
整

備
さ

れ
る

。

2-
1

2-
2

2-
3

地
域

共
通

課
題

に
関

す
る

研
究

論
文

の
数

地
域

共
通

課
題

に
関

す
る

研
究

発
表

の
数

地
域

共
通

課
題

に
関

す
る

国
際

会
議

の
開

催
数

3
メ

ン
バ

ー
大

学
の

研
究

と
教

育
の

能
力

が
向

上
す

る
。

3-
1

3-
2

3-
3

3-
4

高
位

学
位

（
修

士
号

・
博

士
号

）
を

取
得

し
た

教
員

の
数

国
際

ま
た

は
国

内
会

議
に

お
け

る
研

究
発

表
の

数
国

際
ま

た
は

国
内

雑
誌

に
掲

出
さ

れ
た

研
究

論
文

の
数

輩
出

し
た

高
位

学
位

者
（
修

士
号

・
博

士
号

）
の

数
と

要
し

た
時

間

4
メ

ン
バ

ー
大

学
及

び
本

邦
支

援
大

学
の

組
織

間
及

び
教

員
間

の
学

術
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

が
強

化
さ

れ
る

。

4-
1

4-
2

4-
3

4-
4

4-
5

4-
6

4-
7

国
際

共
著

論
文

の
数

共
同

研
究

に
参

画
し

た
教

員
・
学

生
の

数
共

同
研

究
指

導
に

参
画

し
た

教
員

の
数

国
際

共
同

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
短

期
コ

ー
ス

・
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
）
の

形
成

数
「
A

S
E

A
N

 工
学

ジ
ャ

ー
ナ

ル
」
の

発
行

回
数

「
A

S
E

A
N

 工
学

ジ
ャ

ー
ナ

ル
」
に

掲
出

さ
れ

た
論

文
数

 メ
ン

バ
ー

大
学

に
よ

り
主

催
ま

た
は

共
催

さ
れ

た
国

際
学

術
会

議
数

-
進

捗
/
計

画
-

活
動

は
計

画
通

り
実

施
さ

れ
た

か
-

左
記

に
同

じ

-
遅

延
の

場
合

、
遅

延
の

理
由

と
対

策
-

遅
延

の
理

由
と

対
策

の
確

認

-
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
-

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
方

法
は

適
切

で
効

果
的

か
-

-
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
は

事
業

運
営

に
反

映
さ

れ
て

い
る

か
-

関
係

者
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

-
事

業
運

営
に

あ
た

り
事

務
局

、
メ

ン
バ

ー
大

学
、

本
邦

支
援

大
学

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

が
取

れ
て

い
る

か

-
関

連
会

議
（
S
C

M
, 
F
M

M
, 
J
R

C
, 
R
C

）
の

開
催

実
績

の
確

認

-
メ

ン
バ

ー
大

学
の

参
加

- -

メ
ン

バ
ー

大
学

責
任

者
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
管

理
へ

の
参

加
の

度
合

い

メ
ン

バ
ー

大
学

の
本

事
業

に
対

す
る

姿
勢

- -
メ

ン
バ

ー
大

学
の

管
理

レ
ベ

ル
の

事
業

管
理

へ
の

参
加

の
程

度

メ
ン

バ
ー

大
学

は
事

業
活

動
に

対
し

て
協

力
的

で
意

欲
が

高
い

か

- -

実
施

プ
ロ

セ
ス

事
業

報
告

書

関
係

者
の

認
識

事
務

局
メ

ン
バ

ー
大

学
本

邦
支

援
大

学

- - -

- - -

文
献

調
査

質
問

票
調

査

聞
き

取
り

調
査

デ
ー

タ
取

集
の

方
法

評
価

設
問

必
要

な
情

報
/
デ

ー
タ

事
業

の
進

捗
と

成
果

客
観

的
に

検
証

可
能

な
指

標
 （

判
断

基
準

・
方

法
）

情
報

源

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
方

法
と

頻
度

の
確

認
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五
項

目
評

価
 (v

er
.0

)
20

17
年

6 月
12

日

大
項

目
小

項
目

妥
当

性 -
対

象
国

の
開

発
・
教

育
政

策
と

の
合

致

-
本

事
業

が
終

了
事

評
価

時
点

に
お

い
て

も
対

象
国

の
開

発
・

教
育

政
策

（
特

に
高

等
教

育
）
と

合
致

し
て

い
る

か

-
本

事
業

が
対

象
国

の
関

連
政

策
と

合
致

し
て

い
る

か
ど

う
か

a.
 開

発
政

策
b.

 高
等

教
育

政
策

-
政

策
文

書
-

各
国

教
育

省
- -

文
献

調
査

聞
き

取
り

調
査

-
日

本
の

政
策

・
方

針
と

の
合

致
- -

高
等

教
育

が
対

象
国

へ
の

支
援

政
策

の
中

で
重

視
さ

れ
て

い
る

か
本

事
業

は
JI

C
A

の
教

育
分

野
課

題
別

指
針

と
合

致
し

て
る

か

-
本

事
業

が
以

下
の

政
策

と
合

致
し

て
い

る
か

ど
う

か
a.

 各
対

象
国

別
援

助
方

針
・
計

画
b.

 教
育

分
野

課
題

別
指

針

- -

国
別

援
助

方
針

/
計

画

課
題

別
指

針

- -
外

務
省

JI
C

A

-
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

や
裨

益
者

の
ニ

ー
ズ

と
の

合
致

-
本

事
業

は
終

了
時

評
価

時
点

に
お

い
て

も
メ

ン
バ

ー
大

学
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か

- -
メ

ン
バ

ー
大

学
の

ニ
ー

ズ
に

変
わ

り
は

な
い

か
妥

当
性

に
影

響
す

る
よ

う
な

組
織

的
な

変
化

は
な

い
か

- -
事

業
報

告
書

関
係

者
の

認
識

-
メ

ン
バ

ー
大

学

-
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

見
込

み
-

メ
ン

バ
ー

大
学

及
び

本
邦

支
援

大
学

の
連

携
に

よ
る

高
度

な
研

究
・
教

育
実

施
体

制
が

整
備

さ
れ

る
。

1 2 3

国
際

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
数

共
同

国
際

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
数

域
内

で
設

置
さ

れ
た

学
術

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
数

-
成

果
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

へ
の

貢
献

度
合

い

-
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

必
要

な
成

果
は

全
て

P
D

M
に

含

ま
れ

て
い

る
か

- -
P

D
M

の
ロ

ジ
ッ

ク
検

証
 ( プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

成
果

の
関

係
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
あ

た
り

、
P

D
M

に
含

ま
れ

て
い

な
い

他
に

必
要

な
成

果
は

な
い

か

-
貢

献
/
阻

害
要

因
-

外
部

条
件

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

影
響

し
て

い
る

か
1 2 3

東
南

ア
ジ

ア
地

域
及

び
本

邦
と

の
間

で
大

学
間

連
携

が
維

持
さ

れ
、

工
学

分
野

の
高

度
な

研
究

・
教

育
活

動
が

持
続

さ
れ

て
い

る
か

産
業

の
高

度
化

が
さ

ら
に

進
展

し
、

高
等

教
育

機
関

へ
の

技
術

と
人

材
供

給
の

面
か

ら
の

貢
献

が
期

待
さ

れ
て

い
る

か
東

南
ア

ジ
ア

各
国

の
研

究
・
教

育
予

算
が

継
続

的
に

措
置

さ
れ

て
い

る
か

-
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

影
響

し
て

い
る

そ
の

他
の

要
因

は
あ

る
か

-
左

記
に

同
じ

有
効

性

文
献

調
査

聞
き

取
り

調
査

質
問

票
調

査

関
係

者
の

認
識

事
業

報
告

書
事

務
局

の
記

録
メ

ン
バ

ー
大

学
の

記
録

P
D

M

- - - - -

事
務

局
メ

ン
バ

ー
大

学
本

邦
支

援
大

学
卒

業
生

・
生

徒

- - - -

- - -

評
価

設
問

必
要

な
情

報
/

デ
ー

タ
情

報
収

集
の

方
法

客
観

的
に

検
証

可
能

な
指

標
 （

判
断

基
準

・
方

法
）

情
報

源
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-
成

果
の

達
成

状
況

-
所

期
の

成
果

を
達

成
す

る
た

め
に

活
動

は
十

分
で

あ
っ

た
か

- -
P

D
M

の
ロ

ジ
ッ

ク
検

証
 ( 成

果
と

活
動

の
関

係
)

活
動

の
進

捗
と

成
果

の
達

成
状

況
 ( →

実
施

プ
ロ

セ
ス

)
- -

事
業

報
告

書
P

D
M

-
投

入
か

ら
成

果
へ

の
転

換
-

成
果

を
達

成
す

る
た

め
に

、
投

入
の

タ
イ

ミ
ン

グ
・
質

・
量

は
適

切
で

あ
っ

た
か

-
以

下
の

投
入

は
適

切
で

あ
っ

た
か

< 日
本

側
>

(a
) 日

本
人

専
門

家
の

派
遣

(b
) 活

動
経

費
(c

) 事
務

局
運

営
経

費

＜
メ

ン
バ

ー
国

・
メ

ン
バ

ー
大

学
側

＞
(d

) 事
務

局
運

営
経

費
（
タ

イ
政

府
）
と

事
務

局
職

員
(e

) 事
業

関
連

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

費
用

負
担

(f)
 メ

ン
バ

ー
大

学
訪

問
時

の
旅

費
(g

) 事
務

・
調

整
職

員

＜
A

S
E

A
N

＞

経
費

負
担

（
も

し
あ

れ
ば

）

- - -

投
入

実
績

関
係

者
の

認
識

事
業

報
告

書

-
貢

献
/
阻

害
要

因
-

外
的

要
因

が
投

入
を

成
果

に
転

換
す

る
際

に
影

響
し

た
か

ど
う

か

-
左

記
同

様
- -
関

係
者

の
認

識

事
業

報
告

書

-
上

位
目

標
の

達
成

見
込

み
-

東
南

ア
ジ

ア
地

域
に

お
い

て
、

産
業

の
高

度
化

と
グ

ロ
ー

バ
ル

化
、

な
ら

び
に

地
域

共
通

課
題

へ
の

取
り

組
み

が
さ

ら
に

促
進

さ
れ

る
か

ど
う

か

1.
 企

業
と

メ
ン

バ
ー

大
学

に
よ

る
共

同
特

許
の

数
2.

 企
業

に
技

術
者

及
び

研
究

者
と

し
て

就
職

す
る

卒
業

生
の

数
3.

 地
域

共
通

課
題

解
決

に
活

用
さ

れ
た

研
究

成
果

の
数

- -
関

係
者

の
認

識
事

業
報

告
書

事
務

局
メ

ン
バ

ー
大

学
本

邦
支

援
大

学

- - -

文
献

調
査

質
問

票
調

査

聞
き

取
り

調
査

-
進

行
中

・
計

画
中

の
他

ド
ナ

ー
や

他
事

業
と

の
協

働
に

よ
る

影
響

- -

他
ド

ナ
ー

や
JI

C
A

に
よ

る
他

事
業

と
の

進
行

中
・
計

画
中

の

協
働

は
あ

る
か

も
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Position Name Start End

1 Chief Advisor Prof.Dr. Chitoshi Miki (on missoin base) 2011/4 2014/9

2 Chief Advisor Prof.Dr. Tamon Ueda (on mission base) 2014/10 present

3 Deputy Chief Advisor Mr. Nobuyuki Konishi 2012/3/31 2014/9/25

4 Deputy Chief Advisor Mr. Motoharu Watanabe 2014/9/14 2017/3/31

5 Deputy Chief Advisor Mr. Yusuke Murakami 2017/3/10 present

6 Project Coordinator Mr. Kenichi Shirouzu 2010/11/2 2013/11/1

7 Project Coordinator Mr. Kazuma Inoue 2013/9/26 2015/9/25

8 Project Coordinator Mr. Toshiyuki Okui 2012/6/3 2014/6/2

9 Project Coordinator Mr. Tokumitsu Kobayashi 2013/3/11 2015/3/2

10 Project Coordinator Mr. Hiroshi Iwadate 2014/5/5 present

11 Project Coordinator Mr. Shigeki Fujinuma 2015/2/3 2017/2/2

12 Project Coordinator Mr. Jun Takashima 2015/8/29 present

13 Project Coordinator Ms. Chie Sugiyama 2016/11/30 present

４．JICA 専門家派遣実績 
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No. First Name Last Name Position Start  Date End Date
1 Dr. Kasem Choocharukul Asst. Executive Director 2013/01/01 present

2 Ms. Jantima Saelee Administrative Officer 2015/10/26 2016/02/29

3 Ms. Jirawadee Ratanapaitoonchai Administrative Officer 2016/06/07 present

4 Ms. Rungchalai  Punninda Assistant of Unit Chief 2008/04/01 2013/06/14

5 Ms. Erina   Tsuchii Assistant of Unit Chief 2017/07/11 present

6 Ms. Parichart  Thammajinda Program Coordinator 2008/04/01 2013/03/31

7 Ms. Siriporn  Rungrueangtanya Program Coordinator 2008/04/01 2013/03/31

8 Mr. Piyabut Temyingyong Program Editorial Officer 2016/02/15 present

9 Ms. Kanchana Patanasakdikul Program Officer 2008/04/21 2013/02/28

10 Ms. Netechanok Sarakoses Program Officer 2011/09/01 2015/03/31

11 Ms. Siritharin Chareonsiri Program Officer 2011/09/08 2014/01/10

12 Ms. Supapim Wannopas Program Officer 2011/10/10 2013/04/30

13 Ms. Kultira Tangtatswas Program Officer 2011/10/17 present

14 Ms. Natthanun Patcharapunchai Program Officer 2012/10/01 2013/07/19

15 Ms. Narisara Bahalayothin Program Officer 2013/01/07 2013/07/19

16 Ms Montra Vesarach Program Officer 2013/04/09 2013/06/28

17 Ms. Kanokpan Paladech Program Officer 2013/04/09 2016/03/31

18 Ms. Kunaporn  Phuntunil Program Officer 2013/04/17 2017/06/25

19 Ms. Chariya  Chiumkanokchai Program Officer 2013/05/27 2016/03/31

20 Ms. Wirunpat Meebungrav Program Officer 2013/06/01 2014/05/16

21 Ms. Oraphan Tatha Program Officer 2013/07/15 2016/08/30

22 Ms. Vituta Silakhum Program Officer 2013/07/23 2017/03/31

23 Ms. Sasirin  Akkararitwutthikun Program Officer 2013/08/05 2015/02/28

24 Ms. Anusara  Tanpitak Program Officer 2013/08/26 2014/05/16

25 Mr. Krit Manator Program Officer 2014/01/06 2017/08/06

26 Mr. Thanawat Pinnaratip Program Officer 2014/05/02 2014/07/30

27 Ms. Kanjana Arunyik Program Officer 2014/05/02 2017/01/25

28 Ms. Sirin Chakamanont Program Officer 2014/10/24 present

29 Mr. Tananchon  Suttichuay  Program Officer 2015/03/26 present

30 Ms. Wanichar Sukprasertchai Program Officer 2015/05/01 present

31 Ms. Narissara Siangsansern Program Officer 2016/05/01 2017/03/31

32 Ms. Waranuch Tanubamrungsuk Program Officer 2016/05/16 present

33 Ms. Thitibhorn Piyapongkun Program Officer 2016/08/08 present

34 Ms. Salisa Traipipitsiriwat Program Officer 2017/03/01 present

35 Ms. Jinjuta Masook Program Officer 2017/06/07 present

36 Ms. Siriboon Ketphichai Program Officer 2017/06/15 present

37 Ms. Tonghathai Likhitweerawong Program Officer 2017/08/15 present

38 Ms. Pannipa Chinavanichkit  Secretary 2003/03/24 present

39 Ms. Wipawan  Ganlanan  Secretary 2004/06/01 2013/04/30

40 Ms. Nathanan Mitkasem  Secretary 2012/09/14 2013/05/01

41 Ms. Nichaboon Angkernchok  Secretary 2013/04/22 2013/10/01

42 Ms. Leumpecharat  Wirojanap Secretary 2013/04/23 2013/06/01

43 Ms. Kanjana Jantadet Secretary 2013/08/06 2015/07/31

44 Ms. Sita Poorisongsawet Secretary 2013/11/01 2014/02/07

45 Ms. Pawitra Kreethathorn Secretary 2014/02/03 2015/09/30

46 Ms. Buchita  Binrabo Secretary 2015/08/10 2016/03/31

47 Ms. Natthawadee  Klinsawathom Secretary 2016/03/01 2016/06/13

48 Mr. Chirat  Nopsert Secretary 2016/05/02 present

５．AUN/SEED-Net 事務局タイ人スタッフリスト 
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Year Type Field‐based Name of JP prof JSU Trip Period  Trip Period  No. of day Invited MI

(D1)

Visited MI

(D1)

Purpose

 (CR, RC, JS

(JS),

Lecture)

(D2)

Visited MI

(D2)

Purpose

 (CR, RC, JS

(JS),

Lecture)

(D3)

Visited MI

(D3)

Purpose

(CR, RC, JS

(JS),

Lecture)

2013 CRI CE Professor TANAKA Hitoshi Tohoku 3‐Aug‐13 7‐Aug‐13 4 HCMUT HCMUT CRI

2013 CRI CE Professor KITAZUME Masaki TIT 4‐Aug‐13 6‐Aug‐13 2 HCMUT HCMUT CRI

2013 CRI CE Professor TANAKA Hitoshi Tohoku 27‐Oct‐13 2‐Nov‐13 6 HCMUT HCMUT CRI

2013 CRI CE Professor KITAZUME Masaki TIT 26‐Dec‐13 29‐Dec‐13 3 HCMUT HCMUT CRI

2013 CRI CE Professor TANAKA Hitoshi  Tohoku 23‐Dec‐13 29‐Dec‐13 6 HCMUT HCMUT CRI

2013 CRI EEE Prof. Onoe Takao Osaka 25‐Jul‐13 29‐Jul‐13 4 CU CU CRI

2013 CRI EneE Ms. Srikandi Novianti TIT 25‐Nov‐13 16‐Dec‐13 21 ITB ITB CRI

2013 CRI EneE Prof. Kunio Yoshikawa TIT 7‐Oct‐13 13‐Oct‐13 6 ITB ITB CRI

2013 CRI CE Prof. Dr. Hiroshi Ishii Tokai 22‐Oct‐13 26‐Oct‐13 4 HCMUT HCMUT CRI

2013 CRI CE Prof. Dr. Shigenori Tomiyama Tokai 22‐Oct‐13 28‐Oct‐13 6 HCMUT HCMUT CRI

2013 CRI EnvE Prof. Kazuo Yamamoto Tokyo  1‐Dec‐13 31‐Dec‐13 30 KU KU CRI

2013 CRI GeoE Dr. Kotaro Yonezu  Kyushu 10‐Dec‐13 14‐Dec‐13 4 UGM UGM CRI

2013 CRI ChE Prof. Dr. Hirofumi Hinode TIT 2‐Mar‐14 5‐Mar‐14 3 HCMUT HCMUT CRI

2013 CRC ChE Prof. NAKASAKI Kiyohiko TIT 13‐Mar‐14 16‐Mar‐14 3 UGM UGM CRC

2013 CRC ChE Prof. HINODE Hirofumi TIT 13‐Mar‐14 16‐Mar‐14 3 UGM UGM CRC

2013 CRC ChE Dr.Winarto Kurniawan TIT 7‐Mar‐14 16‐Mar‐14 9 UGM UGM CRC

2013 CRC GeoE Prof. IGARASHI Toshifumi Hokkaido 8‐Sep‐13 13‐Sep‐13 5 HCMUT HCMUT CRC

2013 CRC GeoE Prof. IGARASHI Toshifumi Hokkaido 4‐Dec‐13 8‐Dec‐13 4 HCMUT HCMUT CRC

2013 CRC GeoE Prof. SHIMAOKA Takayuki Kyushu 4‐Dec‐13 5‐Dec‐13 1 HCMUT HCMUT CRC

2013 CRC GeoE Yasumasa Tojo  Hokkaido 22‐Jan‐14 25‐Jan‐14 3 ITC ITC CRC

2013 CRC GeoE Prof. Tsutomu Sato Hokkaido 1‐Mar‐14 6‐Mar‐14 5 ITC ITC CRC

2013 CRC CE Prof. Dr. Eiichi Nakakita Kyoto 25‐Nov‐13 28‐Nov‐13 3 UTM UTM CRC

2013 CRC CE Assoc. Prof. Dr. Sunmin Kim Kyoto 25‐Nov‐13 28‐Nov‐13 3 UTM UTM CRC

2013 CRC ND Prof. Dr. Hiroshi Kawase Kyoto 17‐Nov‐13 23‐Nov‐13 6 UY UY CRC

2013 CRC ND Assoc. Prof. Dr. Shinichi Matsushima  Kyoto 17‐Nov‐13 23‐Nov‐13 6 UY UY CRC

2013 CRC ME/ManuE Prof. Kiyoshi Saito Waseda 14‐Jan‐14 17‐Jan‐14 3 UI UI CRC

2013 CRC ND Assoc. Prof. Hiroshi TAKAGI TIT 5‐Jan‐14 12‐Jan‐14 7 HCMUT HCMUT CRC

2013 CRC ND Assoc. Prof. Hiroshi TAKAGI TIT 9‐Mar‐14 14‐Mar‐14 5 HCMUT HCMUT CRC

2013 CRA ME/ManuE Dr. Gunawan Setia Prihandana Keio 14‐Jul‐13 17‐Jul‐13 3 UGM UGM CRA

2013 CRA GeoE Jiro TAKEMURA TIT 10‐Dec‐13 15‐Dec‐13 5 UGM UGM CRA

2013 CRA GeoE Tomohide TAKEYAMA TIT 10‐Dec‐13 15‐Dec‐13 5 UGM UGM CRA

2013 CRA EEE Prof. Yamakita  TIT 12‐Mar‐14 25‐Mar‐14 13 ITC ITC CRA

2013 CRA EEE Prof. Ishikawa Jun Tokyo Denki U 19‐Mar‐14 26‐Mar‐14 7 ITC ITC CRA

2013 CRA ChE Prof. Yasunori TANJI TIT 22‐Mar‐14 29‐Mar‐14 7 ITC ITC CRA

2013 CRA EnvE Dr. Yoshimura TIT 7‐Dec‐13 11‐Dec‐13 4 ITC ITC CRA

2013 CRA EnvE Dr. Oliver TIT 7‐Dec‐13 11‐Dec‐13 4 ITC ITC CRA

2013 CRA CIE Assoc. Prof. Dr. Masanori Sugimoto  Hokkaido 24‐Mar‐15 28‐Mar‐15 4 KMITL KMITL CRA

2013 CRA ME/ManuE Prof. Dr. Ken‐ichiro Mori Hokkaido 16‐Mar‐14 22‐Mar‐14 6 UM UM CRA

2013 CRA ND Dr. Puay How Tion Kyoto 20‐Feb‐14 3‐Mar‐14 11 USM USM CRA

2013 CRA ND Dr. KOYAMA Tomofumi Kyoto 2‐Mar‐14 8‐Mar‐14 6 USM USM CRA

2013 CRA ME/ManuE Assoc. Prof. Kurabayashi Daisuke TIT 9‐Mar‐14 13‐Mar‐14 4 UGM UGM CRA

2013 CRA CIE Prof. YAMAMOTO Yoshio Tokai 12‐Feb‐14 16‐Feb‐14 4 UGM UGM CRA KMITL Others

2013 Field‐based CE Prof. UEDA Tamon Hokkaido 14‐Nov‐13 25‐Nov‐13 11 UTM UTM JS ITB Others CU Others

2013 Field‐based CE Prof. Hajime Tamon Kyoto 1‐Dec‐13 4‐Dec‐13 3 DLSU DLSU RC 

2013 Field‐based ChE Professor Satoshi Tsuneda Waseda 1‐Dec‐13 4‐Dec‐13 3 DLSU DLSU RC 

2013 Field‐based ChE Professor Tatsuya Okubo Tokyo 1‐Dec‐13 3‐Dec‐13 2 DLSU DLSU RC 

2013 Field‐based ChE Professor Shiro Saka Kyoto 1‐Dec‐13 4‐Dec‐13 3 DLSU DLSU RC 

2013 Field‐based ChE Professor Hirofumi Hinode TIT 1‐Dec‐13 6‐Dec‐13 5 DLSU DLSU RC 

2013 Field‐based CiE Prof. Dr. Hamamoto Kazuhiko Tokai 21‐Aug‐13 24‐Aug‐13 3 KMITL KMITL RC 

2013 Field‐based CiE Prof. Dr. Onoe Takao Osaka 18‐Aug‐13 24‐Aug‐13 6 KMITL KMITL RC 

2013 Field‐based EEE Prof. Hirofumi Akagi TUT 3‐Mar‐14 5‐Mar‐14 2 UM UM RC 

2013 Field‐based EEE Prof. Dr. Jun‐ichi TAKADA TIT 3‐Mar‐14 5‐Mar‐14 2 UM UM RC 

2013 Field‐based EEE Prof. Dr. Masaaki Ikehara Keio 3‐Mar‐14 6‐Mar‐14 3 UM UM RC 

2013 Field‐based EEE Prof. Yoshikazu Miyanaga Hokkaido 1‐Mar‐14 5‐Mar‐14 4 CU CU RC  KMITL Others UM Others

2013 Field‐based EneE  Prof. Keiichi Ishihara  Kyoto 5‐Sep‐13 8‐Sep‐13 3 ITB ITB RC 

2013 Field‐based EneE Professor Hideaki Ohgaki Kyoto 6‐Sep‐13 9‐Sep‐13 3 ITB ITB RC 

2013 Field‐based EneE Prof. Jun TANIMOTO  Kyushu 5‐Sep‐13 9‐Sep‐13 4 ITB ITB RC 

2013 Field‐based EneE Prof. Kunio YOSHIKAWA TIT 5‐Sep‐13 10‐Sep‐13 5 ITB ITB RC 

2013 Field‐based EneE Prof. Dr. Osamu Fujita Hokkaido 8‐Jan‐14 12‐Jan‐14 4 ITB ITB RC

2013 Field‐based EnvE Prof. Dr. INOUE Takanobu TUT 5‐Aug‐13 10‐Aug‐13 5 UP UP JS

2013 Field‐based EnvE Prof. Dr. Yasushi KIYOKI  Keio  22‐Mar‐14 7‐Mar‐14 ‐15 CU CU Lecture NUS Others ITB Others

2013 Field‐based EnvE Prof. Dr. Kiyohiko Nakasaki TIT 8‐Oct‐13 13‐Oct‐13 5 UP UP Lecture

2013 Field‐based EnvE Associate Prof. Hisashi Satoh Hokkaido 17‐Feb‐13 19‐Feb‐13 2 CU CU Lecture

2013 Field‐based EnvE Prof. Dr. Fujii Shigeo Kyoto  20‐Nov‐13 23‐Nov‐13 3 CU CU RC

2013 Field‐based EnvE Prof. Dr. Yasushi KIYOKI Keio  17‐Nov‐13 23‐Nov‐13 6 CU CU RC

2013 Field‐based EnvE Prof. Dr. Takizawa Satoshi Tokyo 22‐Nov‐13 28‐Nov‐13 6 CU CU RC

2013 Field‐based GeoE Prof. Dr. Tsutomu Sato Hokkaido  18‐Sep‐13 22‐Sep‐13 4 UGM UGM JS

2013 Field‐based GeoE Prof. Koichiro Watanabe  Kyushu  10‐Dec‐13 15‐Dec‐13 5 UGM UGM RC

2013 Field‐based GeoE Prof.Dr.Shuji Owada Waseda 10‐Feb‐13 14‐Feb‐13 4 CU CU Lecture USM Others

2013 Field‐based GeoE  Prof. Kyuro Sasaki Kyushu 1‐Mar‐13 7‐Mar‐13 6 UGM UGM Lecture CU Others

2013 Field‐based GeoE Assoc. Prof. Yoshitada Mito Kyoto 19‐Jan‐14 25‐Jan‐14 6 UY UY Lecture UGM Others

2013 Field‐based GeoE Prof. OTAKE Tsubasa  Hokkaido 3‐Mar‐14 11‐Mar‐14 8 UGM UGM Lecture USM Others

2013 Field‐based MatE Prof. Kunio Ishikawa Kyushu 16‐Feb‐13 22‐Feb‐13 6 USM USM Others

2013 Field‐based MatE Prof.  Mitsugu Todo Kyushu 5‐Feb‐14 9‐Feb‐14 4 USM USM Others

2013 Field‐based MatE Dr. TAKAHASHI Fumitake Tokyo 10‐Mar‐14 12‐Mar‐14 2 USM USM JS

2013 Field‐based MatE Shin Mukai, Professor Hokkaido 26‐Mar‐14 30‐Mar‐14 4 USM USM Others CU Others

2013 Field‐based MatE Professor Shinnosuke Obi Keio 16‐Mar‐14 18‐Mar‐14 2 ITB ITB Others

2013 Field‐based MatE Assoc. Prof. Nobumasa SEKISHITA TUT 24‐Nov‐13 27‐Nov‐13 3 UPM UPM RC

2013 Field‐based MatE Prof. Hideki Aoyama Keio 24‐Nov‐13 29‐Nov‐13 5 UPM UPM RC

2013 Field‐based MatE PROF. DR. OBI SHINNOSUKE Keio 24‐Nov‐13 27‐Nov‐13 3 UPM UPM RC

2013 Field‐based MatE PROF. DR. YAMAMOTO YOSHIO Tokai 24‐Nov‐13 27‐Nov‐13 3 UPM UPM RC

2013 Field‐based ND Dr. Shinta Seto Nagasaki Universi24‐Jan‐14 26‐Jan‐14 2 CU CU Others

2013 Field‐based ND  Prof. Dr. Chihiro Yoshimura TIT 24‐Jan‐14 26‐Jan‐14 2 CU CU Others

2013 Field‐based ND Prof. Dr. Yusato Tachikawa Kyoto 24‐Jan‐14 26‐Jan‐14 2 CU CU Others

2013 Field‐based ND Prof. Mamoru MIMURA Kyoto 27‐Oct‐13 2‐Nov‐13 6 HCMUT HCMUT Lecture UGM Others

７．本邦教員派遣実績（JPDP） 
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2013 Field‐based ND Prof. Hiroshi FUKUOKA Kyoto 21‐Jan‐14 28‐Jan‐14 7 UGM UGM RC

2013 Field‐based ND Prof. Hemanta HAZARIKA Kyushu 21‐Jan‐14 24‐Jan‐14 3 UGM UGM RC

2013 Field‐based ND Prof. Junji KIYONO Kyoto 21‐Jan‐14 24‐Jan‐14 3 UGM UGM RC

2013 Field‐based ND Prof. Hitoshi MORIKAWA TIT 21‐Jan‐14 24‐Jan‐14 3 UGM UGM RC

2013 Field‐based ND Prof. Hiroyasu OHTSU Kyoto 21‐Jan‐14 24‐Jan‐14 3 UGM UGM RC

2013 Field‐based ND Dr. Takahiro SAYAMA Kyoto 21‐Jan‐14 24‐Jan‐14 3 UGM UGM RC

2013 Field‐based ND Prof. Koichiro WATANABE Kyushu 21‐Jan‐14 24‐Jan‐14 3 UGM UGM RC

2014 CRI ChE Prof. Yoshikawa Kunio TIT 15‐Sep‐14 20‐Sep‐14 5 HUST HUST CRI

2014 CRI ChE Prof. Yoshikawa Kunio TIT 3‐Mar‐15 11‐Mar‐15 8 HUST HUST CRI

2014 CRI CE Prof. Hiromichi Shirato Kyoto 19‐Oct‐14 22‐Oct‐14 3 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI EEE Prof. Shinji Hara Tokyo 10‐Jan‐15 14‐Jan‐15 4 HUST HUST CRI

2014 CRI MatE Prof. Keiichi N. Ishihara   Kyoto 16‐Mar‐15 20‐Mar‐15 4 HUST HUST CRI

2014 CRI ME/ManuE Prof. Manabu Tanaka Osaka 11‐Jan‐15 14‐Jan‐15 3 HUST HUST CRI

2014 CRC EnvE Asst Prof. Dr. Naoki Ikegaya Kyushu 4‐Aug‐14 16‐Aug‐14 12 UTM UTM CRC

2014 CRC EnvE Assc. Prof. Dr. Aya Hagishima Kyushu 6‐Sep‐14 20‐Sep‐14 14 UTM UTM CRC

2014 CRC EnvE Assc. Prof. Dr. Aya Hagishima Kyushu 21‐Mar‐15 21‐Mar‐15 0 UTM UTM CRC

2014 CRC MatE Prof. Kaoru Kimura Tokyo 12‐Aug‐14 16‐Aug‐14 4 UM UM CRC

2014 CRC ND Prof. DEGUCHI Ichiro Osaka 16‐Sep‐14 22‐Sep‐14 6 HCMUT HCMUT CRC

2014 CRC ND Prof. DEGUCHI Ichiro Osaka 6‐Mar‐15 9‐Mar‐15 3 HCMUT HCMUT CRC

2014 CRC ND Prof. AOKI Shin‐ichi Osaka 6‐Mar‐15 9‐Mar‐15 3 HCMUT HCMUT CRC

2014 CRC GeoE Prof. Dr. Hiroshi Kawase Kyoto 22‐Jan‐15 26‐Jan‐15 4 UY UY CRC

2014 CRC CE Prof. Koichi Maekawa Tokyo 8‐Sep‐14 10‐Sep‐14 2 ITS ITS CRC

2014 CRA ND Assoc. Prof. Dr. Hiroyuki Tsutsumi  Kyoto 15‐Jul‐14 21‐Jul‐14 6 UP UP CRA

2014 CRA ME/ManuE Prof. HIDEKI Yanada  Toyohashi 23‐Nov‐14 28‐Nov‐14 5 HUST HUST CRA

2014 CRA CIE Prof. Masanori Sugimoto Hokkaido 11‐Mar‐15 13‐Mar‐15 2 KMITL KMITL CRA

2014 CRA EneE Prof. Dr. Akihiko AZETSU Tokai 2‐Mar‐15 6‐Mar‐15 4 HCMUT HCMUT CRA

2014 CRI CE Tran Nguyen Hoang Hung Tohoku 4‐Aug‐14 8‐Aug‐14 4 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI EEE Professor TANAKA Hitoshi  Osaka 23‐Dec‐14 27‐Dec‐14 4 UP UP CRI CU CRI

2014 CRI EEE Prof. Onoe Takao Hokkaido 21‐Dec‐14 27‐Dec‐14 6 UP UP CRI CU CRI

2014 CRI EEE Prof. Dr. Miyanaga Yoshikazu Osaka 5‐Feb‐15 11‐Feb‐15 6 UP UP CRI CU CRI

2014 CRI EEE Prof. Onoe Takao Hokkaido 6‐Feb‐15 11‐Feb‐15 5 UP UP CRI CU CRI

2014 CRI EneE Prof. Dr. Miyanaga Yoshikazu TIT 5‐Feb‐15 26‐Feb‐15 21 ITB ITB CRI

2014 CRI EneE Mr. Ilman Nuran Zaini (Researcher) TIT 22‐Sep‐14 26‐Sep‐14 4 ITB ITB CRI  UGM CRI

2014 CRI EneE Prof. Dr. YOSHIKAWA Kunio TIT 15‐Sep‐14 6‐Oct‐14 21 ITB  ITB  CRI  UGM CRI

2014 CRI CE Ms. Srikandi Novianti (Researcher) Tokai 16‐Nov‐14 24‐Nov‐14 8 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI CE Prof. Dr. Shigenori Tomiyama Tokai 18‐Nov‐14 21‐Nov‐14 3 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI CE Prof. Dr. Hiroshi Ishii Tokai 24‐Feb‐15 1‐Mar‐15 5 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI CE Prof. Dr. Shigenori Tomiyama Tokai 24‐Feb‐15 1‐Mar‐15 5 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI ChE Prof. Dr. Hiroshi Ishii TIT 2‐Mar‐14 5‐Mar‐14 3 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI ChE Prof. Toshihide BaBa TIT 2‐Mar‐14 5‐Mar‐14 3 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI ChE Asst. Prof. Kuniawan Wirianto TIT 2‐Mar‐14 5‐Mar‐14 3 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI ChE Ms. Nguyen Thi Ngoc Phuong TIT 9‐Mar‐15 12‐Mar‐15 3 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI ChE Prof. Dr. Hirofumi Hinode TIT 10‐Mar‐15 12‐Mar‐15 2 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRI ChE Prof. Toshihide Baba TIT 10‐Mar‐15 12‐Mar‐15 2 HCMUT HCMUT CRI

2014 CRC ChE Prof. HINODE Hirofumi TIT 2‐Mar‐15 7‐Mar‐15 5 UGM UGM CRC

2014 CRC ChE Dr.Winarto Kurniawan TIT 2‐Mar‐15 7‐Mar‐15 5 UGM UGM CRC

2014 CRC ChE Dr. Abe Michiharu TIT 2‐Mar‐15 7‐Mar‐15 5 UGM UGM CRC

2014 CRC GeoE Prof. IGARASHI Toshifumi Hokkaido 27‐Apr‐14 30‐Apr‐14 3 HCMUT HCMUT CRC

2014 CRC GeoE Yasumasa Tojo  Hokkaido 22‐Feb‐15 25‐Feb‐15 3 ITC ITC CRC

2014 CRC GeoE Prof. Tetsuro Yoneda Hokkaido 7‐Dec‐14 14‐Dec‐14 7 ITC ITC CRC

2014 CRC GeoE Prof. Tsutomu Sato  Hokkaido 1‐Mar‐14 31‐Mar‐14 30 ITC ITC CRC

2014 CRC GeoE Prof. Tetsuro Yoneda  Hokkaido 1‐Mar‐14 31‐Mar‐14 30 ITC ITC CRC

2014 CRC ND Prof. Dr. Hiroshi Kawase Kyoto 27‐Feb‐15 2‐Mar‐15 3 UY UY CRC

2014 CRC ND Prof.D Dr. Tsutomu Sato Hokkaido 8‐Mar‐15 10‐Mar‐15 2 UY UY CRC

2014 CRC ME/ManuE Prof. Dr. Kiyoshi Saito  Waseda 28‐Aug‐14 4‐Sep‐14 7 UI  UI  CRC UTM CRC

2014 CRC ME/ManuE Keisuke Ohno Waseda 25‐Aug‐14 7‐Sep‐14 13 UI  UI  CRC UTM CRC

2014 CRC ME/ManuE Sho Yokoyama Waseda 25‐Aug‐14 7‐Sep‐14 13 UI  UI  CRC UTM CRC

2014 CRC ME/ManuE Takeru Kimura Waseda 25‐Aug‐14 7‐Sep‐14 13 UI  UI  CRC UTM CRC

2014 CRC ND Assoc. Prof. Hiroshi TAKAGI TIT 20‐Aug‐14 25‐Aug‐14 5 BUU BUU CRC

2014 CRC ND Assoc. Prof. Miguel Estaban Tokyo 21‐Aug‐14 25‐Aug‐14 4 BUU BUU CRC

2014 CRC ND Assoc. Prof. Hiroshi TAKAGI TIT 12‐Jan‐15 17‐Jan‐15 5 HCMUT HCMUT CRC ITB CRC

2014 CRC ND Assoc. Prof. Miguel Estaban Tokyo 13‐Jan‐15 17‐Jan‐15 4 HCMUT HCMUT CRC ITB CRC

2014 CRA EEE Prof. Yamakita Masaki TIT 2‐Mar‐15 15‐Mar‐15 13 ITC ITC CRA

2014 CRA EEE Prof. Ishikawa Jun Tokyo 5‐Mar‐15 15‐Mar‐15 10 ITC ITC CRA

2014 CRA ChE Prof. Yasunori TANJI TIT 7‐Mar‐15 14‐Mar‐15 7 ITC ITC CRA

2014 CRA EnvE Dr. Yoshimura TIT 31‐Aug‐14 2‐Sep‐14 2 ITC ITC CRA

2014 CRA EnvE Dr. Yoshimura TIT 7‐Mar‐15 11‐Mar‐15 4 ITC ITC CRA

2014 CRA CE Prof. John C. Wells Ritsumeikan 4‐Feb‐15 12‐Feb‐15 8 HCMUT HCMUT CRA

2014 CRA ND Assoc. Prof. Dr. Hiroyuki Tsutsumi  Kyoto 15‐Jul‐14 21‐Jul‐14 6 UP UP CRA

2014 CRA ME/ManuE Prof. HIDEKI Yanada  Toyohashi 23‐Nov‐14 28‐Nov‐14 5 HUST HUST CRA

2014 CRA CIE Prof.Masanori Sugimoto Hokkaido 11‐Mar‐15 13‐Mar‐15 2 KMITL KMITL CRA

2014 CRA EneE Prof. Dr. Akihiko AZETSU Tokai 2‐Mar‐15 6‐Mar‐15 4 HCMUT HCMUT CRA

2015 Field‐based‐based CE Assoc. Prof. Dr. Anil C. Wijeyewickrema TIT 27‐Apr‐15 3‐May‐15 6 CU CU JS

2015 Field‐based‐based CE Assoc. Prof. Dr. MATSUMOTO Takashi Hokkaido 2‐Nov‐15 4‐Nov‐15 2 UTM UTM RC

2015 Field‐based‐based CE Assoc. Prof. Dr. TAKEMURA Jiro TIT 2‐Nov‐15 5‐Nov‐15 3 UTM UTM RC TU Others

2015 Field‐based‐based CE Prof. Hiroyuki TANAKA Hokkaido 2‐Nov‐15 5‐Nov‐15 3 UTM UTM RC

2015 Field‐based‐based CE Prof. Hidenori HAMADA Kyushu 2‐Nov‐15 5‐Nov‐15 3 UTM UTM RC

2015 Field‐based‐based CE Prof. Hideyuki Horii Tokyo 20‐Mar‐15 26‐Mar‐15 6 SIIT SIIT Others

2015 Field‐based‐based ChE Prof. Shinji HASEBE Kyoto  24‐Jan‐16 28‐Jan‐16 4 UM UM Others

2015 Field‐based‐based ChE Assoc Prof. Naoya Abe TIT 9‐Mar‐16 11‐Mar‐16 2 DLSU DLSU Others

2015 Field‐based‐based ChE Dr. Shinsuke MORI TIT 10‐Mar‐16 12‐Mar‐16 2 DLSU DLSU CR

2015 Field‐based‐based ChE Prof. Hinode Hirofumi TIT 29‐Nov‐15 2‐Dec‐15 3 HUST HUST RC

2015 Field‐based‐based ChE Prof. Hajime Tamon Kyoto  29‐Nov‐15 2‐Dec‐15 3 HUST HUST RC

2015 Field‐based‐based ChE Prof. HIRAJIMA Tsuyoshi  Kyushu 2‐Mar‐16 7‐Mar‐16 5 UGM UGM Others

2015 Field‐based‐based ChE Dr Kurisu Futoshi  Tokyo 29‐Feb‐16 4‐Mar‐16 4 UM UM CR, seminar

2015 Field‐based‐based ChE Prof. YOSHIKAWA Kunio TIT 18‐Jan‐16 23‐Jan‐16 5 HCMUT HCMUT CR

2015 Field‐based‐based CIE Prof. Dr. HAMAMOTO Kazuhiko Tokai 30‐Sep‐15 3‐Oct‐15 3 HUST HUST RC

2015 Field‐based‐based CIE Prof. Dr. Ohmura Ren TUT 30‐Sep‐15 4‐Oct‐15 4 HUST HUST RC
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2015 Field‐based‐based CIE Prof. Dr. SAKAMOTO Yuji Hokkaido 30‐Sep‐15 4‐Oct‐15 4 HUST HUST RC

2015 Field‐based‐based CIE Prof. Dr. Jovilyn Fajardo Nagoya 30‐Sep‐15 4‐Oct‐15 4 HUST HUST RC

2015 Field‐based‐based CIE Prof. Dr.  Fukuda Hiroaki Shibaura 30‐Sep‐15 3‐Oct‐15 3 HUST HUST RC

2015 Field‐based‐based EEE Prof. Yukinori Kobayashi  Hokkaido 15‐Nov‐15 18‐Nov‐15 3 UP UP RC

2015 Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Takada Junichi TIT 15‐Nov‐15 18‐Nov‐15 3 UP UP RC

2015 Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Otsuki Tomoaki Keio  15‐Nov‐15 18‐Nov‐15 3 UP UP RC

2015 Field‐based‐based EneE Prof. Tetsushi Biwa Tohoku  18‐Nov‐15 21‐Nov‐15 3 UGM UGM RC

2015 Field‐based‐based EneE Prof. Ishikara Keiichi Kyushu  18‐Nov‐15 21‐Nov‐15 3 UGM UGM RC

2015 Field‐based‐based EneE Prof. Hideaki Ohgaki Kyoto  18‐Nov‐15 21‐Nov‐15 3 UGM UGM RC

2015 Field‐based‐based EneE Prof. Tanimoto Jun Kyushu  18‐Nov‐15 21‐Nov‐15 3 UGM UGM RC

2015 Field‐based‐based EnvE Prof. Kiyohiko Nakasaki  TIT 5‐May‐15 8‐May‐15 3 UP UP JS

2015 Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. Takizawa Satoshi Tokyo 23‐Aug‐15 25‐Aug‐15 2 UTM UTM RC

2015 Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. Fujii Shigeo Kyoto  20‐Aug‐15 25‐Aug‐15 5 UTM UTM RC

2015 Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. Shiro Saka Kyoto  22‐Aug‐15 26‐Aug‐15 4 UTM UTM RC

2015 Field‐based‐based EnvE Prof. Yasunori Tanji  Tokyo 14‐Oct‐15 17‐Oct‐15 3 UP UP JS

2015 Field‐based‐based EnvE Prof. Satoshi Okabe Hokkaido  20‐Nov‐15 25‐Nov‐15 5 ITB ITB Lecture

2015 Field‐based‐based EnvE Prof. Makoto Shoda TIT 1‐Feb‐16 12‐Feb‐16 11 KU KU Lecture

2015 Field‐based‐based EnvE Dr. Jenyuk Lohwacharin Tokyo 25‐Jan‐16 29‐Jan‐16 4 CU CU JS

2015 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. WATANABE Koichiro Kyushu  29‐Sep‐15 30‐Sep‐15 1 USM USM RC

2015 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. SATO Tsutomu Hokkaido 29‐Sep‐15 30‐Sep‐15 1 USM USM RC

2015 Field‐based‐based GeoE Assoc. Prof. Dr. Kotaro YONEZU Kyushu  29‐Sep‐15 30‐Sep‐15 1 USM USM RC

2015 Field‐based‐based GeoE Prof. Toshifumi IGARASHI Hokkaido 23‐Apr‐15 28‐Apr‐15 5 UGM UGM Lecture

2015 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. Carlito Baltazar Tabelin Hokkaido 29‐Sep‐15 30‐Sep‐15 1 USM USM RC

2015 Field‐based‐based GeoE Assoc. Prof. Dr. Tetsuya NAKANISHI Kyushu  29‐Sep‐15 30‐Sep‐15 1 USM USM RC

2015 Field‐based‐based GeoE Prof. HAZARIKA Hemanta Kyushu  11‐Mar‐16 16‐Mar‐16 5 UGM UGM Lecture

2015 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. SATO Tsutomu Hokkaido  7‐Mar‐16 12‐Mar‐16 5 CU CU Lecture

2015 Field‐based‐based MatE Prof. MARUYAMA Toshio TIT 29‐Oct‐15 30‐Oct‐15 1 TU TU RC

2015 Field‐based‐based MatE Prof. Atsunori MATSUDA TUT 29‐Oct‐15 30‐Oct‐15 1 TU TU RC

2015 Field‐based‐based MatE Prof. MATSUBARA Eiichiro Kyoto 29‐Oct‐15 30‐Oct‐15 1 TU TU RC

2015 Field‐based‐based MatE Prof. Kunio Ishikawa Kyushu 29‐Oct‐15 3‐Nov‐15 5 TU TU RC KU Others

2015 Field‐based‐based ME/ManuE Dr. OBI Shinnosuke,  Keio  4‐Nov‐15 7‐Nov‐15 3 UGM UGM RC

2015 Field‐based‐based ME/ManuE Dr. SEKISHITA Nobumasa TUT 4‐Nov‐15 7‐Nov‐15 3 UGM UGM RC

2015 Field‐based‐based ME/ManuE Dr. YAMAMOTO Yoshio Tokai  4‐Nov‐15 7‐Nov‐15 3 UGM UGM RC

2015 Field‐based‐based ME/ManuE Prof. Norihisa Miki Keio  4‐Nov‐15 7‐Nov‐15 3 UGM UGM RC

2015 Field‐based‐based ME/ManuE Prof. Hideki Aoyama Keio  4‐Nov‐15 7‐Nov‐15 3 UGM UGM RC

2015 Field‐based‐based ME/ManuE Prof. Dr. Yoshio Yamamoto Tokai   7‐Mar‐16 11‐Mar‐16 4 DLSU DLSU Lecture

2015 Field‐based‐based ME/ManuE Dr. OBI Shinnosuke,  Keio  24‐Mar‐16 26‐Mar‐16 2 ITB ITB JS

2015 Field‐based‐based ME/ManuE Assoc. Prof. Dr. Tadashige IKEDA  Nagoya  24‐Nov‐15 30‐Nov‐15 6 HUST HUST Others

2015 Field‐based‐based ND Prof. Dr. KIYONO Junji Kyoto  24‐Sep‐15 26‐Nov‐15 63 DLSU DLSU RC

2015 Field‐based‐based ND Prof. Dr. OHTSU Hiroyasu  Kyoto  24‐Sep‐15 26‐Nov‐15 63 DLSU DLSU RC

2015 Field‐based‐based ND Prof. Dr. Norimi Mizutani Nagoya   24‐Sep‐15 26‐Nov‐15 63 DLSU DLSU RC

2015 Field‐based‐based ND Prof. Dr. Kenichi TSUKAHARA  Kyushu  24‐Sep‐15 26‐Nov‐15 63 DLSU DLSU RC

2015 Field‐based‐based ND Prof. Dr. Shusuke Miyata Kyoto  25‐May‐15 9‐Jun‐15 15 UGM UGM Lecture

2015 Field‐based‐based ND Prof. Hazarika Hemanta Kyushu  24‐Sep‐15 26‐Sep‐15 2 DLSU DLSU RC

2015 CRI ME/ManuE Prof. Dr. Hideki Aoyama Keio  12‐Apr‐15 15‐Apr‐15 3 UPM UPM CRI

2015 CRI ME/ManuE Prof. Dr. Hideki Aoyama Keio  11‐Aug‐15 13‐Aug‐15 2 UPM UPM CRI

2015 CRI CE Prof. Kazuhiko Kasai TIT 1‐Mar‐16 4‐Mar‐16 3 ITB ITB CRI

2015 CRI CE Prof. Satoshi Yamada TIT 1‐Mar‐16 4‐Mar‐16 3 ITB ITB CRI

2015 CRI EEE Assc. Prof. Dr. Nobuhiko Nakano Keio  23‐Feb‐16 28‐Feb‐16 5 ITB ITB CRI

2015 CRC EnvE Asst. Prof. Hidenori NAKADA   Kyoto  22‐Jul‐15 30‐Jul‐15 8 HUST HUST CRC

2015 CRC EnvE Asst. Prof. Hidenori NAKADA   Kyoto  10‐Dec‐15 19‐Dec‐15 9 HUST HUST CRC

2015 CRC CIE Prof. Dr. Yasushi Yagi     Osaka  19‐Sep‐15 22‐Sep‐15 3 HUST HUST CRC

2015 CRC ChE Prof. Kiyohiko NAKASAKI TIT 1‐Sep‐15 6‐Sep‐15 5 DLSU DLSU CRC

2015 CRC ChE Prof. Hirofumi HINODE TIT 1‐Sep‐15 6‐Sep‐15 5 DLSU DLSU CRC

2015 CRC ChE Eden Gan Mariquit, Lecturer TIT 1‐Sep‐15 6‐Sep‐15 5 DLSU DLSU CRC

2015 CRC ChE Assist. Prof. Kurniawan WINARTO TIT 1‐Sep‐15 16‐Sep‐15 15 DLSU DLSU CRC

2015 CRC CE Prof. Dr. Nobuaki Otsuki TIT 10‐Dec‐15 13‐Dec‐15 3 HCMUT HCMUT CRC

2015 CRC EEE Assoc. Prof. Dr Yasue Mitsukura Keio 10‐Dec‐15 16‐Dec‐15 6 UTM UTM CRC

2015 CRC ME/ManuE Prof. Fumitake TAKAHASHI TIT 8‐Dec‐15 10‐Dec‐15 2 ITC ITC CRC

2015 CRA EnvE Asso.Prof. Chihiro Yoshimura TIT 15‐May‐15 20‐May‐15 5 ITC ITC CRA

2015 CRA EnvE Siev Sokly TIT 25‐Oct‐15 8‐Nov‐15 14 ITC ITC CRA

2015 CRA ME/ManuE Asst. Prof. Dr. KUROKAWA Yu TIT 29‐Aug‐15 7‐Sep‐15 9 HCMUT HCMUT CRA

2015 CRA MatE Prof. Dr. Kunio ISHIKAWA Kyushu 12‐Jan‐15 19‐Jan‐15 7 HCMUT HCMUT CRA USM CRA

2015 CRI ChE Prof. Yoshikawa Kunio TIT 23‐Jun‐15 26‐Jun‐15 3 HUST HUST CRI

2015 CRI ChE Prof. Yoshikawa Kunio TIT 8‐Oct‐15 11‐Oct‐15 3 HUST HUST CRI

2015 CRI ChE Prof. Yoshikawa Kunio TIT 29‐Nov‐15 6‐Dec‐15 7 HUST HUST CRI

2015 CRI ChE Prof. Yoshikawa Kunio TIT 13‐Mar‐16 20‐Mar‐16 7 HUST HUST CRI

2015 CRI CE Prof. Hiromichi Shirato Kyoto 10‐Jan‐16 13‐Jan‐16 3 HCMUT HCMUT CRI

2015 CRI EEE Prof. Shinji Hara Tokyo 27‐Mar‐16 31‐Mar‐16 4 HUST HUST CRI CU CRI

2015 CRI ME/ManuE Assoc. Prof. Dr. Koichi Mori  Nagoya 3‐Mar‐16 5‐Mar‐16 2 HUST HUST CRI

2015 CRI ME/ManuE Prof. Dr. Koji Nagata  Nagoya 2‐Mar‐16 5‐Mar‐16 3 HUST HUST CRI

2015 CRI ME/ManuE Prof. Manabu Tanaka Osaka 18‐Aug‐15 22‐Aug‐15 4 HUST HUST CRI

2015 CRC EnvE Asst Prof. Dr. Naoki Ikegaya Kyushu 9‐May‐15 24‐May‐15 15 UTM UTM CRC

2015 CRC EnvE Assc. Prof. Dr. Aya Hagishima Kyushu 10‐Jun‐15 16‐Jun‐15 6 UTM UTM CRC

2015 CRC EnvE Asst Prof. Dr. Naoki Ikegaya Kyushu 21‐Feb‐16 12‐Mar‐16 20 UTM UTM CRC

2015 CRC MatE Prof. Kaoru Kimura Tokyo 19‐Jul‐15 22‐Jul‐15 3 UM UM CRC

2015 CRC GeoE Prof. Dr. Hiroshi Kawase Kyoto 12‐Aug‐15 16‐Aug‐15 4 UY UY CRC

2015 CRC ME/ManuE Prof. Mitsuo Umezu Waseda 28‐May‐15 3‐Jun‐15 6 UTM UTM CRC

2015 CRC ME/ManuE Prof. Dr. Toru Namerikawa Keio 22‐Nov‐15 25‐Nov‐15 3 UTM UTM CRC

2015 CRC ME/ManuE Prof. Masayuki Ochiai  Tokai 21‐Feb‐16 26‐Feb‐16 5 UTM UTM CRC

2015 CRC ND Assoc. Prof. Miguel ESTEBAN Tokyo 7‐Jan‐16 15‐Jan‐16 8 HCMUT HCMUT CRC

2015 CRC ND Assoc. Prof. Hiroshi TAKAGI TIT 7‐Jan‐16 14‐Jan‐16 7 HCMUT HCMUT CRC

2015 CRC ND Assoc. Prof. Miguel ESTEBAN Tokyo 11‐Mar‐16 23‐Mar‐16 12 HCMUT HCMUT CRC

2015 CRC ND Assoc. Prof. Hiroshi TAKAGI TIT 12‐Mar‐16 23‐Mar‐16 11 HCMUT HCMUT CRC

2015 CRA ND Dr. Hiroyuki Tsutsumi Kyoto 18‐Jul‐15 23‐Jul‐15 5 UP UP CRA

2015 CRA EneE Prof. Dr. Akihiko AZETSU Tokai 13‐Mar‐16 16‐Mar‐16 3 HCMUT HCMUT CRA

2015 CRA ChE Prof. Dr. Igarashi Hokkaido 26‐Aug‐15 28‐Aug‐15 2 NUOL NUOL CRA

2015 CRA ChE Assoc. Prof. Dr. Shiro Yoshikawa TIT 25‐May‐15 29‐May‐15 4 HCMUT HCMUT CRA
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2015 CRA ND Prof. Dr. Toshihiro Asakura Kyoto 25‐Aug‐15 28‐Aug‐15 3 HCMUT HCMUT CRA

2015 CRA ND Dr. Yasuda Kyoto 25‐Aug‐15 28‐Aug‐15 3 HCMUT HCMUT CRA

2016 CRI ME/ManuE Prof. KURABAYASHI Daisuke TIT 26‐Apr‐16 29‐Apr‐16 3 UGM UGM CRI

2016 CRI CE Prof. SATO Yasuhiko Hokkaido 6‐Jun‐16 10‐Jun‐16 4 KU KU CRI

2016 CRI CE Prof. SATO Yasuhiko Hokkaido 14‐Sep‐16 23‐Sep‐16 9 KU KU CRI

2016 CRI CE Prof. SATO Yasuhiko Hokkaido 24‐Feb‐16 15‐Mar‐16 20 KU KU CRI

2016 CRI CE Miss  Kyoko Takeda Hokkaido 3‐Mar‐17 7‐Mar‐17 4 KU KU CRI

2016 CRI EneE Prof. Dr. Akihiko Azetsu Tokai 27‐Jul‐16 30‐Jul‐16 3 HCMUT HCMUT CRI

2016 CRI ND Prof. KIYONO JUNJI Kyoto 12‐Sep‐16 17‐Sep‐16 5 HCMUT HCMUT CRI

2016 CRI ND YUJI DOHI Kyoto 12‐Sep‐16 17‐Sep‐16 5 HCMUT HCMUT CRI

2016 CRI ND OHMICHI KAZUHO Kyoto 12‐Sep‐16 17‐Sep‐16 5 HCMUT HCMUT CRI

2016 CRI ME/ManuE Prof. Dr. Hideki Aoyama Keio 14‐Aug‐16 16‐Aug‐16 2 UPM UPM CRI

2016 CRI CE Asso. Prof. Dr. Yasuhiko SATO Hokkaido 1‐Dec‐16 4‐Dec‐16 3 CU CU CRI

2016 CRI GeoE  Assoc. Professor Tetsuya Nakanishi Kyushu 17‐Dec‐16 24‐Dec‐16 7 ITC ITC CRI

2016 CRI GeoE Assoc. Professor Kotaro Yonezu Kyushu 17‐Dec‐16 24‐Dec‐16 7 ITC ITC CRI

2016 CRC EneE Prof. Dr. Aya Hagishima Kyushu 10‐Jul‐16 16‐Jul‐16 6 UTM UTM CRC

2016 CRC GeoE Prof. IGARASHI Toshifumi  Hokkaido 19‐Oct‐16 23‐Oct‐16 4 HCMUT ITC CRC

2016 CRC GeoE Dr. TABELIN Carlito Baltazar  Hokkaido 19‐Oct‐16 23‐Oct‐16 4 HCMUT ITC CRC

2016 CRA ChE Prof. Motonobu Goto Nagoya 11‐Jul‐16 15‐Jul‐16 4 HUST HUST CRA

2016 CRI EEE Prof. Dr. Takao Onoye Osaka  18‐Nov‐16 23‐Nov‐16 5 UP UP CRI CU CRI

2016 CRI EEE Prof. Dr. Miyanaka Yoshikazu Hokkaido 19‐Nov‐16 24‐Nov‐16 5 UP UP CRI CU CRI

2016 CRI EEE Assoc. Prof. Dr. Masayuki Ikebe Hokkaido 30‐Oct‐16 5‐Nov‐16 6 CU CU CRI

2016 CRI EEE Prof. Dr. Takao Onoye Osaka  16‐Feb‐17 19‐Feb‐17 3 CU CU CRI

2016 CRC EnvE Asst. Prof. Hidenori NAKADA   Kyoto  21‐May‐16 29‐May‐16 8 HUST HUST CRC

2016 CRC EnvE Asst. Prof. Hidenori NAKADA   Kyoto  27‐Dec‐16 29‐Dec‐16 2 HUST HUST CRC

2016 CRC CIE Assoc. Prof. Dr. Yasushi Makihara  Osaka  22‐Feb‐17 25‐Feb‐17 3 HUST HUST CRC

2016 CRC CIE Asst. Prof. Dr. Fumio Okura   Osaka  22‐Feb‐17 25‐Feb‐17 3 HUST HUST CRC

2016 CRC CE Asst. Prof. Nobuhiro CHIJIWA TIT 10‐Dec‐15 13‐Dec‐15 3 HCMUT HCMUT CRC

2016 CRC EEE Assoc. Prof. Dr Yasue Mitsukura Keio 5‐Oct‐16 9‐Oct‐16 4 UTM UTM CRC

2016 CRC EEE Assoc. Prof. Dr. Gerard Remijn Kyushu  19‐Feb‐17 22‐Feb‐17 3 UTM UTM CRC

2016 CRC EneE Prof. Dr. Hiroshi Nabetani   Tokyo 1‐Jun‐16 5‐Jun‐16 4 HCMUT HCMUT CRC

2016 CRC EneE Prof. Dr. Hiroshi Nabetani   Tokyo 26‐Oct‐16 29‐Oct‐16 3 HCMUT HCMUT CRC

2016 CRC EEE Prof. Hideaki Fujita TIT 1‐Mar‐17 4‐Mar‐17 3 UM UM CRC

2016 CRA ChE Prof. Yasuroni Tanji TIT 23‐Oct‐16 30‐Oct‐16 7 HCMUT HCMUT CRA

2016 CRA GeoE Prof. Tetsuro Yoneda  Hokkaido   4‐Dec‐16 9‐Dec‐16 5 ITC ITC CRA

2016 Field‐based‐based CE Assoc. Prof. Thirapong Pipatpongsa Kyoto 17‐May‐16 21‐May‐16 4 CU CU JS

2016 Field‐based‐based CE Prof. Dr. Chiharu Tokoro Waseda        11‐Aug‐16 15‐Aug‐16 4 UTM UTM JS

2016 Field‐based‐based CE Prof. Akihiro Takahashi   TIT 14‐Jul‐16 16‐Jul‐16 2 CU CU JS

2016 Field‐based‐based CE Prof. Dr. MATSUMOTO Takashi Hokkaido  13‐Nov‐16 16‐Nov‐16 3 UTB UTB RC

2016 Field‐based‐based CE Assoc. Prof. Dr. TAKEMURA Jiro TIT 13‐Nov‐16 16‐Nov‐16 3 UTB UTB RC

2016 Field‐based‐based ChE Prof. Dr. HINODE Hirofumi  TIT 20‐Nov‐16 23‐Nov‐16 3 UTM UTM RC

2016 Field‐based‐based ChE Prof. Dr. TAMON Hajime  Kyoto 20‐Nov‐16 23‐Nov‐16 3 UTM UTM RC

2016 Field‐based‐based ChE Prof. Masaru OGURA  Tokyo 20‐Nov‐16 23‐Nov‐16 3 UTM UTM RC

2016 Field‐based‐based ChE Professor Umakoshi Hiroshi   Osaka 23‐Mar‐17 30‐Mar‐17 7 UM UM JS

2016 Field‐based‐based ChE Prof Motonobu Goto  Nagoya 14‐Feb‐17 18‐Feb‐17 4 UM UM CR

2016 Field‐based‐based ChE Prof. Masaru Tanaka  Kyushu 5‐Feb‐17 10‐Feb‐17 5 UGM UGM Lecture

2016 Field‐based‐based ChE PROF. NAOYUKI FUNAMIZU  Hokkaido 19‐Feb‐17 21‐Feb‐17 2 DLSU DLSU Lecture

2016 Field‐based‐based ChE Dr. Masatoshi Kubouchi TIT 12‐Mar‐17 16‐Mar‐17 4 DLSU DLSU Others

2016 Field‐based‐based CIE Prof. HAMAMOTO Kazuhiko Tokai 3‐Oct‐16 8‐Oct‐16 5 YTU YTU RC UGM Others

2016 Field‐based‐based CIE Prof. MIYANAGA Yoshikazu Hokkaido 30‐Sep‐16 5‐Oct‐16 5 CU CU RC YTU RC

2016 Field‐based‐based CIE Prof. OHMURA Ren TUT 2‐Oct‐16 6‐Oct‐16 4 YTU YTU RC

2016 Field‐based‐based CIE Prof. IWAO Sasae Keio 2‐Oct‐16 5‐Oct‐16 3 YTU YTU RC

2016 Field‐based‐based CIE Prof. ONOYE Takao Osaka 5‐Feb‐17 10‐Feb‐17 5 KMITL KMITL JS

2016 Field‐based‐based CIE Prof. HAMAMOTO Kazuhiko Tokai 6‐Mar‐17 11‐Mar‐17 5 KMITL KMITL JS

2016 Field‐based‐based EEE Prof. Yasuhiko Arakawa Tokyo 12‐May‐16 13‐May‐16 1 CU CU JS

2016 Field‐based‐based EEE Prof. Toshifumi ISE Osaka 26‐Jul‐16 3‐Aug‐16 8 ITS ITS Lecture

2016 Field‐based‐based EEE Prof. Shinji HARA Tokyo 17‐Oct‐16 22‐Oct‐16 5 UM, UTM UM, UTM Lecture CU Lecture TU Lecture

2016 Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Takada Junichi TIT 16‐Nov‐16 19‐Nov‐16 3 HUST HUST RC

2016 Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Otsuki Tomoaki Keio 16‐Nov‐16 19‐Nov‐16 3 HUST HUST RC

2016 Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Fujita Goro Shibaura 16‐Nov‐16 17‐Nov‐16 1 HUST HUST RC

2016 Field‐based‐based EneE Prof. OHGAKI Hideaki Kyoto 4‐Nov‐16 5‐Nov‐16 1 ITC ITC RC

2016 Field‐based‐based EneE Prof. ISHIHARA Keiichi Kyoto 4‐Nov‐17 5‐Nov‐17 1 ITC ITC RC

2016 Field‐based‐based EneE Prof. TANIMOTO Jun Kyushu 4‐Nov‐18 5‐Nov‐18 1 ITC ITC RC

2016 Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. Kiyohiko Nakasaki  TIT 13‐Oct‐16 16‐Oct‐16 3 UP UP JS DLSU JS

2016 Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. TAKIZAWA Satoshi  Tokyo 22‐Jan‐17 23‐Jan‐17 1 KMITL KMITL RC

2016 Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. FUKUSHI Kensuke    Tokyo 22‐Jan‐17 25‐Jan‐17 3 KMITL KMITL RC

2016 Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. Shigeo FUJII  Kyoto 22‐Jan‐17 26‐Jan‐17 4 KMITL KMITL RC

2016 Field‐based‐based EnvE Assoc.Prof.Kei Yoshimura  Tokyo 23‐Jan‐17 24‐Jan‐17 1 KMITL KMITL RC

2016 Field‐based‐based EnvE Prof. Makoto Shoda TIT 19‐Feb‐17 25‐Feb‐17 6 KU KU JS

2016 Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. Yasushi KIYOKI Keio  9‐Mar‐17 25‐Mar‐17 16 CU CU Lecture

2016 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. WATANABE Koichiro Kyushu 25‐Jul‐16 30‐Jul‐16 5 UY UY Lecture CU RC

2016 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. SATO Tsutomu Hokkaido 25‐Jul‐16 30‐Jul‐16 5 ITC ITC Lecture CU RC

2016 Field‐based‐based GeoE Assoc. Prof. Dr. YONEZU Kotaro Kyushu 24‐Jul‐16 30‐Jul‐16 6 USM USM JS CU RC

2016 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. FUJII Yoshiaki Hokkaido 27‐Jul‐16 30‐Jul‐16 3 CU CU RC

2016 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. KAWASAKI Satoru  Hokkaido 6‐Sep‐16 9‐Sep‐16 3 UGM UGM JS

2016 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. IGARASHI Toshifumi Hokkaido 6‐Sep‐16 9‐Sep‐16 3 UGM UGM JS

2016 Field‐based‐based GeoE Assoc. Prof. Dr. Prof. Dr. YONEZU Kotaro Kyushu 8‐Mar‐17 14‐Mar‐17 6 CU CU Lecture UGM Others

2016 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. SATO Tsutomu Hokkaido 18‐Dec‐16 24‐Dec‐16 6 USM USM Lecture CU Lecture

2016 Field‐based‐based MatE Prof. MARUYAMA Toshio TIT 24‐Oct‐16 27‐Oct‐16 3 UY UY RC

2016 Field‐based‐based MatE Prof. Atsunori MATSUDA TUT 24‐Oct‐16 27‐Oct‐16 3 UY UY RC

2016 Field‐based‐based MatE Prof. MATSUBARA Eiichiro Kyoto 24‐Oct‐16 27‐Oct‐16 3 UY UY RC

2016 Field‐based‐based MatE Prof. Kunio Ishikawa Kyushu 24‐Oct‐16 27‐Oct‐16 3 UY UY RC

2016 Field‐based‐based MatE Assoc. Prof. Masakazu Kawashita Tohoku 18‐Dec‐16 21‐Dec‐16 3 USM USM Others

2016 Field‐based‐based ME/ManuE Prof. Nobumasa Sekishita TUT 11‐Jan‐17 15‐Jan‐17 4 DLSU DLSU Lecture

2016 Field‐based‐based ME/ManuE Prof. Shinnosuke Obi Keio 13‐Mar‐17 17‐Mar‐17 4 ITB ITB JS KU Others

2016 Field‐based‐based ME/ManuE Prof. Yoshio Yamamoto Tokai 23‐Feb‐17 28‐Feb‐17 5 ITC ITC Others ITS Others

2016 Field‐based‐based ME/ManuE Prof. Nobumasa Sekishita TUT 16‐Mar‐17 22‐Mar‐17 6 HCMUT HCMUT Lecture HUST Lecture

2016 Field‐based‐based ND Prof. Dr. KIYONO Junji Kyoto  5‐Sep‐16 8‐Sep‐16 3 MJIIT MJIIT RC
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2016 Field‐based‐based ND Prof. Dr. OHTSU Hiroyasu Kyoto  5‐Sep‐16 8‐Sep‐16 3 MJIIT MJIIT RC

2016 Field‐based‐based ND Prof. Dr. TSUKAHARA Kenichi Kyushu 5‐Sep‐16 8‐Sep‐16 3 MJIIT MJIIT RC

2016 Field‐based‐based ND Prof. Dr. MORIKAWA Hitoshi TIT 5‐Sep‐16 8‐Sep‐16 3 MJIIT MJIIT RC

2016 Field‐based‐based ND Prof. TAKARA Kaoru  Kyoto  5‐Sep‐16 8‐Sep‐16 3 MJIIT MJIIT RC

2016 Field‐based‐based ND Prof. Dr. Yasuto Tachikawa Kyoto  24‐Jan‐17 27‐Jan‐17 3 CU CU JS

2016 Field‐based‐based ND Prof. Dr. KIYONO Junji Kyoto  25‐Jan‐17 29‐Jan‐17 4 UGM UGM Lecture

2017 Field‐based‐based CE Prof. Takashi MATSUMOTO Hokkaido 31‐Jul‐17 4‐Aug‐17 4 ITS ITS RC

2017 Field‐based‐based CE Assoc. Prof. Dr. Jiro TAKEMURA TIT 31‐Jul‐17 4‐Aug‐17 4 ITS ITS RC

2017 Field‐based‐based CE Assoc. Prof. Eiichi SASAKI TIT 31‐Jul‐17 2‐Aug‐17 2 ITS ITS RC

2017 Field‐based‐based CE Assoc. Prof. KEneEtsu UCHIDA Hokkaido 31‐Jul‐17 4‐Aug‐17 4 ITS ITS RC

2017 Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Takamichi Nakamoto  TIT 8‐May‐17 11‐May‐17 3 CU CU JS

2017 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr.  Shuji Owada Waseda 1‐Aug‐17 4‐Aug‐17 3 ITC ITC RC

2017 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. WATANABE Koichiro  Kyushu 1‐Aug‐17 4‐Aug‐17 3 ITC ITC RC

2017 Field‐based‐based GeoE Prof. Dr. SATO Tsutomu  Hokkaido 1‐Aug‐17 4‐Aug‐17 3 ITC ITC RC

2017 Field‐based‐based GeoE Assoc. Prof. Dr. Kotaro YONEZU  Kyushu 1‐Aug‐17 4‐Aug‐17 3 ITC ITC RC

2017 Field‐based‐based GeoE Prof. Mayumi Shiono Hokkaido 1‐Aug‐17 4‐Aug‐17 3 ITC ITC RC

2017 CRI CE Prof. SATO Yasuhiko Hokkaido 9‐Jun‐17 14‐Jun‐17 5 KU KU CRI

2017 CRI EneE Prof. Dr. Akihiko Azetsu Tokai 31‐May‐17 3‐Jun‐17 3 HCMUT KMITL CRI

2017 CRI EneE Prof. Dr. Akihiko Azetsu Tokai 16‐Aug‐17 19‐Aug‐17 3 HCMUT HCMUT CRI

2017 CRI CE Asso. Prof. Dr. Yasuhiko SATO Hokkaido 21‐Aug‐17 25‐Aug‐17 4 CU CU CRI

2017 CRC CE Prof. Junji Kiyono  Kyoto 24‐May‐17 28‐May‐17 4 YTU YTU CRC

2017 CRC EneE Prof. Dr. Aya Hagishima Kyushu 9‐Jul‐17 17‐Jul‐17 8 UTM UTM CRC

2017 CRC GeoE Prof. Takashi Tokumasu Tohoku 13‐Aug‐17 19‐Aug‐17 6 UI UI CRC

Expected Field‐based‐based ChE Prof. Minoru MIYAHARA Kyoto 0 DLSU DLSU RC

Expected Field‐based‐based ChE Prof. HINODE Hirofumi TIT 0 DLSU DLSU RC

Expected Field‐based‐based ChE Prof. Masaru OGURA   Tokyo 0 DLSU DLSU RC

Expected Field‐based‐based CIE Prof. MIYANAGA Yoshikazu Hokkaido 29‐Nov‐17 2‐Dec‐17 3 HCMUT HCMUT RC

Expected Field‐based‐based CIE Prof. HAMAMOTO Kazuhiko Tokai 29‐Nov‐17 2‐Dec‐17 3 HCMUT HCMUT RC

Expected Field‐based‐based CIE Prof. MIURA Jun TUT 29‐Nov‐17 2‐Dec‐17 3 HCMUT HCMUT RC

Expected Field‐based‐based CIE Prof. MIYANAGA Yoshikazu Hokkaido 29‐Nov‐17 2‐Dec‐17 3 HCMUT HCMUT RC

Expected Field‐based‐based CIE Prof. HAMAMOTO Kazuhiko Tokai 29‐Nov‐17 2‐Dec‐17 3 HCMUT HCMUT RC

Expected Field‐based‐based CIE Prof. MIURA Jun TUT 29‐Nov‐17 2‐Dec‐17 3 HCMUT HCMUT RC

Expected Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Takada Junichi TIT 0 RC

Expected Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Otsuki Tomoaki Keio 0 RC

Expected Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Junya Suehiro Kyushu 0 RC

Expected Field‐based‐based EEE Prof. Dr. Naoki Hayakawa Nagoya 0 RC

Expected Field‐based‐based EneE Prof. OHGAKI Hideaki Kyoto 8‐Nov‐17 12‐Nov‐17 4 UY & YTU UY RC YTU RC

Expected Field‐based‐based EneE Prof. ISHIHARA Keiichi Kyoto 8‐Nov‐17 12‐Nov‐17 4 UY & YTU UY RC YTU RC

Expected Field‐based‐based EneE Prof. TANIMOTO Jun Kyushu 8‐Nov‐17 12‐Nov‐17 4 UY & YTU UY RC

Expected Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. TAKIZAWA Satoshi  Tokyo 30‐Oct‐17 1‐Nov‐17 2 HUST HUST RC

Expected Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. FUKUSHI Kensuke    Tokyo 30‐Oct‐17 1‐Nov‐17 2 HUST HUST RC

Expected Field‐based‐based EnvE Prof. Dr. FUJII Shigeo Kyoto 30‐Oct‐17 1‐Nov‐17 2 HUST HUST RC

Expected Field‐based‐based GeoE Prof. Igarashi  Hokkaido 0 JS

Expected Field‐based‐based GeoE Prof. Kawasaki Kyushu 0 JS

Expected Field‐based‐based GeoE Prof. Dr.  Shuji Owada Waseda 0 JS

Expected Field‐based‐based MatE Prof. Dr. Katsuyoshi Kondoh Osaka 24‐Oct‐17 26‐Oct‐17 2 UM UM Others

Expected Field‐based‐based MatE Prof. Dr. MATSUMOTO Akihiko TUT 11‐Dec‐17 14‐Dec‐17 3 USM USM RC

Expected Field‐based‐based MatE Prof. Hiromi Miura TUT 11‐Dec‐17 14‐Dec‐17 3 USM USM RC

Expected Field‐based‐based MatE Prof. Yoshiyuki Suda TUT 11‐Dec‐17 14‐Dec‐17 3 USM USM RC

Expected Field‐based‐based MatE Assoc. Prof. Masakazu Kawashita Tohoku 11‐Dec‐17 14‐Dec‐17 3 USM USM RC

Expected Field‐based‐based MatE Prof. MATSUDA Atsunori  TUT 11‐Dec‐17 14‐Dec‐17 3 USM USM RC

Expected Field‐based‐based MatE Prof. MATSUBARA Eiichiro Kyoto 11‐Dec‐17 14‐Dec‐17 3 USM USM RC

Expected Field‐based‐based MatE Prof. Masahiro Susa TIT 11‐Dec‐17 14‐Dec‐17 3 USM USM RC

Expected Field‐based‐based ND Prof. Dr.  KIYONO Junji Kyoto 19‐Sep‐17 22‐Sep‐17 3 CU CU RC

Expected Field‐based‐based ND Prof. Dr. OHTSU Hiroyasu Kyoto 19‐Sep‐17 22‐Sep‐17 3 CU CU RC

Expected Field‐based‐based ND Prof. Dr. TSUKAHARA Kenichi Kyushu 19‐Sep‐17 22‐Sep‐17 3 CU CU RC

Expected Field‐based‐based ND Prof. Dr. MORIKAWA Hitoshi TIT 19‐Sep‐17 22‐Sep‐17 3 CU CU RC

Expected Field‐based‐based ND Prof. Dr. KIYOKI Yasuki Keio 19‐Sep‐17 26‐Sep‐17 7 CU CU Others

Expected Field‐based‐based ND Prof. Dr. TACHIKAWA Yasuto Kyoto 19‐Sep‐17 22‐Sep‐17 3 CU CU RC

Expected CRI ND Prof. KIYONO JUNJI Kyoto 17‐Oct‐17 21‐Oct‐17 4 HCMUT HCMUT CRI

Expected CRI ND Takuya IWAHASHI  Kyoto 17‐Oct‐17 21‐Oct‐17 4 HCMUT HCMUT CRI

Expected CRI ND Naoki BANDO Kyoto 17‐Oct‐17 21‐Oct‐17 4 HCMUT HCMUT CRI

Expected CRC GeoE Prof. Toshifumi Igarashi  Hokkaido 19‐Oct‐17 22‐Oct‐17 3 HCMUT HCMUT CRC

Expected CRA ND Prof. Dr. KIYONO Junji Kyoto 8‐Oct‐17 11‐Oct‐17 3 USM USM CRA
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2013 1 CIE
Dr. Vimontha

Khieovongphachanh
NUOL Tokai Prof. Dr. Kazuhiko Hamamoto 01 May 13 ‐ 30 May 13 30

The image quality evaluation of medical ultrasonic image without

reference and its application to education of ultrasonographer

2013 2 CE
Asst. Prof. Nursyamsu

Hidayat
UGM Hokkaido Assoc. Prof. Kunihiro Kishi 1 Jul 13 ‐ 30 Jul 13 30

Evaluation of Willingness to Buy Commuter Train Ticket among Three

Medium Cities

2013 3 MatE  Dr. YEOH FEI YEE USM Hokkaido Prof. Shin Mukai 1 Jul 13 ‐ 30 Jul 13 30 Comparative Study on ACF & Carbon Cryogel

2013 4 CIE Dr. Ngo Lam Trung HUST Shibaura Prof. Makoto Mizukawa 1 Jul 13 ‐ 30 Jul 13 30 Research on Commonsense Knowledge Base for Table Cleaning Task

2013 5 CIE Dr. Nur Rohman Rosyid UGM Tokai Prof. Ishii Hiroshi 1 Jul 13 ‐ 31 Jul 13 30 Analysis on Malware Behavior Based on the Hash Values Data Minine

2013 6 CIE Dr. NGO HONG SON HUST Kyoto Prof. Yasuo Okabe 1 Jul 13 ‐ 31 Jul 13 30
Advanced methods for survivable network virtualization for Future

Internet

2013 7 MatE Dr. Nathaporn Prornros KMITL Kyushu
Assoc. Prof. YOSHITAKE

Tsuyushi
1 May 13 ‐ 31 May 13 30

Preparati on and Ch aracte rizati on of Carbo n ‐doped n ‐Type N C‐ FeS

i2lp‐Type Si Heterojunction Photodiodes

2013 8 EEE Assoc. Prof. Vu Van Yem HUST TIT Prof. Kiyomichi Araki 1 Nov 13 ‐ 30 Nov 13 30
Design and implementation of compact antennas using metamaterial

for multiple input multiple output wireless communication systems

2013 9 CIE
Mr. Sisongkham

Phimmasean
NUOL TIT Prof. JUNICHI Takada 1 Nov 13 ‐ 30 Nov 13 30

Wireless Communication Network Using for Localization in Indoor and

Outdoor

2013 10 CIE Dr. Tran Quang Vinh HUST Shibaura Prof. Miyoshi Takumi 17 Jun 13 ‐ 16 Jul 13 30
Real‐time energy‐efficient target tracking system using wireless sensor

networks

2013 11 CE Dr. HENG Sokbil ITC TIT Assoc. Prof. TAKEMURA Jiro 17 May 13 ‐ 30 May 13 14
Shear Strength of clay seam under constant volume box shear test and

triaxial

2013 12 MatE Dr. Pham Trung Kien HCMUT Kyoto Prof. Tabata Yasuhiko 2 May 13 ‐ 1 Jun 13 30
Preparation of biocomposite Hydroxyapatite/PCL for bone tissue

replacement

2013 13 MatE Ms. Tya Indah Arifta UGM Kyushu Prof. Kunio Ishikawa 6 May 13 ‐ 4 Jun 13 30
Process Development of Biocompatible Material of Carbonate Apatite

Derived from Indonesian Natural Resources

2013 14 CE
Dr. RAKTIPONG

SAHAMITMONGKOL
TU Hokkaido Prof. YOKOTA Hiroshi 9 Dec 13 ‐ 7 Jan 14 30

Development of Probability‐Based Durability Design Methodology

Against Chloride‐Induced Corrosion

2013 15 EnvE
Mr. BANTHASITH

VONGPHUTHONE
NUOL Hokkaido Prof. Toshifumi Igarashi 01 Aug 13 ‐ 30 Aug 13 30 The toxic from Vangmieng coal mine in Laos

2013 16 ChE Dr. Dang Minh Hieu HUST Osaka Prof. Masahiro Kino‐oka 1 May 13 ‐ 30 May 13 30
Construction of in vitro culture system for estimation of angiogenesis by

cell sheet

2013 17 EnvE Dr. Adi Setyo Purnomo ITS Kyushu Prof. KONDO Ryuichiro 1 May 13 ‐ 30 May 13 30
Biodegradation of DDT by combination of white‐rot fungus Pleurotus

ostreatus and biosurfactant‐producing bacteria Bacillus subtilis.

2013 18 EnvE
Asst. Prof. Mohammad

Kholid Ridwan
UGM TIT Prof. Kanda Manabu 10 Jun 13 ‐ 10 Jul 13 30 Preliminary Study On Assessment Of Urban Meteorological Data

2013 19 ChE
Assoc. Prof. Manop

Charoenchaitrakool
KU Osaka Prof. YAMASHITA Hiromi 15 Oct 13 ‐ 13 Nov 13 30 Preparation of surface modification of porous siliceous materials.

2013 20 ChE
Asst. Prof. Rino Rakhmata

Mukti
ITB Tokyo Prof. Tatsuya Okubo 2 Jan 14 ‐ 31 Jan 14 30

NOVEL NANOSHEET ZEOLITE TO REVEAL THE CONCEPT OF CRYSTAL‐

FACE DEPENDANT CATALYSIS

2013 21 EnvE
Asst. Prof. Wawan

Budianta
UGM TIT Prof. Hirofumi Hinode 23 Aug 13 ‐ 2 Sep 13 11

Heavy metal sequential extraction methods—A modification for tropical

soils

2013 22 EnvE Mr. Suchat Leungprasert KU TIT
Assoc. Prof. Chichiro

Yoshimura
26 Jan 14 ‐ 15 Feb 14 21

Development of Distributed Contaminant Transport Model at the Lower

Chao Phraya Basin

2013 23 EneE
Assoc. Prof. Winai

Liengcharernsit
KU TIT

Assoc. Prof. KINOUCHI

Tsuyoshi
8 May 13 ‐ 7 Jun 13 30

Development of Mathematical Models for Flood Routing in the Chao

Phraya River Basin

2013 24 ND  Dr. Sompratana Ritphring KU Tohoku Prof. TANAKA Hitoshi 1 Jun 13 ‐ 30 Jun 13 30 Development of methodology for defining coastal setback line

2013 25 ME Dr. Adhika Widyaparaga UGM Kyushu Prof. Yasuyuki Takata 1 July 13 ‐ 30 July 13 30
Dual Acoustic Driver Travelling wave Thermoacoustic

Refrigerator/Heater

2013 26 ME Dr. LE XUAN TRUONG HUST Nakoya Assoc. Prof. Tadashige Ikeda 6 Jul 13 ‐ 4 Aug 13 30

Investigation of Material Behavior of several Composite Materials,

which Expect to Apply for Aviation Materials, under Compression After

Impact (CAI) Testing

2013 27 ND Dr. LAU TZE LIANG USM Kyoto Prof. Takashi Hosada 1 Aug 13 ‐ 30 Aug 13 30 Numerical Model for Tsunami Runup

2013 28 GeoE
Mr. Phanthoudeth

Pongpanya
NUOL Kyushu Assoc. Prof. SHIMADA Hideki 15 Sep 13 ‐ 14 Oct 13 30

Rock properties determination (cohesion, friction angle) using as a

fundamental data for rock slope stability analysis at open pit mine

based on analysis result of Unixial Compressive Strength of intact rock

(UCS) by using Triaxial Testing Method

2013 29 EneE Dr. Yanisa Laoong‐u‐thai BUU TIT Prof. HINODE Hirofumi 10 Oct 13 ‐ 19 Nov 13 30
Methanogenic bacteria identification from shrimp pond sediment for

Biogas production

2013 30 ME Dr. Ly Hung Anh HCMUT TIT Prof. Hirotsugu Inoue 14 Oct 13 ‐ 13 Nov 13 30
Heat Conduction Effect in Rapid Evaluation of Fatgue Limit through

Temperature Evolution

2014 31
 Materials Engineering

(MatE)
Dr. Promros Nathaporn KMITL

 Kyushu

University

Assc. Prof. Dr. Yoshitake

Tsuyoshi
1 Apr, 2014‐30 Apr, 2014 30

Investigation of Electrical Properties in Heterojunction Comprising Iron

Disilicide and Silicon

2014 32

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Assc. Prof. Dr. Mohd

Ariffin Mohd Khairol Anuar
UPM Keio University Prof. Hideki Aoyama 6 Jul, 2014‐19 Jul, 2014 14

PARAMETERS OPTIMIZATION FOR MACHINING CFRP‐ALUMINUM

COMPOSITE LAMINATES

2014 33
 Computer and Information

Engineering (CIE)

Mr. PHIMMASEAN

SISONGKHAM
NUOL

Tokyo Institute

of Technology
Prof. Dr. Jun‐ichi Takada

1 Nov, 2014‐30 Nov,

2014
30

Wireless Network Technology for localization, Tracking System and

Security Alert in Indoor and Outdoor

2014 34  Chemical Engineering (ChE) Dr. NGUYEN QUANG LONG HCMUT
Tokyo Institute

of Technology
Prof. Dr. Hinode Hirofumi

15 Jul, 2014‐15 Aug,

2014
30 Characterization of  novel materials for H2S removal application

2014 35  Chemical Engineering (ChE) Dr. Shamiri Ahmad UM
Tokyo Institute

of Technology
Prof. Dr. ITO Akira

1 Oct, 2014‐30 Oct,

2014
30

Carbon Dioxide Capture Using a Novel and Environmentally Friendly

Method

2014 36
 Computer and Information

Engineering (CIE)
Dr. Ngo Lam Trung HUST

Shibaura

Institute of

Technology

Prof. Dr. Mizukawa Makoto 1 Jul, 2014‐30 Jul, 2014 30 Integrated Scene Understanding for Home Service Robot

2014 37  Energy Engineering (EneE) Prof. Creencia Eulalio MSU‐IIT
Tokyo Institute

of Technology
Prof. Yoshikawa Kunio 7 May, 2014‐5 Jun, 2014 29

Coconut Shell Gasification and Low‐cost Tar Removal for the Generation

of Electricity.

2014 38
 Environmental Engineering

(EnvE)

Asst. Prof. Dr.

Punyapalakul Patiparn
CU

The University of

Tokyo
Prof. Dr. Takizawa Satoshi

18 Apr, 2014‐17 May,

2014
30

The interaction between nanomaterials and pharmaceutical residues in

the presence of natural organic matters

2014 39
 Environmental Engineering

(EnvE)

Asst. Prof. Mosqueda

Alexander
MSU‐IIT

Tokyo Institute

of Technology
Prof. Dr. Yoshikawa Kunio

13 Oct, 2014‐13 Nov,

2014
30

Co‐combustion of Coal Blended with Hydrothermally Treated Paper Mill

Solid Wastes and Municipal Solid Wastes

2014 40
 Materials Engineering

(MatE)
Dr. CHING YERN CHEE UM

Kyushu

University
Assc. Prof. Dr. Mitsugu Todo

19 Oct, 2014‐4 Nov,

2014
17

Preparation and Characterization of Natural Material Based Composite

Scaffolds for Tissue Engineering Applications

2014 41

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

‐ TRAN LAM HUST Osaka University
Assc. Prof. Dr. NISHIKAWA

HIROSHI

1 May, 2014‐31 May,

2014
30

APPLICATION OF PLASMA‐MIG HYBRID WELDING TO JOINT HEAVY

THICK  PLATES  OF  STEEL.

2014 42

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Dr. LE XUAN TRUONG HUST
Nagoya

University

Assc. Prof. Dr. Tadashige

IKEDA

16 Jul, 2014‐14 Aug,

2014
29

Experimental and Simulation Study of Carbon Fiber Reinforce Plastic

(CFRP)

2014 43

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Dr. Widyaparaga Adhika UGM
Kyushu

University
Dr. Takata Yasuyuki

1 Oct, 2014‐30 Oct,

2014
30

Heat transfer improvement via wettability alteration using ultraviolet

irradiated ZnO coated surfaces for industrial spray cooling applications

2014 44
 Environmental Engineering

(EnvE)

Assc. Prof. Dr.

RESURRECCION

AUGUSTUS COOPER

UP
Hokkaido

University
Prof. Dr. Igarashi Toshifumi

17 May, 2014‐2 Jun,

2014
17

GROUNDWATER FLOW AND HEAVY METAL TRANSPORT MODELING

NEAR MINING SITES

2014 45  Civil Engineering (CE)
Asst. Prof. Dr. Pansuk

Withit
CU

Hokkaido

University
Assc. Prof. Dr. Sato Yasuhiko 1 Jun, 2014‐30 Jun, 2014 30

Simulation of Concrete under Normal Condition and Fire Exposure by

Rigid Body Spring Model

８．本邦短期研修・研究プログラム実績（SRJP） 
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No. of Days Research Title

2014 46 #REF! #REF! HCMUT
Tohoku

University
Prof. Hitoshi Tanaka #REF! 10

2014 47  Civil Engineering (CE) Dr. Saengsoy Warangkana TU
Hokkaido

University
Prof. Nawa Toyoharu

1 May, 2014‐30 May,

2014
30 Deterioration of Concrete due to Alkali Silica Reaction (ASR)

2014 48  Civil Engineering (CE)
Dr. ABDUL SUKOR NUR

SABAHIAH
USM Kyoto University Prof. FUJII SATOSHI

16 Aug, 2014‐6 Sep,

2014
22

 INTEGRATION OF TRAVEL BEHAVIOUR MODIFICATION TECHNIQUE

AND INTELLIGENT TRANSPORT SYSTEM (ITS) TOWARDS SUSTAINABLE

PUBLIC BUS SERVICE IN PENANG ‐ADAPTATION FROM JAPANESE

EXPERIENCE.

2014 49
 Computer and Information

Engineering (CIE)
Dr. Pasupa Kitsuchart KMITL

 Hokkaido

University
Prof. Dr. Sugimoto Masanori 1 Jul, 2014‐30 Jul, 2014 30 Prediction of Eye Gaze Behavior with Image Features

2014 50
 Environmental Engineering

(EnvE)
Dr. TRAN LE MINH HUST Kyoto University Prof. Dr. Fujii Shigeo 1 Jul, 2014‐30 Jul, 2014 30

An evaluation of using green bean hull to removal Pb(II) and Zn(II) from

aqueous solution

2014 51

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

‐ HONG DUC THONG HCMUT
Hokkaido

University
Prof. Dr. FUJITA OSAMU

15 Jun, 2014‐14 Jul,

2014
30

Investigation of Soot Formation Characteristics of Various Kinds of Fuels

(derived from fossil and bio‐source) in Atmospheric Conditions

2014 52
 EEE (Electrical and

Electronics Engineering (EEE)
DR. ASFANI DIMAS ANTON ITS

NAGOYA

UNIVERSITY
Prof. Dr. HAYAKAWA NAOKI 5 Aug, 2014‐4 Sep, 2014 30

Design On‐line remote monitoring and Diagnosis for condition

assessment of Wind Turbine Generator

2014 53
 Computer and Information

Engineering (CIE)
Dr. Nguyen Huu Phat HUST

Shibaura

Institute of

Technology,

Japan

Prof. Dr. Takumi  Miyoshi
15 Aug, 2014‐14 Sep,

2014
30

Designing an energy‐efficient surveillance system for machine to

machine (M2M) networks

2014 54
 EEE (Electrical and

Electronics Engineering (EEE)
Dr. Ismail Zool UTM Kyoto University Prof. Dr. Sugie Toshiharu

2 Sep, 2014‐21 Sep,

2014
20 Robust Formation Control for a Swarm of Mobile Robots

2014 55  Energy Engineering (EneE) Dr. Pham Anh HCMUT Tokai University Prof. Dr. AZETSU Akihiko
2 Nov, 2014‐29 Nov,

2014
28

A Study on the Spray Combustion Characteristics of Biodiesel Fuel from

Rubber Seed Oil Using Supercritical Methanol

2014 56
 Geological and Geo‐

Resource Engineering (GeoE)

Asst. Prof. Dr. Budianta

Wawan
UGM

Tokyo Institute

of Technology
Prof. Hinode Hirofumi

15 Aug, 2014‐30 Aug,

2014
15 The use of natural zeolite for geoenvironmental application

2014 57  Natural Disaster (ND) Dr. Myo Thant UY  Kyoto University Dr. Kawase Hiroshi
28 Apr, 2014‐28 May,

2014
30

Development of Seismic Microzonation Maps of Yangon City based on

Probabilistic Approach together with Field Investigation

2014 58  Chemical Engineering (ChE)
Asst. Prof. Dr. Tonanon

Nattaporn
CU

Hokkaido

University
Prof. Dr. Mukai Shin

1 Aug, 2014‐10 Aug,

2014
10 nanoporous carbon materials

2014 59
 Materials Engineering

(MatE)

Asst. Prof. KHEAWHOM

SOORATHEP
CU

Hokkaido

University
Prof. Dr. Yonezawa Tetsu

1 Oct, 2014‐30 Oct,

2014
30 Stable copper‐based conductive ink based on copper alloy nanoparticles

2014 60  Natural Disaster (ND)
Assc. Prof. Dr. Rahardjo

Adam Pamudji
UGM

Kyoto

University
Prof. Dr. Fujita Masaharu

22 Jun, 2014‐22 Jul,

2015
30

Study on implementation of the GIS based integrated sediment

production, supply and transport model on the Sakurajima Volcano area.

2015 61 EnvE
Dr. Liengcharernsit Winai KU TIT Dr. Kinouchi Tsuyoshi 15 May, 2015‐13 Jun,

2015

30 Development of an Optimization Model for Water Pollution Control with

Application to Pong River, Northeastern Thailand

2015 62 EEE
Dr. Sulthoni Muhammad

Amin

ITB‐INA TIT Prof. Dr. Oda Shunri 31 May, 2015‐24 Jun,

2015

25 Study of Silicon Nanowire Growth using Gold Nanoparticles Catalyst

Prepared by Turkevich Method

2015 63 CE
Asst. Prof. ROXAS CHERYL

LYNE

DLSU TIT Asst. Prof. NISHIDA

TAKAHIRO

1 May, 2015‐31 May,

2015

30 INVESTIGATION OF STEEL CORROSION IN CONCRETE MIXED WITH

SEAWATER DUE TO CRACKS AND COLD‐JOINTS

2015 64 CIE
Dr. Wibirama Sunu UGM Tokai Prof. Dr. Hamamoto Kazuhiko 3 May, 2015‐30 May,

2015

28 Real‐time fingers tracking in 3D space for preliminary design of

markerless _x000D_Indonesian sign language translation system.

2015 65 ChE
Asst. Prof. Dr. Hansupalak

Nanthiya

KU TIT Assc. Prof. Dr. Ookawara

Shinichi

3 Jan, 2016‐30 Jan, 2016 28 Understanding of the use, design, and modeling microreactors for

reactions

2015 66 ChE
Dr. Shamiri Ahmad UM TIT Prof. Dr. ITO Akira 1 Sep, 2015‐30 Sep,

2015

30 Carbon Dioxide Capture Using a Novel and Environmentally Friendly

Method

2015 67 CE
Asst. Prof. Dr. Hejazi

Farzad

UPM TIT Assc. Prof. Dr.

Wijeyewickrema Anil C.

27 Jul, 2015‐26 Aug,

2015

30 Development of earthquake energy dissipation systems and evaluation

seismic vulnerability of structure.

2015 68 EneE
Dr. MdKasmani Rafiziana UTM Tokyo Prof. Dobashi Ritsu 1 Sep, 2015‐30 Sep,

2015

30 Effects of flame propagation behavior and the burning characteristics of

H2/Biogas/N2 blended fuels on gas explosion

2015 69 EnvE
Asst. Prof. Diola Ma. Brida

Lea D.

UPD Keio Prof. Kobayashi Hikaru 12 Jul, 2015‐1 Aug, 2015 21 Risk assessment of mercury contamination and exposure in residential

communities near small‐scale gold mining sites in the Philippines

2015 70 ME/ManuE

Dr. Setiawan Rachman ITB‐INA Hokkaido Prof. Nakamura Takashi 5 Aug, 2015‐6 Sep, 2015 30 Fracture behaviour of metallic plate under bi‐axial stress simulating

internal pressure on pressure vessels, as common static mechanical

equipment in oil‐gas and process industries.

2015 71 ChE

Dr. NGUYEN QUANG‐

LONG

HCMUT TIT Prof. Dr. Hinode Hirofumi 15 Jul, 2015‐15 Aug,

2015

30 Effect of preparation conditions on the morphology and structural

properties of ZnO supported on mesoporous and microporous materials

for application in gaseous pollutant removal.

2015 72 CIE

Dr. Wibawa Adhi Dharma ITS TIT Prof. Dr. Nakashima Motomu 10 May, 2015‐10 Jun,

2015

30 Sensitivity study of muscle activity prediction of Musculoskeletal

modeling during Normal Walking, Forward Hopping, Side Jumping and

Knee flexion by using EMG as comparison and finding the best match

between the two

2015 73 EnvE
Asst. Prof. Orozco

Christian Rodriguez

UPD TUT Prof. Dr. Takanobu Inoue 5 Jul, 2015‐1 Aug, 2015 28 Assessment of Heavy Metal Contamination in Surface Water and

Sediments of Rivers nearby Mining Sites

2015 74 CIE Dr. Hoang Van Hiep HUST SIT Prof. Dr. Miyoshi Takumi 1 Jul, 2015‐30 Jul, 2015 30 On Developing P2P Localization System Conserving QoS and QoE

2015 75 EneE
Dr. Bin Zulkiflee Lubes Zul

Ilham

UM Kyoto Prof. Dr. Saka Shiro 16 Oct, 2015‐14 Nov,

2015

30 Conversion of Glycerol from Biodiesel Industry to Glycerol Carbonate via

Non‐Catalytic Supercritical Dialkyl Carbonates

2015 76 MatE
Dr. LE THI BANG UM Kyushu Prof. Dr. ISHIKAWA Kunio 4 May, 2015‐3 Jun, 2015 30 Characterization and biological performance of hydroxyapatite derived

from eggshell as calcium precusor

2015 77 ChE
Dr. Roswanda Robby ITB‐INA Osaka Prof. Dr. Sakurai Hidehiro 1 Jun, 2015‐1 Jul, 2015 30 The study of  new combinations of gold bimetallic alloy nanoclusters

(Au‐Pt; Au‐Ag) as effective catalysts for Ullmann coupling

2015 78 EneE
Prof. Dr. Saptoadi Harwin UGM Kyoto Prof. Dr. Ishihara Keiichi 11 May, 2015‐26 May,

2015

16 Rebound Effect of LCGC (Low Cost Green Cars) in Indonesia

2015 79 ChE
Dr. Yuliansyah Ahmad

Tawfiequrrahman

UGM Kyushu Prof. Dr. Hirajima Tsuyoshi 5 Sep, 2015‐29 Sep,

2015

25 Upgrading of Biomass Wastes from Corn Residues by Hydrothermal

Treatment

2015 80 EEE

Dr. NGUYEN XUAN TUNG HUST SIT Prof. Dr. FUJITA GORO 1 Jul, 2015‐30 Jul, 2015 30 Reliability Improvement of a Radial Distribution Feeder Using Multi‐

function Fault Passage Indicators

2015 81 EnvE
Dr. Dang Hieu HUST Waseda Prof. Dr. Sakakibara Yutaka 15 May, 2015‐14 Jun,

2015

30 Remediation technology for emerging pollutants

2015 82 GeoE
‐ PHONEKEO Vithaya NUOL Kyushu Assc. Prof. Dr. SHIMADA

Hideki

12 May, 2015‐11 Jun,

2015

30 Establish Appropriate Design Parameters for Slopes in Weathered Zone"

Case study: Khanong B4 Pit in Sepon Gold Mine, Laos.

2015 83 GeoE

Dr. Tun Naing UY Kyoto Prof. Dr. Kawase Hiroshi 1 Jun, 2015‐1 Jul, 2015 30 Identification of the most Appropriated Subsurface Soil Model for

Mandalay City in Myanmar based on S‐wave Velocity Inversion from

Observed Microtremor HVRs

2015 84 GeoE

Assc. Prof. Dr. Budianta

Wawan

UGM TIT Prof. Dr. Hinode Hirofumi 1 Sep, 2015‐15 Sep,

2015

15 The use of Natural Zeolite from Yogyakarta for Remediation of Acid

Mine Drainage (AMD)

in Central Java Mining Area, Indonesia

2015 85 EnvE
Assc. Prof. Dr.

Punyapalakul Patiparn

CU Tokyo Prof. Dr. Takizawa Satoshi 1 Nov, 2015‐30 Nov,

2015

30 Effect of biofilm and dissolved organic matter on the occurrence of

disinfection by‐products (DBPs) in water supply network

2015 86 ND
Prof. Dr. Oreta Andres

Winston

DLSU Nagoya Prof. Dr. Nakamura Hikaru 3 Jun, 2015‐14 Jun, 2015 12 Survey of Earthquake Risk Mitigation & Retrofitting Strategies for

Concrete Structures for Local Adoption in the Philippines

2015 87 MatE
Dr. Promros Nathaporn KMITL Kyushu Assc. Prof. Dr. Yoshitake

Tsuyoshi

1 Jun, 2015‐30 Jun, 2015 30 Electrical Characterization of β‐FeSi2/Si and B‐doped UNCD/a‐C:H/Si

Heterojunctions

2015 88 MatE
Assoc. Prof. Opaprakasit

Pakorn

TU TIT Prof. Kikutani Takeshi 1 Jun, 2015‐30 Jun, 2015 30 Title: Development of Nanomaterials for Use in Biomedical Applications

2015 89 EEE
Dr. Panyavaraporn Jantana BUU Hokkaido Prof. Yoshikazu Miyanaga 27 Jul, 2015‐23 Aug,

2015

28 Error Concealment Algorithm for High Efficiency Video Coding (HEVC)

2015 90 ME/ManuE
Dr. NGUYEN THI DUC

NGUYEN

HCMUT Keio Prof. Nakano Masaru 10 Jul, 2015‐9 Aug, 2015 30 Holistic Methodology for Business Process Reengineering  from

perspectives of Japan.

2016 91 Chemical Engineering (ChE)

Assc. Prof. Dr. HUYNH Ky

Phuong Ha

HCMUT Tokyo Institute

of Technology

(TIT)

Prof. Dr. Hinode Hirofumi 3 Jul, 2016‐22 Jul, 2016 20 Study to synthesis of nano magnetic material NixCo1‐xFe2O4 (x=0, 0.3,

0.5, 0.7, 0.9) and NixCo1‐xFe2O4/SiO2 core‐shell structure.
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2016 92 Energy Engineering (EneE)
Prof. CREENCIA Eulalio MSU‐IIT Waseda

University

Prof. Miyagawa Kazuyoshi 1 Jun, 2016‐30 Jun, 2016 30 The Application of Turbomachinery in Low Head Water Systems for

Hydro Power Generation

2016 93
Environmental Engineering

(EnvE)

Dr. SANTASNACHOK

Chawikarn

BUU Tokyo Institute

of Technology

(TIT)

Prof. Hinode Hrofumi 30 May, 2016‐28 Jun,

2016

30 The removal of heavy metal from wastewater by synthesized zeolite

from rice husk ash collected from power plant in Thailand

2016 94

Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Dr. BUI ngoc tam HUST Shibaura

Institute of

Technology

Prof. Dr. HASEGAWA Hiroshi 1 Jul, 2016‐30 Jul, 2016 30 Improve Self‐Adaptive Control Parameters in Differential Evolution

Algorithm for Complex Numerical Optimization Problems

2016 95 Chemical Engineering (ChE)

Assc. Prof. Dr.

CHAROENCHAITRAKOOL

Manop

KU Tokyo Institute

of Technology

(TIT)

Assc. Prof. Dr. SHIMOYAMA

Yusuke

16 May, 2016‐12 Jun,

2016

28 CO2 utilization techniques for enhancing the dissolution rate of poorly

water‐soluble drugs.

2016 96

Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Dr. NGUYEN thanh trung HUST Shibaura

Institute of

Technology

Prof. Dr. Komeda Takashi 1 Jul, 2016‐30 Jul, 2016 30 Development a novel powered orthosis system for hemiplegia patients

2016 97
Geological and Geo‐

Resource Engineering (GeoE)

Asst. Prof.  myo min tun UY Kyushu

University

Assc. Prof. Dr. Kotaro Yonezu 15 Jun, 2016‐14 Jul,

2016

30 The Study of Tin‐Tungsten Mineralization in Kanbauk Area, Tanintharyi

Region, Myanmar

2016 98 Civil Engineering (CE)
Asst. Prof. ROXAS Cheryl

Lyne

DLSU Tokyo Institute

of Technology

Prof. IWANAMI MITSUYASU 10 Dec, 2016‐8 Jan,

2017

30 Investigation of Steel Corrosion in Concrete Mixed with Seawater due to

Cracks and Cold‐joints

2016 99 Civil Engineering (CE)
Asst. Prof. Dr. NGUYEN

ANH THU

HCMUT Hokkaido

University

Prof. SHIN‐EI TAKANO 1 Jul, 2016‐15 Jul, 2016 15  The study to Apply Building Information Modeling (BIM) for Facility

Management of Existing High‐Rise Building in Vietnam

2016 100 Chemical Engineering (ChE)
Assc. Prof. Dr.

KHEAWHOM SOORATHEP

CU The University of

Tokyo

Prof. Dr. HIRAO MASAHIKO 10 Oct, 2016‐30 Oct,

2016

21 Operation and control of concentrated solar power plant with energy

storage system

2016 101 Civil Engineering (CE)
Dr. NGUYEN Hong‐An HCMUT Nagoya

University

Prof. Dr. NAKAMURA Hikaru 15 Jun, 2016‐12 Jul,

2016

28 Damage Evaluation Analysis and Repair/Strengthening Method of

Concrete Members due to Earthquakes

2016 102
Electrical and Electronics

Engineering (EEE)

Dr. DAO VAN TU CU The University of

Tokyo

Prof. Dr. Yokoyama Akihiko 2 May, 2016‐31 May,

2016

30 Maximum allowable distributed generation with consideration of fault

ride through requirements and utility protection system

2016 103 Energy Engineering (EneE)
‐ VILAIDA xayalak NUOL Kyoto University Prof. Dr. OHGAKI Hidaeki 9 Jan, 2017‐9 Feb, 2017 30 Study on Degradative Solvent Extraction for Effective Utilization of

Biomass

2016 104

Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Dr. CHAIWORAPUEK

Weerachai

KU Keio University Prof. Dr. Sawada Tatsuo 1 Jan, 2017‐30 Jan, 2017 30 Heat transfer enhancement using ultrasonic waves

2016 105
Geological and Geo‐

Resource Engineering (GeoE)

Dr. ANGGARA Ferian UGM Kyushu

University

Prof. Dr. SASAKI Kyuro 1 Nov, 2016‐30 Nov,

2016

30 Coal Swelling in Supercritical CO2 and Its Effects on Enhanced Coal Bed

Methane Recovery (ECBMR)

2016 106
Computer and Information

Engineering (CIE)

Dr. WIBISONO waskitho ITS Toyohashi

University of

Technology

(TUT)

Prof. Dr. ISHIDA Yoshiteru 13 May, 2016‐11 Jun,

2016

30 A Context‐Awareness Approach for Improving Reporting Protocol for

Activity and Position Tracking for Social Networking Services

2016 107 Civil Engineering (CE)
Assc. Prof. Dr. LUONG Van

Hai

HCMUT The University of

Tokyo

Prof. Dr. HORI Muneo 9 Jul, 2016‐7 Aug, 2016 30 Dynamic analysis of high‐speed rail system using moving element

method

2016 108
Environmental Engineering

(EnvE)

Dr. DANG Hieu HUST Waseda

University

(Waseda)

Prof. Dr. Sakakibara Yutaka 15 Jun, 2016‐14 Jul,

2016

30 An investigation into estrogenic polluting situation in agricultural lands

in Vietnam

2016 109

Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

‐ TRAN lam HUST Osaka University Prof. Dr. TANAKA Manabu 1 Jun, 2016‐30 Jun, 2016 30 RESEARCH ON PLASMA‐MIG HYBRID WELDING PROCESS TO NARROW

GAP WELDING OF HEAVY WALL THICKNESS

2016 110

Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Dr. LY Hung Anh HCMUT Tokyo Institute

of Technology

Prof. Inoue Hirotsugu 27 Nov, 2016‐26 Dec,

2016

30 Numerical Study for Validation of Rapid Evaluation Technique of Fatigue

Limit using Infrared Thermography

2016 111 Civil Engineering (CE)

Assc. Prof. TRAN‐NGUYEN

Hoang‐Hung

HCMUT Tohoku

University

Prof. KITAZUME Masaki 30 Jun, 2016‐24 Jul,

2016

24 Applying Soil Cement Deep Mixing (CDM) technology to reinforce earth

levees to protect rice fields and rural people against annual floods in

the Mekong Delta, Vietnam.

2016 112 Chemical Engineering (ChE)

Dr. OTHMAN Mohd Hafiz

Dzarfan

UTM Kobe University Prof. Dr. NOMURA Mikihiro 12 Nov, 2016‐26 Nov,

2016

15 Preparation, Characterization and Performance Evaluation of an

Affordable, Hydrophobic Ceramic Membrane Contactors for Natural Gas

Purification

2016 113 Civil Engineering (CE)
Dr. TRAN Tien Anh HCMUT Kyoto University Prof. Dr. SHIRATO Hiromichi 1 Aug, 2016‐12 Aug,

2016

12 Design and construction of open circuit wind tunnel with measuring

systems (CRI‐2014 project supported by AUN‐SEED Net)

2016 114 Natural Disaster (ND)
Dr. LAU Tze Liang USM Tokyo Institute

of Technology

Prof. Dr. SAITO Taiki 12 Oct, 2016‐3 Nov,

2016

21 Investigation of Dynamic Characteristics of Ground Motion Using

Microtremor Observations

2016 115 Civil Engineering (CE)

Asst. Prof. VICTOR Jaime

Angelo

UP The University of

Tokyo

Prof. Dr. KOSEKI Junichi 3 Jul, 2016‐23 Jul, 2016 20 LANDSLIDE SUSCEPTIBILITY MODELING AND MAPPING OF ANTIPOLO,

RIZAL THROUGH HEURISTIC, DETERMINISTIC AND STATISTICAL

METHODOLOGIES _x000D_

2016 116 Chemical Engineering (ChE)
Prof. HUSSAIN Mohd Azlan UM Kyoto University Prof. Hasebe Shinji 17 Jul, 2016‐31 Jul, 2016 10 Develop a more efficient hybrid estimators and control algorithm for

nonlinear chemical process systems.

2016 117
Environmental Engineering

(EnvE)

Assc. Prof. Dr.

PUNYAPALAKUL Patiparn

CU The University of

Tokyo

Prof. Dr. Takizawa Satoshi 1 Dec, 2016‐30 Dec,

2016

30 Effect of biofilm and dissolved organic matter on the occurrence of

disinfection by‐products (DBPs) in water supply network

2016 118 Chemical Engineering (ChE)
Dr. YULIANSYAH Ahmad

Tawfiequrrahman

UGM Kyushu

University

Prof. Dr. Hirajima Tsuyoshi 16 Jul, 2016‐2 Aug, 2016 17 Hydrothermal Treatment of Biomass Wastes from Palm Oil Industry

2016 119
Geological and Geo‐

Resource Engineering (GeoE)

Dr. HOUNGALOUNE

Sengpasith

NUOL Hokkaido

University

Prof. Dr. HIRAJIMA Tsuyoshi 16 Jul, 2016‐14 Aug,

2016

30 On‐site Synthesis of Schwertmannite and Its Application for Arsenic

Immobilization at Copper Mines

2016 120 Materials Engineering (MatE)
Dr. CHING YERN CHEE UM Tokyo Institute

of Technology

Prof. Dr. Toshiaki Ougizawa 1 Aug, 2016‐23 Aug,

2016

22 Thermomechanical and Barrier Properties of Epoxidied Vegetable Oils

Reinforced Biopolymer Blends

2016 121 EEE
Dr. KAMARUDIN

Muhammad Ramlee UTM TIT Prof. Aoyagi

5 Mar., 2017‐ 18 Mar.,

2017 14

DESIGN AND DEVELOPMENT OF DENSITY TAPERED ARRAY FEEDING

NETWORK FOR 5G ANTENNAS

2016 122 CIE
Dr. LE Thanh Hai HCMUT Tohoku Prof. Saijo

26 Feb., 2017‐ 17 Mar.,

2017 20

Application of biomedical imaging for analyzing and diagnosing disease

2016 123 CE
Assc. Prof. Dr. YODSUDJAI

Wanchai KU Hokkaido Prof. Yokota

7 Feb., 2017‐ 15 Feb..,

2017 9

Prediction of concrete cover cracking time due to reinforcement

corrosion

2016 124 ND
Dr. Nor Eliza binti Alias UTM Kyoto Prof. Takara

5 Mar., 2017‐ 30 Mar.,

2017 26

Improving the effectiveness of flood early warning system and

preparation of emergency aid kit for Malaysia

2016 125 CE
Dr. AB KADIR Mariyana

Aida UTM Kyoto Prof. Igarashi

5 Mar., 2017‐ 30 Mar.,

2017 26

New Structure System for Earthquake‐Resistant Structures

2016 126 GeoE
Dr. Kreangkrai

MANEEINTR CU Kyushu Prof. Sasaki

26 Feb., 2017‐ 25 Mar.,

2017 28

Carbon Capture, Storage and Utilization

2016 127 MatE

Dr. JAAFAR Juhana UTM Nagoya Prof. Goto

15 Mar., 2017‐ 25 Mar.,

2017 11

Morphological Structural Characterization Study of composite anode

from Graphene Nanofiber/Platinum for Direct Methanol Fuel Cell

Applications

2016 128 Env. E
Dr. CHRISTIAN R. OROZCO UP Hokkaido Prof. Igarashi

12 Mar., 2017‐ 25 Mar.,

2017 14

Spatial and Seasonal Variations of Water Quality Parameters in Bued

and Ambalanga Rivers

2016 129 MatE
Dr. Pham Trung Kien HCMUT TIT Prof. Hinode

26 Feb., 2017‐ 9 Mar.,

2017 12

Characterization of wollastonite for sustainable development

2016 130 ME/ Manu E
Huynh Thanh Cong HCMUT Tokai Prof. Azetsu

15 Mar., 2017‐ 25 Mar.,

2017 10

DESIGN AND DEVELOPMENT OF DENSITY TAPERED ARRAY FEEDING

NETWORK FOR 5G ANTENNAS

2016 131 ME/ Manu E
Dr. YUSOF Farazila UM Hokkaido Assoc. Prof. TODOH

8 Mar., 2017‐ 15 Mar.,

2017 9

Microstructural Evaluation of SS430 Brazing for EGR Cooler Application

2017 132 Materials Engineering (MatE)
Dr. NGUYEN THU HA HUST Tokyo Institute

of Technology

Prof. Dr. OUGIZAWA Toshiaki 25 May, 2017‐17 Jun,

2017

23 Preparation and characterization of high performance materials based

on natural rubber

2017 133
Geological and Geo‐

Resource Engineering (GeoE)

Assc. Prof. Dr. MIN Myo UY Kyoto University Prof. Dr. TAGAMI Takahiro 15 Jun, 2017‐14 Jul,

2017

30 Establishing a geo/thermochronologic data base for magmatism, meta¬

morphism, and exhumation in Myanmar

2017 134
Environmental Engineering

(EnvE)

Assc. Prof. Dr. BUDIANTA

Wawan

UGM Tokyo Institute

of Technology

Prof. Dr. Hinode Hirofumi 15 Aug, 2017‐30 Aug,

2017

15 Adsorption and Desorption of Heavy Metals onto Natural Clay Material:

Influence of Initial pH

2017 135 Energy Engineering (EneE)
Assc. Prof. Dr. PHAN  ANH

Tuan

HUST Tokyo Institute

of Technology

Prof. Dr. OKUMA Masaaki 16 Jun, 2017‐15 Jul,

2017

30 A study on balance of small wind turbines

2017 136
Geological and Geo‐

Resource Engineering (GeoE)

Dr.  Kyu Kyu Mar UY Hokkaido

University

Prof. Dr. Toshifumi  Igarashi 7 Oct, 2017‐5 Nov, 2017 30 Leaching behaviors of heavy metal in urban soil in the industrial zone,

Mandalay, Mandalay Region, Myanmar

2017 137 Civil Engineering (CE)

Dr. ABDUL SUKOR NUR

SABAHIAH

USM KYOTO

UNIVERSITY

Prof. Dr. FUJII SATOSHI 31 Jul, 2017‐27 Aug,

2017

28 SUSTAINABLE URBAN DESIGN FOR ACTIVE MODE AND TRANSIT

ORIENTED TRANSPORTATION – UNDERSTANDING THE DIFFERENT

INDICATORS BETWEEN KYOTO AND PENANG

2017 138
Geological and Geo‐

Resource Engineering (GeoE)

Dr.  AUNG ZAW MYINT UY Kyushu

University

Prof. Dr. Watanabe Koichiro 1 Jun, 2017‐30 Jun, 2017 30 Geochemistry and Fluid inclusions study of W‐Sn‐Mo mineralization in

the Padat Gyaung‐ Myinmahti area, Central Myanmar

2017 139 Civil Engineering (CE)
Assc. Prof. Dr. LUONG Van

Hai

HCMUT Hokkaido

University

Prof. Dr. Shunji Kanie 1 Jul, 2017‐23 Jul, 2017 23 Analysis of floating structures subject to dynamic loads using Moving

Element Method
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 JFY No Field Applicant MI Visited MI(s) Visited MI Prof.'s name Total days Tentative Period

2013 1 EEE
Dr. Jitkomut

Songsiri
CU USM Prof. Jafri Malin Abdulla 8 days 22 ‐ 29 Apr 2013

2013 2 CE

Asst. Prof.

Dr.VACHARA

PEANSUPAP

CU HCMUT Dr. Le Nhu Thach 11 days 13‐23 Oct 2013

2013 3 ME/ManuE
Prof. Archie

Bueno Maglaya
DLSU ITC Mr. MENG Chamnan 15 days 1‐15 May 2013

2013 4 CE

Assoc. Prof. Dr.

Alexis Morales

Fillone

DLSU CU Assoc. Prof. Saksith Chalermpong 7 days 6‐12 Oct 2013

2013 5 ME/ManuE
Dr.  LY HUNG

ANH
HCMUT ITB Prof. Ichsan Setya Putra 30 days 11 Jun ‐10 Jul 2013

2013 6 EEE

Assoc. Prof. Dr.

PHAM NGOC

NAM

HUST CU Asst. Prof. Suree Pumrin 21 days 14Jul‐3 Aug 2013

2013 7 ME/ManuE
Dr. VU QUOC

HUY
HUST ITB Prof. Ichsan Setya Putra 15 days 17‐31 May 2013

2013 8 ME/ManuE
Dr. LE XUAN

TRUONG
HUST ITB Prof. Ichsan Setya Putra 15 days 17‐31 May 2013

2013 9 ME/ManuE
Prof. Dr. Ichsan

Setya Putra
ITB HUST Dr. Le Xuan Truong 7 days 25‐31 Aug 2013

2013 10 CIE
Dr. Sathaporn

Promwong
KMITL HCMUT Assoc. Prof. Dr. Tran Khanh DANG 7 days 5‐11 May 2013

2013 11 CIE

Assoc. Prof.

Somsak

Choomchuay

KMITL HCMUT Assoc. Prof. Dr. Tran Khanh DANG 7 days 5‐11 May 2013

2013 12 EEE
Mr. Bounpone

Thansouphanh
NUOL KMITL Assoc. Prof. Dr. Somsak Choomchuay 30 days 1‐30 May 2013

2013 13 EEE
Ms. Tick

Sengthipphany
NUOL KMITL Assoc. Prof. Dr. Somsak Choomchuay 30 days 1‐30 May 2013

2013 14 ChE

Dr. RAKTIPONG

SAHAMITMONG

KOL

SIIT/TU UM Dr. Hwa Kian Chai 14 days 30Jun‐13 Jul 2013

2013 15 MatE

Dr. Balela Mary

Donnabelle

Lirio

UP HCMUT Dr. Do Quang Minh 7 days 27 Oct ‐ 2 Nov 2013

2013 16 ChE

Assoc. Prof. Dr.

ZAINAL BIN

AHMAD

USM UGM Assoc. Prof. Sarto 7 days 6‐12 Oct 2013

2013 17 ME/ManuE
MS.THANDAR

NWE
YTU UM Dr. Chong Wen Tong 30 days 5 Aug ‐ 6 Sep 2013

2013 18 ChE
Ms. NWAY

MON MON OO
YTU UM Dr. Ngoh Gek Cheng 30 days 1‐30 July 2013

JFY No Field Applicant MI Visited MI(s)  Visited MI Prof.'s name
Period

Proposed Schedule

Period

Alternative Schedule
Result Remark

2014 1 MatE
Dr. Pham Trung

Kien
HCMUT CU PhD Muenduen Philasaphong 20 Jun,2014‐20 Jul,2014 30 Jul,2014‐30 Aug,2014 Yes

2014 2 CIE

Dr.

Khieovongphac

hanh Vimontha

   NUOL KMITL Dr Tangtisanon Pikulkaew 2 May,2014‐29 May,2014 Yes

2014 3 EEE
Nguyen Dinh

Hoa
HUST CU Prof. Dr. Banjerdpongchai David 20 Jul,2014‐27 Jul,2014 14 Sep,2014‐21 Sep,2014 Yes

2014 4 ME/ManuE

Lecturer

Nguyen Le Duy

Khai

HCMUT ITB Dr. Ing. Putra  Ichsan Setya 9 Jun,2014‐15 Jun,2014 0 Yes

2014 5 ME/ManuE

Prof. Dr. Ir.

Putra Ichsan

Setya

ITB HCMUT Dr. Ly Hung Anh 17 Aug,2014‐23 Aug,2014 14 Sep,2014‐20 Sep,2014 Yes

2014 6 CIE

Mr.

Phimmasean

Sisongkham

   NUOL UGM Dr. Mustika Wayan 1 Jun,2014‐30 Jun,2014 1 Aug,2014‐30 Aug,2014 Yes

2014 7  EEE
M.Eng  Avrin

Nur Widiastuti
UGM HUST Ph.D. Bach Quoc Khanh 27 Apr,2014‐3 May,2014 Yes

2014 8  EEE
Dr. Sarjiya

Sarjiya
UGM HUST Ph.D. Bach Quoc Khanh 27 Apr,2014‐3 May,2014 Yes

2014 9  EEE
M.Eng Wibowo

Sigit Basuki
UGM HUST Ph.D Khanh Bach Quoc 27 Apr,2014‐3 May,2014 Yes

2014 13 EnvE
Dr. Ballesteros

Florencio Jr.
UP HUST Assoc. Professor. Dr.  Nghiem Trung Dung 15 Apr,2014‐21 Apr,2014 Yes

2014 15 ME/ManuE
Dr. Dirgantara

Tatacipta
ITB HCMUT Dr. Ly Hung Anh 17 Aug,2014‐23 Aug,2014 14 Sep,2014‐20 Sep,2014 Yes

2014 16 ME/ManuE
Dr. Huynh

Thanh Cong
HCMUT ITB Dr. Ing Putra Ichsan Setya 9 Jun,2013‐15 Jun,2013 Yes

2014 17 ME/ManuE Dr. Ly Hung Anh HCMUT ITB Dr. Ing Putra Ichsan Setya 9 Jun,2014‐23 Jun,2014 Yes

2014 18 ME/ManuE
Dr. Dinh Tan

Hung
HUST ITB Prof. Dr. Setya Putra Ichsan 15 Jun,2014‐30 Jun,2014 10 Jun,2014‐25 Jun,2014 Yes

2014 19 ME/ManuE
Dr. Le Xuan

Truong
HUST ITB Prof. Dr. Setya Putra Ichsan 15 Jun,2014‐30 Jun,2014 10 Jun,2014‐25 Jun,2014 Yes

2014 20  EEE

Professor

Abdullah Jsfri

Malin

USM CU PhD Song siri Jitkomut 8 Jun,2014‐14 Jun,2014 Yes

2014 21  EEE

Professor

Abdullah Mohd

Zaid

 USM CU Dr. Aramvith Supavadee 8 Jun,2014‐14 Jun,2014 Yes

JFY No. Field

応募形態

Gourp/

individual

Principal Investigator SI Purpose of Visit Visited MI Visited Person Objective Schedule Awarded 2015

2015 1

 Environmental

Engineering (EnvE)

 Boulom Johnny National University of Laos (NUOL) To improve knowledge on environmental

engineering, espacially on Environmental

Chemistry and Environmental Impact

Assesment

CU Asst. Prof. Dr. Chaiyaporn

Pupresert

1. M4Training course at Environmental

Engineering Dept, CU

2. Field trip to industries sites

3. Laboratory training

7 May 2015‐1 Jun

2015
Awarded

2015 2

 Civil Engineering (CE) Asst. Prof. ROXAS

CHERYL LYNE

De La Salle University (DLSU) To discuss the details of research

collaboration on cost estimating of public

schools in the Philippines and Thailand,

To conduct a lecture on Life Cycle

Assessment, To present research works

of De La Salle University ‐ Manila on

construction technology, engineering and

management, To attend the Building

Information Modelling (BIM) lecture, To

be immersed in a construction Project in

Thailand.

CU Asst. Prof. PEANSUPAP

VACHARA

1. To discuss the details of research

collaboration on cost estimation of public

schoold in the Philippines and Thailand

2. To conduct a lecture on Life Cycle

Assessment

3. To present research works of De La Salle

University ‐ Manila on construction

technology, engineering and management

4. To attend the Building Information

Modelling (BIM) lecture and to be immersed

in a construction project in Thailand

5 ‐ 14 Feb 2016 Awarded

９．域内短期研修・研究プログラム実績（SVAS)   
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2015 3

 Chemical Engineering

(ChE)

Assit Prof. Elmarzugi

Nagib

Universiti Teknologi Malaysia (UTM) Bionanotechnology: Curriculum Design

and Goals

ITB Associate Professor Heni

Rachmawati Heni

Rachmawati

1. To provide a comprehensive introduction

to the rapidly developing, multidisciplinary

field and progressive knowledge of

Bionanotechnology and its application

2.   To enable aspects of Bionanotechnology

for ultrafine instrument design advanced

medical diagnosis, drug delivery and

therapeutic treatment.

3. To provide the principles of biological and

biomedical‐relevant systems and

Nanotechnology

4. To describes the application of bio and

nano‐fabrication methods and techniques to

build tools for exploring the mysteries of

biological systems, with a focus on

applications in biomedical and biological

research

25 May,2015‐15

Jun,2015

Awarded

2015 4

 Materials Engineering

(MatE)

Dr. Balela Mary

Donnabelle

University of the Philippines ‐

Diliman (UP)

Collaborative research (Fabrication of

Zirconia Nanotubes by Anodization of

Zirconium Foils)

USM Dr. Lockman Zainovia 1. anodization of zirconium foil

2. characterization of zirconium foil

3. discussion with Dr. Zainovia

25 May ‐ 7 June, 2015 Awarded

2015 5

 Computer and Information

Engineering (CIE)

Group 1. Dr. Pantuwong

Natapon

2. Asst.Prof.Dr. Pasupa

Kitsuchart

King Mongkut's Institute of

Technology Ladkrabang (KMITL)

1. To have a face‐to‐face meeting about

the future collaboration.

2. The Possibilities of Research

Collaboration between IT‐KMITL

(Thailand) and International Research

Institute MICA, Hanoi University of

Science and Technology (Vietnam)

HUST Dr. Le Thi‐Lan 1. Visiting MICA to understand their current

reseaches

2. Discussion about the future collaboration

between KMITL (IT) and HUST (MICA).

3. To support networking and professional

development activities for IT‐KMITL and

MICA‐HUST staffs.

Dr. Kitsuchart = 19‐24

Apr

Dr. Natapon = 14‐19

Jun

Awarded

2015 6

 Computer and Information

Engineering (CIE)

Sisongkham

Phimmasean

National University of Laos (NUOL) To collaborate with the Prof. in Vietname

and to learn more about Wireless

Network Technology for Localization,

Tracking System and Security Alert Indoor

and Outdoor.

HUST Prof. Dr. CASTELLI Pr Eric 1. To study more deeply about the theory and

standard of wireless communication  network

2. To learn about technique and algorithm for

wireless network technology applied in

indoor and outdoor localization

3. To learn about wireless network

applications which are used in Vietname and

try to apply those systems to be used in Laos

4. To study about other researcher works to

get an idea to do research for my PhD in

nearly future

15 Jul ‐ 13 Aug Awarded

2015 7

 Chemical Engineering

(ChE)

PROF HUSSAIN MOHD

Azlan

Universiti Malaya (UM) Promotional visit and research

collaboration on process control.

HCMUT, CU 1. Assoc. Prof  Phung  Le

2. Professor  Paisan

Kittisupakorn

1. To promote the postgrad Chemical Eng

Program in Unversity Malaya as host for  the

visiting university

2. To established research collaboration on

process control area with the visiting

university.

3. To give seminars and presentation to

students and the research activities in

University Malaya

4. To help establish the process control

research activities in both universites.

29 Oct ‐6 Nov 2015 Awarded

2015 8

 Materials Engineering

(MatE)

Group 1. Ms Huynh Ngoc Minh

2. Nguyen Xuan Thanh

Tram

Ho Chi Minh City University of

Technology (HCMUT)

Research exchange about Glass ceramic

as  Restorative Dental Materials for

Clinical application

KU PhD Duangrudee

Chaysuwan

1. Visiting school and laboratories

2. Research discussion

3. Equiqment training

4. Materials characterization

10 Jul,2015‐31

Jul,2015
Awarded

2015 9

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Group 1. Prof. Dr. Ir. Putra

Ichsan Setya

2. Tatacipta Dirgantara

Institut Teknologi Bandung (ITB) 1. Discussion on the progress of research

collaboration through thesis and

dissertation of HCMUT and HUST students

in ITB. 2. Discussion on the MOA between

Faculty of Mechanical and Aerospace

Engineering ITB with Faculty of

Transportation Engineering HCMUT and

HUST

HCMUT Dr. Ly Hung Anh 1. Enhancing research collaboration through

master student thesis

2. Assiting MI building smal lab equipment

set‐up

3. Discussing future research and educational

collaboration through exchange

18 Aug,2015‐24

Aug,2015
Awarded

2015 10

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Group 1. Assoc.Prof.Dr LE ANH

TUAN

2. Le Xuan Truong

Hanoi University of Science &

Technology (HUST)

Co‐supervising one (01) student and

enhancing collaboration between

Department of Aeronautics and

Astronautics (ITB) and Department of

Aeronautical & Space

ITB Prof. Dr. Setya Putra

Ichsan

1. Supervising student and revising the thesis

2. Lab visiting

3. Attending students' final defenses

4. Staff meeting with the department

1. 6‐12 July 2015

(Assoc. Prof. Dr. LE

ANH TUAN)

2. 6‐15 July 2015 (Dr.

Le Xuan Truong)

Awarded

2015 11

 Materials Engineering

(MatE)

Assoc. Prof. Opaprakasit

Pakorn

Thammasat University (TU) Research collaboration & student

exchange program (Research title:

Characterization of biomedical materials

employing RAMAN spectroscopy)

NTU Prof. Zexiang Shen 1. Seek research collaborations

2. Seek academic collaborations in terms of

faculty or student exchange

3. Utilization of research equipments,

especially RAMAN

23‐29 Feb, 2016 Awarded

2015 12

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Ph.D. CHAN Sarin Institute of Technology of Cambodia

(ITC)

1‐ To explore the possibility to

strengthen the collaboration between ITC

and ITB

 2‐ To learn from the experiences of ITB in

Laboratory based education system (LBE)

 3‐ To discuss on future trend of

researches in Thermal Engineering and

energy issues

 4‐ To explore collaborative research

topics between Thermal Lab of ITC and AC

lab of ITB

 5‐ To share general teaching and other

experiences

ITB Doctor Darmanto Prihadi

Setyo

1. To learn from the experiences of ITB in

Laboratory based education system (LBE)

2. To discuss on future trend of researches in

Thermal Engineering and energy issues

3. To explore collaborative research topics

between Thermal Lab of ITC and AC lab of ITB

4. To share general teaching and other

experiences

16 ‐ 24 May 2015 Awarded

2015 13

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Doctor VONGCHANH

Kinnaleth

National University of Laos (NUOL) 1. Research topic cooperation and

discussion. 2. Master program

cooperation

ITB Prof. ABDURRACHIM

Halim

1. To learn about energy audit from Prof.

Halim Abdulahim

2. To discuss on some research topic related

to solar energy and energy conversion

3. To strengthen relation between ITB and

NUOL

4. To know about the master course coliculum

and management in ME/FTMD/ITB

16 ‐ 24 May 2015 Awarded

2015 14

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

Dr PHOMMACHANH

SOUNTHISACK

National University of Laos (NUOL) Disscusion and shearing the research

experiences on the research field of fluid

machinery (Research interest: Water Low

Head Turbine)

ITB Assoc. Prof. Dr. Ir Sutikno

Priyono

1. Disscusion and shearing the research

experiences in the field of low head water

turbine with Dr. Priyono Sutikno

2. Searching and collecting references and

materials that useful for the subject of fluid

machinery

3. Disscusion and shearing some experiences

on the subject of fluid machinery with the

lecturer in ITB

4. Joining some class and research activities in

the Dr. Priyono labolatory

12 August ‐ 10 Sept

2015
Awarded
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2015 15

 Chemical Engineering

(ChE)

Dr. Chua Adeline Seak

May

Universiti Malaya (UM) To promote UM Chemical Engineering

postgraduate programmes to the staff

and students at ITC.

ITC Dr. Hul Seingheng 1. To promote UM Chemical Engineering

Postgraduate Program

2. To introduce UM Chemical Engineering

Department as an HI in AUN/Seed‐Net

3. To introduce potentail research projects At

UM Chemical Engineering

4. To interact with potential applicants for

AUN/Seed‐net programmes

Cancelled because of

health condition
Awarded

2015 16

 Chemical Engineering

(ChE)

PhD Le Phung Ho Chi Minh City University of

Technology (HCMUT)

The purspose of the visit is to establish

further collaborations (students

exchange, joint research etc.) between

HCMUT (Vietnam) and University of

Malaya (Malaysia) in the fields of

Chemical Engineering

UM PhD Hussain Mohd Azlan 1. Hold preliminary discussions with academic

staff in University of Malaya (Malaysia) on

areas of research in modeling, optimization

and process control that collaboration work

can be done

2. To discuss topics which can be co‐

supervised by both staff in University of

Malaya and HCMUT (advanced process control

and other chemical Engineering topics

including renewable energy)

3. To visit the facilities at the Department of

Chemical Engineering and propose ways of

sharing equipments between the laboratories

27 ‐ 30 of May

Awarded

2015 17

 Environmental

Engineering (EnvE)

 KOUNVONG ketkeo National University of Laos (NUOL) To discussion regarding recruitment of

Master degree and Ph.D degree from

NUOL and To collaborative for research

for special course

CU Asst. Prof. Dr PUPRASERT

Dr. Chaiyaporn

1. To discussion regarding recruitment of

Master degree and Ph. D degree student from

NUOL

2. To collaborative for research and for special

course

3 Jun 2015‐2 Jul 2015 Awarded

2015 18

 Civil Engineering (CE) Group 1. Assoc. Prof.  Khin Aye

Mon

2. Kyaw Kyaw

3. Zin Mar Lar Tin San

Yangon Technological University

(YTU)

To discuss with the Principal Investigator

for joint research ofProbabilistic seismic

risk assessment of an existing water

lifeline network system: Case studies in

Yangon, Myanmar and in Surigao City,

Surigao del Norte, Philippines.

DLSU Doctor of Engineering

GARCIANO Lessandro

Estelito

1. Data analysis on existing fault lines that will

have an impact on the water pipelines of the

target area

2. Data analysis of the ground condition such

as geology, topography, ground and soil

condition, water table information

3. Data analysis of the water pipeline system

4. DETERMINISTIC / PROBABILISTIC SEISMIC

HAZARD ANALYSIS and Preparation of GIS

maps

24 Sep ‐ 7 Oct 2015 Awarded

2015 19

 Computer and Information

Engineering (CIE)

Group 1. Dr. Mustika I Wayan

2.Selo Sulistyo

3.Sarjiya

Universitas Gadjah Mada (UGM) Discussion for enhancing the research

and academic collaboration, laboratory

visit, and discussion on the development

of student skills

KMITL, NUOL  Kanthavong Somephone 1. Discussion for possibility of future

collaboration to strengthen the network

2. Laboratory visit

3. Discussion on current research

4. Discussion on the development of student

skills

1 ‐ 11 Aug, 2017 Awarded

2015 20

 Electrical and Electronics

Engineering (EEE)

Group 1. Yusuf Susilo Wijoyo

2. Agus Bejo

3. Avrin Nur Widiastuti

Universitas Gadjah Mada (UGM) Discussion on future collaboration,

current research, academic curriculum

and lab visit

NTU Assoc Prof.  Tan Chuan

Seng

1. Discussion for possibility of future

collaboration to strengthen the network

2.Laboratory visit (specially to electric power

system lab and telecommunication lab

3. Discussion on current research and

academic curriculum

4. Discussion on the development of student

skills

18‐24 Oct 2015 Awarded

2015 21

 Civil Engineering (CE) Asst. Prof. PEANSUPAP

VACHARA

Chulalongkorn University (CU) (1) Identification of Problems in Contract

implementation in Vietnam (2)

Exploratory of BIM implementation in

Vietnam Construction Industry

HCMUT Dr. Anh Tu 1. To discuss the details of research

collaboration on contract implementation in

Vietnam

2. To conduct a lecture about Project

Management at HCMUT

3. To present research works of

Chulalongkorn University on construction,

engineering and management

4. To explore the Building Information

Modelling (BIM) in Vietnam construction

project

January 2016

(Exact dates TBC)
Awarded

2015 22

 Chemical Engineering

(ChE)

Ph.D. Hoang Anh Hoang Ho Chi Minh City University of

Technology (HCMUT)

To promote research collaboration among

HCMUT, DLSU and ITC in terms of safe

vegetable production

DLSU, ITC (1): Prof. Joseph

Auresenia MI (2): Dr. Hul

Seingheng

1. General objective: To promote research

collaboration among HCMUT, DLSU and ITC

2. Specific objective: To promote research

collaboration in safe vegetable production

Done Awarded

2015 23

 Materials Engineering

(MatE)

Dr.  Diah Susanti Institut Teknologi Sepuluh

Nopember (ITS)

To strengthen collaboration between two

departments, Materials and Metallurgical

Eng. Dept. of ITS – Indonesia and

Chemical Eng. Dept. of Ho Chi Minh City

University (HCMUT)‐Vietnam in terms of

academic, research and student exchange

HCMUT Dr. Le Minh‐Vien 1. to meet the head of our division of

Inorganic chemical engineering

2. to have seminar in research

3.  to discuss about research collaboration

4. to discuss about student exchange in

research

3 May,2015‐7

May,2015
Awarded

2015 24

 Materials Engineering

(MatE)

Dr. LE MINH‐VIEN Ho Chi Minh City University of

Technology (HCMUT)

To share and discuss research results

To understand research activity in both

side to get collaboration in the future

ITS Ph.D ‐ Diah Susanti 1. Faculty Introduction and sharing research

results of both sides

2. Lab visiting

3. Dicussing and finding oppotunity to

exchange student in the future

4. Discussing for opportunity for short term

research between two groups

June 7 to June 11

2015
Awarded

2015 25

 Natural Disaster (ND) Myo Thant University of Yangon (UY) To give the speciall lectures and discuss

the future research collaboration

between two departments

CU Dr. Eng. Dr. Anurak

Sriariyawat

1. To give the special lecture

2. To discuss the future research collaboration

between two departments

4‐7 November 2015 Awarded

2015 26

 Civil Engineering (CE) Group 1. Huynh Cong Hoai

2. Assoc. Prof. Dr.

NGUYEN THI BAY

3. Associate Professor LE

VAN DUC

Ho Chi Minh City University of

Technology (HCMUT)

To visit The Civil and Environmental

Engineering Department, Faculty of

Engineering, Universitas  Gadjah Mada,

Indonesian University

for collaboration in research and teaching

UGM, TU Associate Professor

Pamudji Rahardjo Adam

1. Understand between two universities

2.  Disscuss on the teaching topics including

the exchange  lecturers and students

between two universities.

3. Disscuss on the research topics including

main focus on research, resources and fund

support, mechanisms of research process;

4. Collect the documents related to the

teaching and research

3 ‐ 15 Aug 2015 Awarded

2015 27

 Environmental

Engineering (EnvE)

Group 1. Dr Tanchuling Maria

Antonia

2. Dr Blanco Ariel

University of the Philippines ‐

Diliman (UP)

Discuss on‐going research collaboration

with Dr. Seng Bunrith regarding research

on Solid Waste Management in Cambodia

ITC Dr Bunrith Seng 1. to discuss on‐going and future research

collaboration with Dr. Bunrith

2. to promote UP and AUNSEED scholarship to

students in ITC and HUST

3. to give lecture on the use of geospatial

technology for environmental applications

6 Jun 2015‐10 Jun

2015
Awarded

2015 28

 Electrical and Electronics

Engineering (EEE)

Group 1. Prof. Banjerdpongchai

David

2. Asst. Prof. Tayjasanant

Thavatchai

Chulalongkorn University (CU) To enhance the collaborative network by

exchanging research profile and

promoting postgraduate programs.

YTU, UY, MTU Assoc Prof Myint Myo 1. Enhance the collaborative network by

exchanging research information

2. Discuss faculty exchange and student

exchange 

3. Discuss joint collaborative research projects

4‐7 Nov 2015 Awarded

2015 29

 Electrical and Electronics

Engineering (EEE)

Group 1. Assist. Prof.

Chaitusaney Surachai

2. Janpugdee Panuwat

Chulalongkorn University (CU) To enhance the collaborative network by

exchanging research profile and

promoting postgraduate programs.

ITC, NUOL Associate Professor

Prakonkham Sengprasong

1. Enhance the collaborative network by

exchanging research information

2. Discuss faculty exchange and student

exchange 

3. Discuss joint collaborative research projects

4‐6 Nov 2015 Awarded
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2015 30

 Electrical and Electronics

Engineering (EEE)

Group 1. Assist. Prof.  Aswakul

Chaodit

2. Assist. Prof.

Techaumnat Boonchai

Chulalongkorn University (CU) To enhance the collaborative network by

exchanging research profile and

promoting postgraduate programs.

HCMUT, HUST Assoc. Prof.  Mai  Thanh

Phong

1. Enhance the collaborative network by

exchanging research information

2. Discuss faculty exchange and student

exchange 

3. Discuss joint collaborative research projects

7‐9 Oct 2015 Awarded

2015 31

 Mechanical and

Manufacturing Engineering

(ME/ManuE)

NGUYEN LE DUY KHAI Ho Chi Minh City University of

Technology (HCMUT)

To enhance the collaboration between

the Department of Aeronautics and

Astronautics of ITB and Faculty of

Transportation Engineering of HCMUT.

ITB Prof. Dr. Ir. Yuwana

Martawirya Yatna

1.Discuss with Professors in Faculty of

Mechanical and Aerospace Engineering

2. Visit HCMUT's students studying at ITB

15 Nov,2015‐18

Nov,2015
Awarded

2015 32

 Chemical Engineering

(ChE)

Group

1. Assoc. Prof. Dr.

DUGOS NATHANIEL

2. Prof. Dr.  ROCES

SUSAN

De La Salle University (DLSU) TO INVITE STUDENTS TO PURSUE

GRADUATE SCHOOL AT DE LA SALLE

UNIVERSITY

HCMUT, HUST, UY, YTU (MTU), ITC Associate Professor

PHONG MAI THANH

1. To invite students to pursue Graduate

School (MS and PHD)

2. To create research collaboration among

ASEAN Universities

3. To invite Professors to visit and share their

expertise

4.To send students for possible sandwich

program

26 Jul‐11 Aug, 2015

Awarded

JFY No.
Promotional Purpose/

Other Purpose

Individual/

Group
Field (Full)

Principal Investigator SI (Full) Visited Person Visited MI Period

Confirm Schedule

Award All Visited MI (MI 1‐3)

2016 1

Promotional Purpose Group Electrical and Electronics

Engineering (EEE)

Applicant 1:Assc. Prof. Dr. Ishak

Dahaman

Applicant 2:Assc. Prof. Dr.Masri

Syafrudin

Applicant 3:Assc. Prof. Dr.Mohd

Jamil Muhamad Kamarol

USM

Visited MI 1:Yulistya Negara I Made

Visited MI 2:Professor Suwarno Suwarno

ITS, ITB

1 Aug,2016‐11 Aug,2016

Yes ITS

2016 2

Other Purpose Group Civil Engineering (CE) Applicant 1:Asst. Prof. Dr. NGUYEN

ANH THU

Applicant 2:Asst. Prof. Dr.VU QUOC

HOANG

HCMUT

Visited MI 1:Associate Professor Likhitruangsilp Veerasak CU

1 Jun,2016‐8 Jun,2016

Yes CU

2016 3

Other Purpose Individual Computer and

Information Engineering

(CIE)

Applicant 1:Dr. Le Thi‐Lan

HUST

Visited MI 1:PhD Chan Chee Seng UM

Cancel due to pregnancy

Yes UM

2016 4

Other Purpose Individual Mechanical and

Manufacturing

Engineering (ME/ManuE)

Applicant 1:Prof. Dr. Maglaya Archie

Bueno DLSU

Visited MI 1:Lecturer MENG Chamnan ITC

1 May,2016‐15 May,2016

Yes ITC

2016 5

Other Purpose Group Chemical Engineering

(ChE)

Applicant 1:Assc. Prof. Dr. Zainal

Abidin Zurina

Applicant 2:Dr.Harun Mohd Razif

Applicant 3:Dr.Md Yassin Faizah

UPM

Visited MI 1:Lecturer, Assoc. Prof.Phung Le Thi Kim HCMUT

11 May,2016‐14 May,2016

Yes HCMUT

2016 6

Other Purpose Group Civil Engineering (CE) Applicant 1:Dr. Nguyen Quoc Y

Applicant 2:Dr.Tran Tien Anh

Applicant 3:Dr.Truong Quang‐Tri

HCMUT

Visited MI 1:Professor Wong Nyuk Hien NUS

15 Jun,2016‐18 Jun,2016

Yes NUS*

2016 7
Other Purpose Individual Materials Engineering

(MatE)

Applicant 1:Dr. Keokangdong

Sengphet
NUOL

Visited MI 1:Prof. Dr Ahmad Fauzi Mohd Noor USM
1 Aug,2016‐31 Aug,2016

Yes USM

2016 8
Other Purpose Group Chemical Engineering

(ChE)

Applicant 1:Asst. Prof. LE MINH‐VIEN

Applicant 2:LE ANH‐BAO‐QUYNH
HCMUT

Visited MI 1:LecturerNor Alafiza  Yunus UTM
22‐26 Nov 2016

Yes UTM

2016 9

Other Purpose Individual Mechanical and

Manufacturing

Engineering (ME/ManuE)

Applicant 1:Dr. Ly Hung Anh

HCMUT

Visited MI 1:Dr.Thein Min Htike YTU

29 Aug,2016‐3 Sep,2016

Yes YTU

2016 10
Other Purpose Individual Materials Engineering

(MatE)

Applicant 1:Dr. Pham Trung Kien
HCMUT

Visited MI 1:PhD Aye Aye  Thant

Visited MI 2:PhD Muenduen Philasaphong

UY, CU
15 Jul,2016‐10 Aug,2016

Yes UY

2016 11

Other Purpose Group Chemical Engineering

(ChE)

Applicant 1:Dr. BORJA JOSEPHINE

Applicant 2:Prof. Dr.AURESENIA

JOSEPH

DLSU

Visited MI 1:Dr.THET NI KHIN UY

30 Apr,2016‐8 May,2016

Yes UY

2016 12

Other Purpose Group Environmental

Engineering (EnvE)

Applicant 1:Dr. Yuniarto Adhi

Applicant 2:Dr.Tangahu Bieby

Voijant

Applicant 3:Dr.Purwanti Ipung Fitri

ITS

Visited MI 1:Assoc. Prof. Dr.Zainon Noor Zainura UTM

7‐11 Nov. 2016

Yes UTM

2016 13

Other Purpose

Promotional Purpose

Group Electrical and Electronics

Engineering (EEE)

Applicant 1:Dr. Bejo Agus

Applicant 2:Widiastuti Avrin Nur

Applicant 3:Iswandi Iswandi

UGM

Visited MI 1:ProfessorJong LIM Teng

Visited MI 2:Phimmasean Sisongkham

NUS, NUOL

31 Jul,2016‐6 Aug,2016

Yes NUS*

2016 14

Other Purpose Group Materials Engineering

(MatE)

Applicant 1:Prof. Dr. Sahar Md Rahim

Applicant 2:Assc. Prof. Dr.Rohani Md

Supar

UTM

Visited MI 1:Prof. Dr. Eng.‐ Khairurijal ITB

4 Sep,2016‐18 Sep,2016

Yes ITB‐INA

2016 15

Other Purpose Group Environmental

Engineering (EnvE)

Applicant 1:Dr. Mat Taib Shazwin

Applicant 2:Assc. Prof. Dr.Md Din

Mohd Fadhil

Applicant 3:Dr.Yong Ee Ling

UTM

Visited MI 1:Dr.Bunditsakulchai Pongsun

Visited MI 2:Dr.Sinsamphanh  Oulavanh

CU, NUOL

24‐31 Aug. 2016

Yes CU

2016 16

Other Purpose Group Environmental

Engineering (EnvE)

Applicant 1:Assc. Prof. Nguyen Thi

Bay

Applicant 2:Assc. Prof.Huynh Cong

Hoai

Applicant 3:Assc. Prof.Nguyen Quoc

Y

HCMUT

Visited MI 1:Assistant Professor IVAbarca Ralf Ruffel M. MSU‐IIT

8‐14 Aug. 2016

Yes MSU‐IIT

2016 17
Promotional Purpose Individual Chemical Engineering

(ChE)

Applicant 1:Prof. HUSSAIN Mohd

Azlan
UM

Visited MI 1:Associate Professor Phung Le

Visited MI 2:Dr Phung Anh Tuan

HCMUT, HUST
26 Oct‐5 Nov 2016

Yes HCMUT

2016 18

Other Purpose Individual Mechanical and

Manufacturing

Engineering (ME/ManuE)

Applicant 1:Assc. Prof. Dr. Abdul Jalil

Nawal Aswan UPM

Visited MI 1:Professor Dr.Mahyuddin Andi Isra ITB

21‐28 May 2016

Yes ITB‐INA

2016 19
Promotional Purpose Individual Chemical Engineering

(ChE)

Applicant 1:Asst. Prof. Dr.

Boonyarattanakalin Siwarutt
TU

Visited MI 1:Dr.Phan Nam T.S.

Visited MI 2:Assoc. Prof. Dr.Chinh Huynh Dang

HCMUT, HUST
26 Jul,2016‐4 Aug,2016

Yes HCMUT

2016 20

Other Purpose Individual Mechanical and

Manufacturing

Engineering (ME/ManuE)

Applicant 1:Asst. Prof. Dr. Nananukul

Narameth TU

Visited MI 1:Sieang Phen ITC

26‐29 July 2016

Yes ITC

2016 21

Other Purpose Group Chemical Engineering

(ChE)

Applicant 1:Dr. A Rahman Mukhlis

Applicant 2:Dr.Othman Mohd Hafiz

Dzarfan

Applicant 3:Dr.Jaafar Juhana

UTM

Visited MI 1:Prof. Dr. Parsetyoko Didik

Visited MI 2:Prof IrSunendar Bambang

ITS, ITB

18‐24 Dec 2016

Yes ITS

2016 22

Other Purpose Group Mechanical and

Manufacturing

Engineering (ME/ManuE)

Applicant 1:Dr. NGUYEN LE DUY KHAI

Applicant 2:Dr.HUYNH THANH  CONG

Applicant 3:Dr.LY HUNG ANH

HCMUT

Visited MI 1:Associate Professor Kittichaikarn Chawalit + Visited MI

2:Professor Wattanavichien  Kanit

Visited MI 3:Assistant Professor Karin Preechar

KU, CU, KMITL

6‐9 June 2016

Yes KU

2016 23

Other Purpose

Promotional Purpose

Group Mechanical and

Manufacturing

Engineering (ME/ManuE)

Applicant 1:Dr. Santosa Sigit Puji

Applicant 2:Prof. Putra Ichsan Setya ITB

Visited MI 1:DrLe Xuan Truong

Visited MI 2:DrLy Hung Anh

HCMUT, HUST

25‐31 May 2016

Yes HUST

2016 24
Other Purpose Group Chemical Engineering

(ChE)

Applicant 1:Assc. Prof. Dr. Le Phung

Applicant 2:Dr.Lai Dat
HCMUT

Visited MI 1:Associate ProfessorHashim Haslenda

Visited MI 2:Associate ProfessorLuckhana Lawtrakul

UTM, TU
22‐26 Nov 2016

Yes UTM

2016 25

Promotional Purpose Group Computer and

Information Engineering

(CIE)

Applicant 1:Assc. Prof. Sulistyo Selo

Applicant 2:Asst. Prof.Sarjiya Sarjiya

Applicant 3:Dr.Mustika I Wayan

UGM

Visited MI 1:Dr.Bun Long

Visited MI 2:Assoc. Prof.Zaw Win

ITC, YTU

7 Aug,2016‐14 Aug,2016

Yes ITC

2016 26

Other Purpose Individual Computer and

Information Engineering

(CIE)

Applicant 1:‐ Phimmasean

Sisongkham NUOL

Visited MI 1:Asst. Pro. Dr. Cherntanomwong  Panarat KMITL

15 Jul,2016‐13 Aug,2016

Yes KMITL
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2017 1

Other purpose

(enhance teaching and

research capacity of MI

faculty staff)

Individual CIE
Applicant 1:Dr. NGUYEN THI THANH

TU
HUST

Study, find out models and tools to construct online lectures in National

University in Laos particular and support for teaching & learning activities

in general

Visited MI

1:ProfPHONEKEO

CHANTHAMALY

NUOL
6 May,2017‐14

May,2017

(1) Study on the operation model of e‐learning center of the

National University of Laos (2) Find out the tools, methods to

construct online lectures at National University of Laos (3) Study

on policies and processes that center is using  (4) Study on how

to exchange and coordinate lectures among four contries:

Combodia, Lao, Myanmar and Vietnam

Yes

2017 2

Other purpose

(enhance teaching and

research capacity of MI

faculty staff)

Individual ME/ManuE
Applicant 1:Prof. Dr. Maglaya Archie

Bueno
DLSU

Conduct lecture series on Machine Design, act as Session Chairman and

Technical Paper Presenter for ITC 2017 Scientific Day and research

discussion

Visited MI

1:LecturerMENG Chamnan
ITC

1 May,2017‐15

May,2017
(1) Refer to attachment (2)  (3)  (4) 0 Yes

2017 3 Research Purpose Group CE

Applicant 1:Assc. Prof. Dr. LUONG

Van Hai

Applicant 2:Dr.NGUYEN Hong An

HCMUT
Exchange Research about analysis of floating structures subject to

dynamic loads using Moving Element Method

Visited MI

1:Assoc/Prof.DrANG Kok

Keng + Visited MI 2:Prof.

DrTeerapong

Senjuntichai

NUS, CU
30 Jul,2017‐8

Aug,2017

5 Jan,2018‐15

Jan,2018

(1) Make the seminar for exchange knowledge (2) Discussion for

potential cooperation in research (3)  (4)
0 Yes

2017 4 Promotional Purpose Individual ChE
Applicant 1:Prof. HUSSAIN Mohd

Azlan
UM

Continuation visit to develop the process control program and lab for

HCMUT and promote postgraduate and research collaborations between

our two universities.  Initial promotion and collaboration activities with

the Institute of Technology of  Cambodia will also be done during the

visit to Cambodia.

Visited MI 1:Associate

Professor PHUNG LE +

Visited MI 2:Dr KUOK

Fidero

HCMUT, ITC
29 Oct,2017‐11

Nov,2017

(1) To help establish process control studies and research

activities for both universities in Vietnam and Cambodia. (2) To

established research collaboration on process control area with

the universities visited. (3) To give seminars and presentation

on topics related to process systems engineering and research

activities in the universities visited. (4) To promote the postgrad

Chem. Eng. Program in Universites Malaya to these Universities

Visited.

See email from Dr. Phung (HCMUT) mentioning on the contribution of my

previous visits to Vietnam and the need for continuation visits to  implement

proposed activities before.

Yes

2017 5 Promotional Visit Individual ChE
Applicant 1:Assc. Prof. Dr. AHMAD

ZAINAL
USM

The main objectives of the visit are to strengthen the fundamental

knowledge of process control especially in teaching and learning in

HCMUT where the comprehensive 3 days workshop will enhance the

student and also the lecturers. In addition to that, the advancment of

ANN in process control research will be shared with the PG student and

staff in HCMUT. This will hopefully will craete some interest and

opportunity for research in HCMUT and also future reseacrh collaboration

with USM.

Visited MI 1:Assoc. Prof.

DrLe  Thi  Kim Phung
HCMUT 8 Jul,2017‐16 Jul,2017

19 Aug,2017‐26

Aug,2017

(1) To share the important of process control fundamental in

teaching and learning with the comprehensive 3 days workshop

of process control (2) To share the potential research in neural

network application expecially in process control area. (3) To

foster future reseacrh collaboration between SCE USM and HCM

UT. (4)

0 Yes

2017 6 other purpose (research ) Individual CE
Applicant 1:Dr. NGUYEN HONG‐AN

HCMUT
Selection of ground motion attenuation models for Peninsular Malaysia

due to far‐field Sumatra earthquakes

Visited MI 1:Assoc.

Prof.LAU TZE LIANG
USM 9 Jul,2017‐16 Jul,2017

15 Dec,2017‐22

Dec,2017

(1) Meet Assoc.Prof. Lau Tze Liang at Universiti Sains Malaysia

(USM). Learn graduate program of Universiti Sains Malaysia in

Civil Engineering (Subjects, Course Syllabus, and Schedule of

graduate program…) which can be applied to Ho Chi Minh City

University of Technology. Learn current research topics at

Universiti Sains Malaysia under supervisor of Assoc.Prof. Lau Tze

Liang. (2) Discuss with Assoc.Prof. Lau Tze Liang for new

research topics related to Earthquake Engineering, e.g.

“Selection of ground motion attenuation models for Peninsular

Malaysia due to far‐field Sumatra earthquakes”and

“Measurement and analysis on microtremor observation for

building and ground structure”. Visit the laboratory of Universiti

Sains Malaysia (USM) to learn experimental research topics. (3)

Present some my new research papers at Universiti Sains

Malaysia (USM). Write technical report which will be submitted

to AUN/SEED‐Net after the trip. (4)

0 Yes

2017 7 Promotional Visit Group ChE

Applicant 1:Dr. Ngaotrakanwiwat

Pailin

Applicant 2:Dr.La‐oonguthai Yanisa

Applicant 3:Dr.Soisuwan Soipatta

BUU
Develope collaborative work in chemical engineering courses and

researches, and lecture in chemical and biochemical engineering courses

Visited MI

1:DrSoysouvanh Boualinh

+ Visited MI

2:MasterSimongkhoun

Panya + Visited MI

3:DrKhounvilay

Keonakhone  + Visited MI

4:DrPhommachanh

Sountisack

NUOL
1 May ,2017‐30 May

,2017

(1) Lecturing short courses in Chemical Engineering i.e. Kinetics

and reactor design, Thermodynamics II, Mass Transfer and

Bioengineering.    (2) Develope material handout of  courses in

Chemical and Biochemical engineering fields for Loas

undergraduate students  (3) Collaborative reaserches in

Chemical and Biochemical engineering fields in the future   (4)

Promote Master and Doctoral Programs in Chemical and

Biochemical Engineering, Faculty of Engineering, Burapha

University to NOULs students

Yes

2017 8 Promotional Visit Individual ME/ManuE
Applicant 1:Dr. AUTHAYARAT

WARATTA
BUU

To strengthen human resource development in Cambodia and to

strengthen the academic network between Burapha University and ITC  in

Mechanical and Industrial Engineering area by exchanging

knowledgeamong teaching members, supporting participatation 2017 ITC

scientific day, conducting an intensive course (service design/experience

design subject) for 5th year students of Mechanical and Industrial

Engineering and develop the teaching guideline of service design and

experience design subject. To promote Burapha University to ITC

students

Visited MI 1:LECTURERSAR

SAMBO
ITC

1 May,2017‐10

May,2017

1 May,2017‐8

May,2017

(1) Share new knowledge on industrial engineering with

lecturers of Industrial and Mechanical Department, ITC (2)

Conduct lectures on Experience/Service Design for Year 5

Industrial Engineering Students (3) Join conference for 2017 ITC

Scientific Day  (4) Formulating Teaching Guideline on

Experience Design for industrial engineering students

Yes

2017 9 Promotional Visit Group EEE

Applicant 1:‐ Hel Chanthan

Applicant 2:‐Eth Oudaya

Applicant 3:‐Chin Chan Daraly

ITC

Capacity building of the staffs and research collaboration strengthening

between ITC and MIs in Phillipines and Indonesia. Research titlte:"

Development of Low cost and Sustainable Wireless Connectivity

between Institute of Technology of Cambodia and Remote Secondary

School"

Visited MI

1:ProfessorJoseph

Marciano Jr. Joel + Visited

MI 2:Asst.

ProfessorMustika I Wayan

UP, UGM
19 Apr,2017‐25

Apr,2017

16 Jul,2017‐22

Jul,2017

(1) Discuss about the research related to Long distance wireless

connectivty (2) Visit laboratories (3) Seeking for new research

and academic collaboration (4) Discuss about graduate program

in the host institutions

Yes

2017 10 Promotional Visit Individual

EnvE

Applicant 1:Prof. Dr. Resurreccion

Augustus Cooper
UP

to give lectures to students at National University of Laos and to assist in

the fieldwork of MSEnE AUNSEED Scholar (Kittisack Boupha) for his

researchwork

Visited MI

1:ProfessorKeokhamphui

Keoduangchai

NUOL 3 Jun,2017‐9 Jun,2017
10 Jun,2017‐16

Jun,2017

(1)  To establish collaboration with the graduates of UP Diliman

Environmental Engineering Program (2)  To give a lecture on

Environmental Soil Physics and Water Quality Monitoring and

Analysis (3) To give a promotional talk about AUNSEED program

and UPD Environmental Engineering Program (AUNSEED

Scholarship) (4) To accompany AUNSEED Scholar (my MS EnE

advisee) to a fieldwork in Laos

Yes

2017 11 Promotional Visit Group

ME/ManuE

Applicant 1:Dr. Mohd Rohani Jafri

Applicant 2:Dr.Mohd Yusop Mohd

Zamri

Applicant 3:‐Zakaria Khidzir

UTM

1. Delivering Guest Lecture titled "Direct Cost of MSD Related cases" and

potential current research area that UTM is currently doing for students

and staffs of Industrial Engineering. 2. Colloboration meeting about

potential joint master/PHD project co‐supervision 3. Discussion on co‐

organize regional conference in Industrial Engineering and Logistic at Ho

Chi Minh University of Technology in October, 2018

Visited MI 1:DrNgoc Hien

Do
HCMUT

10 Dec,2017‐14

Dec,2017

17 Dec,2017‐21

Dec,2017

(1) Delivering Guest Lecture to students and staffs of Industrial

Engineering (2) Colloboration meeting with potential joint

master/PHD co‐supervision (3) Discussion of co‐organize

regional conference in Industrial Engineering and Logistic,

October, 2018 (4) Industrial/Factory Visit to local

manufacturing/service industry

Possible Exchange Students/Academic Staffs from Outbound/Inbound

Mobility Students/Academic Staffs
Yes

2017 12 Research Purpose Group ME/ManuE

Applicant 1:Prof. Dr. MON Mi Sandar

Mon

Applicant 2:Dr.HTIKE Thein Min Htike

Applicant 3:‐NU Soe Soe Nu

YTU

To introduce YTU to students and staff in Faculty of Transportation

Engineering in HCMUT and to disucss possible collaboration on research

focusing on response of thin‐walled structure to impact load.

Visited MI 1:Dr. Ly Hung

Anh
HCMUT

22 May,2017‐26

May,2017

23 Oct,2017‐27

Oct,2017
(1) Day 1 and 2 (2) Day 3 (3) Day 4 (4) Day 5

Department of Mechanical Engineering, YTU and Faculty of Transportation

Engineering in HCMUT built mutual understanding and showed mutual

interest during the visit by the Rector of HCMUT to YTU in 2016 as well as the

visit by one lecturer under SVAS to YTU in 2016. Both sides desire to maintain

understanding and convert intrest into actual collaboration in the future.

Focuses of this proposed visit are understanding at Faculty level and to discuss

possible signing of document of understanding in the future. Also focused are

possible research areas of collaboration, for the time being, research on

response of structures to impact loads and also energy‐related topics since

there is two energy experts from YTU involved in the proposed visit.  Activity

plan will be revised based on the results of general discussion on day 1 and 2.

Yes

2017 13 Promotional Visit Individual EEE
Applicant 1:Asst. Prof. Dr.

Nilkhamhang Itthisek
TU

To strengthen academic and research collaborations between Yangon

Technological University (YTU) and Sirindhorn International Institute of

Technology (SIIT), Thammasat University, through discussions with

faculty members of YTU in related fields, and special seminar/lectures for

graduate and undergraduate students of YTU.

Visited MI 1:NoneThan

Myint Myint
YTU 2 Jul,2017‐8 Jul,2017

9 Jul,2017‐15

Jul,2017

(1) To strengthen academic collaborations between YTU and

SIIT, Thammasat University (2) To discuss research topics with

faculty members of YTU in related fields (3) To give special

seminar/lectures to graduate and undergraduate students of

YTU   (4) To promote scholarships and exchange programs at SIIT,

Thammasat University

0 Yes

2017 14 Research Purpose Group ChE

Applicant 1:Assc. Prof. Dr. Huynh Ky

Phuong Ha

Applicant 2:Assc. Prof. Dr.Nguyen

Quang Long

Applicant 3:Dr.Nguyen Tuan Anh

HCMUT
Discuss the project "Study on modified bauxite's redmud to produce

adsorbent to remove NOx, SOx and heavy metal ions"
DLSU 1 Jul,2017‐22 Jul,2017

1 Dec,2017‐15

Dec,2017

(1) Discuss about the plan to modify bauxite's redmud to

produce adsorbent (2) Discuss about the plan to conduct the

experiments in treatment of NOx, SOx, and heavy metal ions.

(3) Set up the plan to exchange students in the project (and find

the budget for the project) (4) Discuss the content to write the

papers from the project.

During the visist time in DLSU, we hope that this is not only strengthen the

relationship among AUN University and make the chance to cooperate

between alumni with His, but also the chance to set the new plan for students

exchange among these Universities. Then, we also hope that we can keep the

contact with AUN in research, teaching and learning in many field, especially

the results can be applied for the countries in AUN.

Yes
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2017 15 Promotional Visit Individual ME/ManuE

Applicant 1:Assc. Prof. Dr.

Jeenanunta Chawalit
TU

To strengthen academic and research collaborations between  Institute of

Technology of Cambodia (ITC) and Sirindhorn International Instistue of

Technology (SIIT), Thammasat University, through discussions with

faculty members of ITC in related fields, and special seminar/lectures for

graduate and undergraduate students of ITC.

Visited MI 1:NonePISETH

SENG
ITC 2 Jul,2017‐8 Jul,2017

9 Jul,2017‐15

Jul,2017

(1) To strengthen academic collaborations between ITC and SIIT,

Thammasat University (2) To discuss research topics with faculty

members of ITC in related fields (3) To give special

seminar/lectures to graduate and undergraduate students of ITC

(4) To promote scholarships and exchange programs at SIIT,

Thammasat University

The topic Yes

2017 16 Promotional Visit Individual EnvE Applicant 1:Dr. Olapiriyakul Sun TU

To strengthen academic and research collaborations between National

University of Laos (NUOL) and Sirindhorn International Institute of

Technology (SIIT), Thammasat University, through discussions with

faculty members of NUOL in related fields, and special seminar/lectures

for graduate and undergraduate students of NUOL.

Visited MI

1:ProfSounvoravong

Xayyachack

NUOL 2 Jul,2017‐8 Jul,2017
9 Jul,2017‐15

Jul,2017

(1) To strengthen academic collaborations between NUOL and

SIIT, Thammasat University (2) To discuss research topics with

faculty members of NUOL in related fields (3) To give special

seminar/lectures to graduate and undergraduate students of

NUOL   (4) To promote scholarships and exchange programs at

SIIT, Thammasat University

The topic Yes

2017 17 Research Purpose Group EnvE

Applicant 1:Assc. Prof. Nguyen Quoc

Y

Applicant 2:Assc. Prof.Nguyen Thi

Bay

Applicant 3:Assc. Prof.Huynh Cong

Hoai

HCMUT

We propose three main objectives of the visit: 1) To seek more

understanding between the two departments: Fluid Mechanics

Department of HCMUT and the Water Resources Department of NUOL,

particularly about research and teaching in fluid mechanics and

hydraulics, 2) To seek future co‐research in the field of water resources,

particularly about Mekong River, as NUOL is located at upstream part of

Mekong River while HCMUT is conducting many studies on the

downstream part of the River, and 3) To take field trip to understand

more about the upstream part of Mekong River.

Visited MI 1:Assc.

Prof.Thammavong

Ouanma

NUOL
10 Jul,2017‐13

Jul,2017

13 Aug,2017‐16

Aug,2017

(1) Learning about training curriculum and research facilities at

NUOL (2) Learning about research topics from both sides (3)

Discussing about possible co‐research topics (4) Discussing

about exchanging students and researchers

Recently, Laos has been building many water dams in Mekong River. It has

been concerned about effects of these dams on biosystems in the river as well

as water capacity of the downstream part of the river. The field trip to the

upstream part of Mekong River helps us to observe the dams for a sense of

real problems for future research.

Yes

2017 18 Research Purpose Group EnvE

Applicant 1:Assc. Prof. Dr. Md Din

Mohd Fadhil

Applicant 2:Dr.Mat Taib Shazwin

Applicant 3:Dr.Rezania Shahabaldin

UTM
IDENTIFY THE POTENTIAL OF AQUATIC BIOMASS TOWARDS THE

SUSTAINABLE VALUE ADDED PRODUCTION IN ASEAN

Visited MI

1:DrSinsamphanh

Oulavanh  + Visited MI

2:DrThi Hoa Pham

NUOL, HCMUT 8 Jul,2017‐15 Jul,2017
1 Aug,2017‐8

Aug,2017

(1) To use natural aquatic biomass as a alternative enrgy

resources and application in environmental aspects  (2) To

propose the composting method from water hyacinth

component as the value‐added of composted materials (3) To

applying the concept of Education for Sustainable Development

with exposure the understanding through the experience for

the purpose of sustainability project (4)

For the past 3 years, UTM have collaborates Japanese industry to run research

related to environmental issues in Malaysia. Further expand of the research

needs to look at preparedness and increase involvement among more

stakeholders at ASEAN regional level.

Yes

2017 19
other purpose (co‐

supervisor)
Individual

ME/ManuE

Applicant 1:Dr. LE XUAN TRUONG HUST

For ITB: Discussion on exhange current reseachings, visit laboratories,

discussion on co‐supervised student’s topic; For YTU: Discussion on

current reseaching, visit laboratories and kick‐off collaboration between

2 faculties on mutual research interest fields.

Visited MI 1:Prof. Dr.Setya

Putra Ichsan + Visited MI

2:Assoc. Prof. Dr.La Pyae

Lynn

ITB, YTU 5 Jul,2017‐16 Jul,2017
19 Jun,2017‐30

Jun,2017

(1) Discussion on  co‐supervising student  (2) Lab visiting &

discussing on collaboration in research interest tendencies (3)

Kick‐off collaboration in mutual researching between faculties

and/or departments (4) Attending students' final

defenses/seminar

0 Yes

2017 20 Research Purpose Group ME/ManuE

Applicant 1:Dr. Pham Ho Mai Anh

 Applicant 2:Drop down listNguyen

Thi Hoang Lien

Applicant 3:Assc. Prof. Dr.Nguyen

Quoc Y

HCMUT

1) To learn about the ergonomics at the Ergonomics Laboratory of

Universitas Gadjah Mada.

2) To discuss about research collaboration with Prof. Rini Dharmastiti,

particularly in the field of Mechanical and Industrial Ergonomics.

3) Visiting other laboratories in Universitas Gadjah Mada: Dept.of

Architecture & Planning, Intelligent Systems Research Group.

Visited MI 1:Doctor of

PhilosophyRini

Dharmastiti

UGM
15 Jul,2017‐21

Jul,2017

5 Aug,2017‐11

Aug,2017

(1) Learning about the ergonomics at the Ergonomics Laboratory

of UGM: its design, workplaces, products and systems.  (2)

Discussing about opportunities for using experiment facilities at

both UGM and HCMUT in joint researches. (3) Discussing about

opportunities for exchange students between our departments

and laboratories (4) Seeking joint research opportunities with

Civil, Electrical and Electronic field at UGM

Yes

2017 21
other purpose (research

collaboration)
Group ME/ManuE

Applicant 1:Asst. Prof. TRAN Tien

Anh + Applicant 2:Asst. Prof.Ngo

Khanh Hieu + Applicant 3:Dr.Ngo

Dinh Tri

HCMUT

‐ visit School of Aerospace Engineering of Universiti Sains Malaysia

(USM), Department of Aerospace Engineering of the Universiti Putra

Malaysia (UPM), Aeronautics Engineering Laboratory of the

UniversitiTeknologi Malaysia (UTM)‐ learn about laboratory facilities and

discuss about possibilities for inviting professors to the Regional

Conference on Aerospace Engineering in October 2017 at the HCMUT,

Vietnam‐ discuss about possibilities for sutdent exchange and research

cooperation

Visited MI 1:Prof. Ir.

Dr.Abdullah Mohd Zulkifly

+ Visited MI 2:Assoc. Prof.

Dr.Rafie Azmin Shakrine

Mohd + Visited MI

3:Assoc. Prof. Ir.

Dr.Mansor Shuhaimi bin

USM, UTM, UPM
7 May,2017‐15

May,2017

(1) Visit School of Aerospace Engineering of Universiti Sains

Malaysia (USM), Department of Aerospace Engineering of the

Universiti Putra Malaysia (UPM), Aeronautics Engineering

Laboratory of the UniversitiTeknologi Malaysia (UTM); invite

professors to the Regional Conference on Aerospace

Engineering in October 2017 at the HCMUT, Vietnam (2)

Investigate the available experiment facilities at USM, UPM and

UTM in the field of Aerospace Engineering (Especially about

wind tunnel, pressure measurement).  (3) Discuss about

opportunities for using experiment facilities at both USM, UPM,

UTM and HCMUT to conduct experiments in joint researches. (4)

Discuss about opportunities for exchange students

0 Yes

2017 22 Research Purpose Individual GeoE
Applicant 1:Asst. Prof. Dr.

MANEEINTR Kreangkrai
CU

Doing research especially on coal utilization and coal waste management,

discussion on potential collaboration in the future, technical assistance

for both research and teaching such as Clean Coal Technology Class,

attraction more qualified applicants for Graduate Degree Program in

Chulalongkorn University

Visited MI 1:Assoc.Prof.

Visane Nhinxay + Visited

MI 2:  + Visited MI 3:  +

Chanthaphasouk Mining

Engineering

DepartmentLatana

Lecturer

NUOL
15 Jan,2018‐5

Feb,2018

22 Jan,2018‐12

Feb,2018

(1) Do research especially on coal utilization and coal waste

management, University (2) Discuss on potential collaboration

in the future (3) Assist the technical knowledge for both

research and teaching  (4) Attract more qualified applicants for

Graduate Degree Program in Chulalongkorn

Please see more detail in the attached file of supporting document Yes
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Training in Japan for faculty staff of MI on promotion of UIL 

Date 
No of 

participants 
Participants Place 

November 2013 
22 

One UIL coordinator from each 

MI 

Toyohashi University of 

Technology March 2015 

 
 
Intensive Course of Management of Technology for young academic staff of MIs (MOT) 

Date 
No of 

participants 
Participants Place 

August 2013 
22 

Students and MI Faculty Staff Shibaura Institute of 

Technology 

August 2014 20 MI Faculty Staff with Ph.D. MJIIT (UTM) 

August 2015 20 MI Faculty Staff under 35 Years 

Old Regardless of Degree 

MJIIT (UTM) 

February 2016 20 MJIIT (UTM) 

August 2016 20 MJIIT (UTM) 

August 2017 (planed) 20 - MJIIT (UTM) 

 

UIL Seminar 

Date No of participants Place 

August 2013  Bangkok 

September 2013  Jakarta 

September 2014  Kuala Lumpur 

October 2016  Hanoi 

October 2017 (planned)  Ho Chi Minh City 

 

 

 

13．研修セミナー実施実績 
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14．質問票の回答集計結果 

I
D

MI
Q1

 N
o
. 
o
f 

CR
Q4
_
1

St
re

ng
t
he
n
in

g
o
f 
U
IL

Q4
_
2 

Ho
w
 i
t
 h
a
s/

ha
s
 n
o
t 

be
e
n 
s
tr

en
g
th
e
ne

d

Q5
 I
f

a
cq
u
ir
e
d

co
m
pe

ti
t
iv
e

R
es
e
ar
c
h

Fu
nd
s

Q6
_
1

As
s
es
s
me

nt
o
f 

Ou
t
pu
t
 2

Q6
_2

 R
e
as
o
ns

Q
9 
i
f

im
p
ro

ve
d

e
du

ca
t
io
n

ca
p
ac

it
y

Q1
1

St
r
en

gt
h
en
i
ng

o
f 
N
et
w
or

k

Q1
2

I
nt
e
rn
a
ti

on
a
l

g
ra
d
ua
t
e

de
g
re
e

p
ro
g
ra

m

Q1
3
 A

ny
re
g
io
n
al

ac
a
de
m
ic

so
ci
e
ty

 w
a
s

fo
r
me

d?

Q1
4
 I

f
ca
r
ee

r
su

rv
ey
 
is

co
n
du
c
te

d 
a
t

M
I

Q1
5
 N

o.
 
of

p
at
e
nt
s

ac
qi

ir
e
d

Q1
7
 N

o 
o
f

MO
U
s 

wi
t
h

MI
s

Q1
8 
N
o 

of
M
OU

s 
w
it
h
ou

t
A
UN

/S
E
ED
-
Ne

t
P
ro
j
ec
t
s

Q
19
_
Im
p
or

ta
n
ce

of
 p
r
og

ra
m

3
U
GM

16
1

4
pu

sh
e
d 

re
l
at
i
on

 f
u
rt
h
er

mo
r
e.

ye
s

4
RC

 o
n
 r

eg
i
on
a
l 
i
ss

ue
s
 i
s
 m

or
e

l
ig

hl
i
gh
e
d 

by
 
go
v
nt

 a
n
d 
S
N

a
ct
i
vi
t
ie

s 
b
ec
o
me
 
mo

re
 
im
p
or

ta
n
t.

4
4

ye
s
 b
u
t 

no
t

by
 
SN

ye
s

ye
s

i
n 
p
ro
c
es

s
15

0

5
UM

12
0

2
d
if

fi
c
ul
t
 t

o 
p
en
e
tr
a
te

 i
n
du
s
tr

y 
p
ar
t
ne

r 
i
f

ne
ed
e
d 

so
m
e 
a
ll
o
ca

ti
o
n.

no
2

o
nl

y 
1
 C
R
C

3
3

n
o

n
o

ye
s

0
7

1

6
U
PM

1
48
8

3
2 

CR
I
 w
a
s 

re
l
ev
a
nt

ye
s

2
U
PM
 
jo

in
e
d 
f
ro
m
 P

ha
s
e 
3
 a

nd
ne
t
wo

rk
 
is
 
st
i
ll

 l
i
mi
t
ed

.
3

3
n
o

n
o

ye
s

37
5

0

7
U
SM

0
2

Un
d
er
 
CR

(M
a
st
e
r,

 P
h
D)
 
in

vo
l
ve
d

co
ll
a
bo
r
at

io
n
 w
i
th
 
in

ds
u
tr
i
es

no
4

3
ye
s
 b
u
t 

no
t

by
 
SN

n
o

no
0

4
3

8
U
TM

44
2

4
ye
s

4
U
nd
e
r 

CR
C
, 
w
e 

ha
v
e 
a
ch

ie
v
ed
 
ve

ry
go

od
 
ne

tw
o
rk
i
ng

 w
i
th
 
J 

an
d
 T
 
un

iv
.

n
a

ye
s

ye
s?

ye
s

3
19

2

9
D
LS
U

9
3

st
ar
t
ed

 t
o
 c
o
nt

ac
t
 c
a
mp

an
i
es

ye
s

3

fa
c
ul
t
y 

or
g
an
i
ze
d
 w

or
k
sh
o
p 

wi
t
h

o
th
e
r 
M
is

 t
o
 e
s
ta

bl
i
sh

co
l
la
b
or

at
i
on
 
an
d
 i

nt
e
rn
a
ti

on
a
l

n
et
w
or
k
in

g.

3
3

ye
s

n
o

no
0

0
0

1
2

B
UU

13
4

1
di
f
fu
c
lt

 t
o
 e
s
ta

bl
i
sh
 
li

nk
a
ge
.

no
3

di
f
fi
c
ul

t 
t
o 
f
in
d
 t

op
i
cs
 
of

 C
R
C

2
2

ye
s
 b
u
t 

no
t

by
 
SN

no
ye

s
4

0
0

1
3

CU
7

4
re

ce
i
ve
d
 i

nv
a
lu
a
bl

e 
e
xp
e
ri

en
c
e 
a
nd

k
no
w
le

dg
e
.

na
4

4
4

ye
s
 b
u
t 

no
t

by
 
SN

y
es
 
bu
t
 n

o
re
l
at
i
on

wi
t
h 

SN
ye

s
7

0
0

1
5

TU
38
8

2
na

no
3

3
3

ye
s
 b
u
t 

no
t

by
 
SN

no
no

1
14

0

1
6

KM
IT
L

14
1

no
 c
o
nt

ri
b
ut
i
on
 
fr

om
 
SN

no
1

no
 c

on
t
ri
b
ut
i
on

 f
r
om
 
SN

2
1

n
o

no
ye

s
1

19
0

1
7

I
TC

16
7

4
no

3
4

4
n
o

no
ye

s
0

6
6

1
9

UY
82

3
or

ga
n
iz
e
d 

wo
r
ks
h
op

s 
t
wi
c
e 

 (
w
o 
S
N)

na
3

4
4

n
o

no
no

0
6

1

2
0

Y
TU

7
3

T
he

 l
i
nk
a
ge

 w
i
th
 
in

du
s
tr
i
es

 h
a
s 
b
ee
n

st
re

ng
t
he
n
ed

 t
o
 s
o
me

 e
x
te
n
t 

be
c
au
s
e 
i
t

ca
n
no

t 
r
ea
c
h 

to
 
al
l
 a

re
a
 o
f
 e

ng
i
ne
e
ri
n
g.

ye
s

3
3

3
n
o

no
no

0
13

1

2
1

HC
MU
T

47
4

4
Co

ll
ab
o
ra
t
io

n 
w
it
h
 A

TK
ye
s

4
St
r
en
g
he

ne
d
 c
o
ll
a
bo

ra
t
io
n
 a

mo
n
g

Mi
s 
a
nd
 
JS

Us
.

4
4

n
o

no
ye

s
0

22
2

2
2

H
US
T

14
5

4
c
on

ne
c
ti
o
n 

be
t
we
e
n 

HU
S
T 
a
nd

 i
n
du
s
tr
y

p
ro
m
ot
e
d 

gr
e
at
l
y

ye
s

3
wa

nt
 
to

 h
a
ve
 
mo

re
 
aw
a
rd

s 
o
n 
C
RC

 i
n

Ph
4
.

4
4

ye
s

no
ye

s
2

13
3

2
3

N
TU

29
5

Av
e
ra
g
e

2.
9
3

3
.0
0

3.
36

3
.2
1

35
0

9.
5
3

19

4 
sc

ha
l
e:
 

4:
 S
t
ro
n
gl

y
3:

 t
o
 s
om

e 
ex

te
n
t

2:
 n
o
t 
m
uc

h
1:

 n
o
t 
a
t 

al
l



 

－159－ 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

P
ro

gr
am

s/
A

ct
iv

iti
es

IT
B

-
IN

A
IT

S
U

G
M

U
I

U
M

U
P

M
U

S
M

U
TM

D
LS

U
U

P
M

S
U

-
IIT

B
U

U
C

U
K

U
TU

K
M

IT
L

IT
C

N
U

O
L

U
Y

YT
U

H
C

M
U

T
H

U
S

T
A

ve
ra

ge
N

U
S

N
TU

1
M

as
te

r’s
 D

eg
re

e
10

8
9

7
10

10
8

10
9

8
10

9
8

10
5

8.
7

2
D

oc
to

ra
l D

eg
re

e 
S

an
dw

ic
h

10
8

9
10

10
10

8
10

9
8

10
10

8
10

7
9.

1

3
D

oc
to

ra
l D

eg
re

e 
in

 J
ap

an
10

9
5

4
9

7
8

3
1

8
10

10
10

10
8

7.
5

4
D

oc
to

ra
l D

eg
re

e 
in

 S
in

ga
po

re
8

9
5

8
9

7
8

1
0

5
1

9
9

10
7

6.
4

7

5
In

te
gr

at
ed

 G
ra

du
at

e 
D

eg
re

e 
P

ro
gr

am
7

6
8

5
9

7
3

3
0

6
3

6
7

9
6

5.
7

6
C

ol
la

bo
ra

tiv
e

R
es

ea
rc

h
P

ro
gr

am
fo

r
A

lu
m

ni
 M

em
be

rs
 (C

R
A

)
10

6
7

7
9

8
8

1
6

7
10

9
6

10
9

7.
5

7
C

ol
la

bo
ra

tiv
e

R
es

ea
rc

h
P

ro
gr

am
fo

r
C

om
m

on
 R

eg
io

na
l I

ss
ue

s 
(C

R
C

)
10

10
9

10
10

8
5

10
8

1
10

9
9

10
9

8.
5

8
C

ol
la

bo
ra

tiv
e

R
es

ea
rc

h
P

ro
gr

am
w

ith
In

du
st

ry
 (C

R
I)

10
10

10
10

10
8

10
5

8
1

10
9

9
10

10
8.

7

9
R

es
ea

rc
h

Fe
llo

w
sh

ip
fo

r
P

os
td

oc
to

ra
l

S
tu

dy
8

9
8

8
10

7
3

7
6

3
5

9
9

9
8

7.
3

10
R

eg
in

al
 C

on
fe

re
nc

e 
P

ro
gr

am
10

8
9

10
10

9
7

9
8

5
10

9
9

10
10

8.
9

11
S

ho
rt-

te
rm

 V
is

it 
P

ro
gr

am
 in

 A
S

E
A

N
10

9
10

8
10

8
5

9
9

5
8

7
8

10
8

8.
3

12
S

ho
rt-

te
rm

 R
es

ea
rc

h 
P

ro
gr

am
 in

 J
ap

an
10

9
10

10
10

8
8

10
8

8
6

8
8

10
9

8.
8

13
A

S
E

A
N

 e
ng

in
ee

rin
g 

jo
ur

na
l

8
8

9
10

9
8

4
7

9
6

7
9

9
9

10
8.

1

14
U

-I
tra

in
in

g
an

d
In

te
ns

iv
e

C
ou

rs
e

on
M

an
ag

em
en

t o
f T

ec
hn

ol
og

y 
(M

O
T)

10
8

9
6

10
7

4
5

6
6

8
7

8
9

9
7.

5

15
D

ire
ct

or
y 

fo
r E

ng
in

ee
rin

g
8

7
10

8
9

7
5

7
5

4
9

7
8

9
9

7.
5

To
p 

th
re

e 
pr

io
rit

ie
s 

1
na

2,
3,

4
2

2
1

1
2

1
2

1
3

3
3

15
8

To
p 

th
re

e 
pr

io
rit

ie
s 

2
8

8
10

2
2

3
2

1
2

1
2

4
14

10

To
p 

th
re

e 
pr

io
rit

ie
s 

3
7

7
13

7
10

10
7

13
3

8
5

7
10

13



 

－160－ 

  

在外事業強化費と第三国研修費 

（単位：千タイバーツ） 

項目 
2013 年度 
（実績） 

2014 年度

（実績）

2015 年度

（実績）

2016 年度

（実績）

2017 年度 
（予定） 

合計 
（タイ 
バーツ） 

合計 
（千円）

在外事業強化費 58 67 70 82 52 328 1,083,826

傭人費・謝金報酬 7,059 8,109 7,924 8,534 9,415 41,041 135,744

機材保守管理費 174 239 152 157 132 854 2,851

工事費 0 0 0 299 0 299 965

物品購入費 838 437 657 2,391 221 4,544 14,789

旅費・交通費（航空賃

以外） 
8,857 6,880 6,830 6,570 6,183 35,320 116,436

通信運搬費 1,361 1,105 844 693 909 4,912 16,254

資料等作成費 1,624 1,146 1,418 659 626 5,473 18,025

借料損料 577 284 245 248 168 1,523 4,993

会議費 78 60 0 8 100 246 820

雑費 315 433 251 808 442 2,249 7,445

セミナー開催費 3,775 5,093 7,378 5,872 7,661 29,779 98,243

研究支援費 21,745 32,842 34,553 45,584 13,218 147,943 490,119

業務契約（ローカルコ

ンサルタント・NGO） 
0 0 0 140 920 1,060 3,466

航空賃 11,154 9,935 9,397 10,231 11,906 52,624 173,674

第三国研修費 72,911 74,133 69,359 64,156 65,607 346,167 1,145,566

奨学金 53,781 59,438 53,362 50,056 51,596 268,234 888,851

共同研究費 17,174 13,275 13,215 11,901 12,023 67,587 222,839

航空賃 1,957 1,420 2,176 2,198 1,988 9,738 31,937

旅費・交通費（航空賃

以外） 
0 0 607 0 0 607 1,939

合 計 130,469 140,696 139,009 146,351 117,509 674,034 2,229,391

出所：AUN/SEED-Net 事務局 

 

15．在外事業強化費 
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